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入学
定員

編入学
定　員

新 設 学 部 等 の 名 称

 医療薬学専攻
[Course of

    Clinical
          Pharmacy]

薬学研究科
[Graduate School of
          Pharmacy]

-

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

修業
年限

所　在　地
収容
定員

兵庫医科大学
　薬学部
　　医療薬学科　　　　（　150）（令和3年3月認可申請）※第1・2・3・4・5・6年次開設
　看護学部
　　看護学科　　　　　（  100）（令和3年3月認可申請）※第1・2・3・4年次開設
　リハビリテーション学部
　　理学療法学科　　　（   40）（令和3年3月認可申請）※第1・2・3・4年次開設
　　作業療法学科　　　（   40）（令和3年3月認可申請）※第1・2・3・4年次開設

兵庫医科大学大学院
　看護学研究科　修士課程
　　看護学専攻　　　　（  　8) （令和3年3月認可申請）※第1・2年次開設
　医療科学研究科　修士課程
　　医療科学専攻　　　（　　8）（令和3年3月認可申請）※第1・2年次開設

兵庫医療大学（廃止）
　薬学部
　　医療薬学科　　　　（△150）
　看護学部
　　看護学科　　　　　（△100）
　リハビリテーション学部
　　理学療法学科　　　（△ 40）
　　作業療法学科　　　（△ 40）
※令和4年4月学生募集停止（全学生転学により令和4年4月大学廃止の認可申請）

兵庫医療大学大学院（廃止）
　薬学研究科　博士課程
　　医療薬学専攻　　　（△  3）
　看護学研究科　修士課程
　　看護学専攻　　　　（△  8）
　医療科学研究科　修士課程
　　医療科学専攻　　　（△  8）
※令和4年4月学生募集停止（全学生転学により令和4年4月大学院廃止の認可申請）

12

開設時期及
び開設年次

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

　ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾋｮｳｺﾞｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

研究科の設置

兵庫医科大学大学院（Hyogo Medical University Graduate School）

計 画 の 区 分

博士
（薬学）
[Doctor of
Philosophy
in Pharmacy]

3

年 人

令和4年4月
第1・2・3・4

年次

人年次
人

12

薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高度な専
門知識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな
研究を立案・遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元
し、薬学の進歩に貢献できる薬剤師、薬学研究者を育成する。

大 学 の 目 的

本学大学院は、建学の精神にもとづき、医学・医療の諸理論とその応用について学
修・研鑽し、崇高な人間愛を有し、創造性豊かな自立した医学研究者、並びに高度
な専門知識・技術を有する医療人を育成する。そのために必要な高度の研究実践能
力とその基盤となる豊かな学識を培い、さらに研究活動によって得た成果を社会に
還元することで医学・医療の発展に寄与する。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾋｮｳｺﾞｲｶﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

記 入 欄

フ リ ガ ナ

学校法人　兵庫医科大学

※同一法人２大学
（兵庫医科大学、
兵庫医療大学）の
統合を目的とした
学部等設置認可申
請

学位又
は称号

兵庫県神戸市中央区
港島1丁目3番6

兵庫県西宮市武庫川町1番1号

　　年　月
第　年次

【基礎となる学部
等】
薬学部医療薬学科

14条特例の実施

※兵庫医療大学大
学院の在学生を転
学させる

※同一法人２大学
（兵庫医科大学、
兵庫医療大学）の
統合を目的とし
て、兵庫医科大学
へ薬学部／薬学研
究科、看護学部／
看護学研究科、リ
ハビリテーション
学部／医療科学研
究科を設置する。

※兵庫医療大学の
組織並びに校地並
びに施設及び設備
の同一性を保持す
る他、教育課程、
教員、学生支援体
制等を承継する。

※設置後、兵庫医
療大学／大学院の
廃止認可申請を行
う。
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※令和3年3月

　設置認可申請

※令和3年3月

　設置認可申請

※「新設分」は兵
庫医療大学の教員
を承継する。

※大学全体：西宮
キャンパス（兵庫
医科大学）と、神
戸キャンパス（兵
庫医療大学）の合
計。以下同じ。
※病院職員はその
他の職員に含む
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実験・実習

17科目

演習 計
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計
23

（0）

1
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303

新

設

分

看護学研究科　看護学専攻（修士課程）

医療科学研究科　医療科学専攻（修士課程）

職　　　種

4科目
薬学研究科

医療薬学専攻

（12）

計

（11） （1） （12）

（80） （23）

新設学部等の名称
講義教育

課程

―

薬学研究科　医療薬学専攻（博士課程）

開設する授業科目の総数
卒業要件単位数

30単位

兼 任
教 員 等

講師 助手

専任教員等

計助教
学　部　等　の　名　称

教授

0科目 21科目

既

設

分

医学研究科　医科学専攻（博士課程）

（23）

40 7

（451） （0） （―）

（―）

0 ―

（0）

合　　　　計

163 365

（35）（116） （178）

15

（―）（86）

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

（1,548）

1,945

校　　　舎

（　92,050.25　㎡）

合 計

80,410.43　㎡

専　　用

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

（69）

69 22

（36）

139,207.64  ㎡

0　㎡84,793.79　㎡

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（122）

0　㎡

語学学習施設

共　　用

実験実習室

（補助職員　3人）

室

室　　　数

80,410.43　㎡

0室

（　　　　0　㎡）

計
共用する他の
学校等の専用

（　　　　0　㎡）

0　㎡

薬学研究科　医療薬学専攻

新設学部等の名称

専 任 教 員 研 究 室

36室

演習室

39

情報処理学習施設

4室

50室

医学研究科　先端医学専攻（博士課程）
11 1 12 22 46 0

共用する他の
学校等の専用

0　㎡

0　㎡

専　　用

139,207.64　㎡

教室等

98室

講義室

（0）

85 0

0

（1）（319）

0 1319

0　㎡

84,793.79　㎡

計

（補助職員　0人）

122

専　　任 兼　　任

30120

（　92,050.25　㎡）

19,571.55　㎡

675

141

（0）（141）

※薬学部・薬学研
究科で共通

※大学全体
【うち、神戸キャ
ンパス分】
・校舎敷地
40,772.70㎡
・運動場用地
3,765.30㎡
・その他
4,600㎡

※大学全体
【うち、神戸キャ
ンパス分】
・校舎
35,075.83㎡

※大学全体
【うち、神戸キャ
ンパス分】
・講義室
20室
・演習室
29室
・実験実習室
36室
・情報処理学習施
設
2室
・語学学習施設
0室
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※図書購入費には
電子ジャーナル・
データベースの整
備費（運用コスト
含む）を含む。
※経費の見積り金
額については薬学
部と薬学研究科の
合計
【神戸キャンパス
全体での共用分
（設備購入費）】
33,968千円

36,260千円 36,260千円 36,260千円 36,260千円 36,260千円 ― ―

0 313千円 313千円 313千円 313千円 ― ―

450千円 450千円 450千円 450千円 ― ―

2,000千円

〔うち外国書〕

図 書 購 入 費

500千円 ―

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

寄附金収入・補助金収入・手数料収入等を充当

―

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

電子ジャーナル

機械・器具視聴覚資料

1,010

標本

新設学部等の名称

学術雑誌

図
書
・
設
備

159〔158〕 400

270〔222〕 400

冊 種

〔うち外国書〕

7,972〔3,351〕

(7,501〔3,222〕)

159〔158〕

面積

3,792.24㎡

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

（西宮キャンパス）
野球場1面
テニスコート３面

面積

8,041.47　㎡

区　分 第５年次 第６年次

図書館

（神戸キャンパス）
テニスコート2面

第３年次

(159〔158〕)

※薬学部・薬学研
究科で共通

【大学全体での共
用分】
・図書
9,965冊
・学術雑誌
7,200種
・うち電子ジャー
ナル
7,148種
・視聴覚
495点
・機械・器具
3,071点
・標本
37点

図書

（1,010 ）(7,501〔3,222〕) (270〔222〕)

計

7,972〔3,351〕

第５年次第３年次

500千円

第２年次

500千円

第４年次

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

―2,000千円 2,000千円2,000千円

270〔222〕

(270〔222〕)

566席

(159〔158〕)

学生納付金以外の維持方法の概要

第６年次

―

学生１人当り
納付金

600千円

第１年次

閲覧座席数

薬学研究科
医療薬学専攻

（322）

（322）

体育館

収 納 可 能 冊 数

0

（0）

1,010

（1,010 ）

点 点

0

点

128,611冊

（0）

〔うち外国書〕

※大学全体
【うち、神戸キャ
ンパス分】
・面積
2,795.24㎡
・閲覧座席数
408席
・収容可能冊数
88,333冊

※大学全体
【うち、神戸キャ
ンパス分】
・体育館
2,351㎡

- 基本計画書 ― 3 -



博士（医学）

名称：兵庫医科大学病院
目的：教育、診療
所在地：西宮市武庫川町1番1号
設置年月：昭和47年4月
規模等：土地20,107.37㎡　建物90,034.35㎡

名称：兵庫医科大学ささやま医療センター
目的：教育、診療
所在地：丹波篠山市黒岡5番地
設置年月：平成9年10月（平成22年6月「兵庫医科大学ささやま医療センター」と改
称）
規模等：土地17,391.97㎡　建物11,953.02㎡

名称：兵庫医科大学図書館
目的：教育
所在地：西宮市武庫川町1番1号（西宮キャンパス）、神戸市中央区港島1丁目3番6（神
戸キャンパス）
設置年月：昭和47年4月（西宮キャンパス）、平成19年4月（神戸キャンパス）
規模等：997㎡（西宮キャンパス）、2,795.24㎡（神戸キャンパス）

名称：薬用植物園
目的：大学設置基準に定める薬学部教育のための附属施設として設置
所在地：神戸市中央区港島1丁目3番6
設置年月：平成19年4月
規模等：面積556㎡、園内附帯施設　温室47㎡

既
設
大
学
等
の
状
況

令和2年度、3年
度入学定員増
（4人）

―

人 年次
人

人 倍

所　在　地

大 学 の 名 称

80

人

附属施設の概要

　先端医学専攻

年次
人

―　医科学専攻

収容
定員

S53
兵庫県西宮市武庫
川町1番1号

0.06

年 人
医学研究科

修業
年限

編入学
定　員

4

学位又
は称号

4

入学
定員

20 博士（医学）―

　医学科

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

兵庫医科大学大学院

大 学 の 名 称 兵庫医科大学

学 部 等 の 名 称

40

倍

1.17160

6 112

修業
年限

入学
定員

医学部
年

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

672 学士（医学） 1.00 S47
兵庫県西宮市武庫
川町1番1号
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兵庫医科大学大学院学則（案） 

 

 

第１章    総    則 

 

（設置） 

第１条 本学に、兵庫医科大学大学院（以下「本学大学院」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 本学大学院は、建学の精神にもとづき、医学・医療の諸理論とその応用について学

修・研鑽し、崇高な人間愛を有し、創造性豊かな自立した医学研究者、並びに高度な専門

知識・技術を有する医療人を育成する。そのために必要な高度の研究実践能力とその基盤

となる豊かな学識を培い、さらに研究活動によって得た成果を社会に還元することで医

学・医療の発展に寄与する。 

 

（研究科の目的） 

第３条 各研究科の目的は、次の各号に掲げるとおりとする。 

１ 医学研究科は、医科学専攻と先端医学専攻を設け、医学に関する高度な専門知識・技術

を修得し、高い医学・研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立案・遂行できる高度な研究

能力を育成する。研究活動によって得た成果を社会に還元し、また、研究成果を世界に発

信し、医学・医療の進歩に貢献できる人材を育成する。 

２ 薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高度な専門知

識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立

案・遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元し、薬学の進歩

に貢献できる薬剤師、薬学研究者を育成する。 

３ 看護学研究科は、看護学基礎研究領域及び看護学課題研究・高度実践領域の２領域を設

け、それぞれの看護実践の科学的根拠となる基礎理論及びその応用について体系的に学

修する。人間性豊かな看護専門職者として、看護学の専門的知識と技術に立脚し、先駆的・

創造的に高度看護実践できる能力、並びに看護現象を科学的に解明する教育・研究能力を

育成する。 

４ 医療科学研究科は、リハビリテーション科学領域として、病態運動学分野及び人間活動

科学分野の２分野を設け、それぞれの分野において必要となる理論並びに技術を教授す

ることで、社会に有益な人材を輩出しようとするものである。各分野内には研究を主とす

るコースと、高度実践専門職者の育成を目指すコースをおき、教育研究活動を推進する人

材及びより高度な臨床実践能力をもつ人材を育成する。 

 

（内部質保証） 

第４条 本学大学院は、教育研究水準の向上を図り、もって本学大学院の目的及び社会的使

命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い公表する。 
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② 内部質保証に関し必要な事項及び実施体制等は、別に定める。 

 

（研究科） 

第５条 本学大学院に次の研究科を置く。 

１ 医学研究科 

２ 薬学研究科 

３ 看護学研究科 

４ 医療科学研究科 

 

（専攻、課程及び定員等） 

第６条 前条に規定する各研究科の専攻、課程、入学定員及び収容定員は、次のとおりとす

る。 

研究科名 専攻 課程 入学定員 収容定員 

医学研究科 
医科学専攻 博士課程 ４０名 １６０名 

先端医学専攻 博士課程 ２０名 ８０名 

薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 ３名 １２名 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 ８名 １６名 

医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 ８名 １６名 

 

（課程の目的） 

第７条 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は

高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

② 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の

高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識

を養うことを目的とする。 

 

（修業年限及び在学年限） 

第８条 修士課程の標準修業年限は２年とし、在学年限は４年を超えてはならない。 

② 博士課程の標準修業年限は４年とし、在学年限は８年を超えてはならない。 

③ 学生が、職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出た時は、医学研究

科を除き、各研究科の定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。（以

下「長期履修」という。） 

④ 長期履修に関し必要な事項は、別に定める。 

                

第２章    組 織 運 営 

 

（教員組織） 

第９条 研究科における授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）

は、研究科ごとに大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）に定める資格を有する
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教員（以下「大学院担当教員」という。）が担当するものとする。 

② 大学院担当教員は、学部、研究所等の教員が兼ねることができる。 

③ 医学研究科の各専攻に、研究の指導、学位論文の作成等の指導にあたり、学位申請にお

ける責任を担う者を置き、第１項に定める「大学院担当教員」のうち医学研究科の教授（以

下「指導教授」という。）がこれに充たる。ただし、第１項に定める医学研究科の教員の

うち教授以外の者から、学長が指名する者をもって指導教授の任を委嘱することができ

る。 

 

（研究科長） 

第１０条 各研究科に研究科長を置き、基礎となる学部の学部長をもって充てる。 

② 研究科長は、各研究科の学事を統括する。 

 

（研究科教授会） 

第１１条 各研究科に研究科教授会を置く。 

② 研究科教授会組織は以下のとおりとする。 

１ 医学研究科の研究科教授会は、研究科長及び専任の教授をもって構成する。 

２ 薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科の研究科教授会は、研究科長並びに研究

指導教員又は研究指導補助教員である専任の教授、准教授及び講師をもって構成する。 

３ いずれの研究科教授会も、研究科長が必要と認めた場合は、構成員以外の教職員を出席

させることができる。 

③ 研究科教授会は、次の事項を審議し、学長が当該事項を決定するに当たり意見を述べる

ものとする。 

１ 学生の入学、進級及び課程の修了に関する事項 

２ 学位の授与に関する事項 

３ 学生の身分に関する事項 

４ 教育課程に関する事項 

５ 教員の人事に関する事項 

６ 研究に関する事項 

７ 教育研究に関する規程の制定、改廃に関する事項 

８ 学位論文に関する事項 

９ 研究科の運営に関する重要な事項 

１０その他学長が研究科教授会の意見を聴くことが必要と定める事項 

④ 前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下「学長等」という。）がつかさど

る教育研究に関する事項について審議し、学長等の求めに応じ、意見を述べることができ

る。 

⑤ 研究科教授会に関する規程は、別に定める。 

 

第３章    教 育 方 法 等 

 

（教育方法） 
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第１２条 本学大学院の教育は、研究科が定めるところによる所定の科目の授業並びに研

究指導等によって行う。 

② 前項の教育は、多様なメディアを高度に利用し、当該教育を行う教室等以外の場所で履

修させることができる。 

③ 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時期にお

いて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

 

（授業科目及び単位数等） 

第１３条 研究科の専攻別授業科目及び単位数は、別表１のとおりとする。 

 

（履修科目の選定及び届出） 

第１４条 履修する授業科目の選定は、医学研究科は指導教授、その他の研究科は研究指導

教員の承認を受けた後、学長に届出るものとする。 

 

（他の専攻分野の授業科目等の履修） 

第１５条 学長は、指導教授又は研究指導教員が研究指導及び教育上必要と認めたときは、

研究科教授会の意見を聴き、他の専攻分野の授業科目等を履修させ、これを所定の単位に

充当することができる。 

 

（他大学の大学院等の授業科目の履修並びに研究指導） 

第１６条 学長は、指導教授又は研究指導教員が研究指導及び教育上必要と認めたときは、

研究科教授会の意見を聴き、他大学の大学院等の授業科目を履修させ、１５単位を超えな

い範囲でこれを所定の単位に充当することができる。 

② 学長は、前項のほか、必要なときは、他大学の大学院等において研究指導を受けること

を認めることができる。ただし、修士課程の学生にあっては、研究指導を受けさせる期間

は、１年を超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１７条 薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科において、教育上有益と認めるとき

は、学生が本学大学院に入学する前の大学院における既修得単位（科目等履修生等として

修得した単位を含む。）について、本学大学院において修得した単位として認めることが

できる。 

② 前項により、本学大学院において修得した単位として認めることができる単位数は、他

大学の大学院等における履修認定単位数とあわせて１５単位を超えないものとする。 

 

第４章    試験、課程の修了要件及び学位 

 

（試験） 

第１８条 専攻分野の正規の授業を受け、所定の科目を履修した者に対し、所定の期間内に

試験（以下「科目試験」という。）を行う。ただし、平常の成績及びレポート等により、
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科目試験に代えることができる。 

② 科目試験の実施方法は、研究科教授会の意見を聴き、学長が定める。 

 

（追試験） 

第１９条 学長は、疾病その他のやむを得ない事由によって、科目試験を受けられなかった

者に対しては、追試験を行うことができる。 

 

（成績の評価） 

第２０条 科目試験の成績評価は、別に定める。 

 

（単位の認定） 

第２１条 前条の規定により科目試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

 

（修了要件） 

第２２条 修士課程の修了の要件は、本学大学院に２年（２年以外の標準修業年限を定める

研究科、専攻又は学生の履修上の区分にあっては、当該標準修業年限）以上在学し、各研

究科において定める所定単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、当該修士課

程の目的に応じ、当該大学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究成果の審査

及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者に

ついては、本学大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

② 博士課程の修了の要件は、本学大学院に４年以上在学し、研究科において定める所定単

位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、当該大学院の行う博士論文の審査及び

最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた

者については、本学大学院に３年以上在学すれば足りるものとする。 

 

（学位論文及び最終試験） 

第２３条 学位論文及び最終試験に関する事項は、別に定める。 

 

（学位論文の審査等） 

第２４条 学位論文及び最終試験は、研究科教授会の意見を聴き、学長が合否を決定する。 

 

（学位の授与） 

第２５条 学長は、前条により本学大学院の課程を修了した者には、次の学位を授与する 

研究科名 専攻名 課程 学位 

医学研究科 
医科学専攻 博士課程 博士（医学） 

先端医学専攻 博士課程 博士（医学） 

薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 博士（薬学） 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 修士（看護学） 

医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 修士（医療科学）
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② 医学研究科において、学長は、博士課程を経ない者又は修了しない者で、学位規程に定

めるところにより、学位論文を提出し、その審査及び試験に合格した者には、博士（医学）

の学位を授与する。 

③ その他学位に関する必要な事項は、兵庫医科大学大学院学位規程（以下「学位規程」と

いう。）に定める。 

 

第５章    学年、学期及び休業日 

 

（学年） 

第２６条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

 

（学期） 

第２７条 学年を分けて、次の２学期とする。 

 前 期  ４月１日から９月３０日まで 

 後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第２８条 学年中の休業日は、次のとおりとする。 

 １ 日   曜   日  

 ２ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日 

 ３ 春 季 休 業 日   

 ４ 夏 季 休 業 日   

 ５ 冬 季 休 業 日    

② 前項第３号から５号については、別に定める。 

③ 必要がある場合は、学長は、第１項の休業日を変更することができる。 

④ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

 

第６章    入学、休学、退学等 

 

（入学の時期） 

第２９条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 

（入学資格） 

第３０条 医学研究科博士課程及び薬学研究科博士課程に入学することができる者は、次

の各号のいずれかに該当する者とする。 

１ 大学の医学、歯学又は修業年限が６年の薬学若しくは獣医学を履修する課程を卒業し

た者 

２ 修士の学位又は専門職学位を有する者 

３ 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

４ 外国において、学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学、歯学、 
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薬学又は獣医学）を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号又は第２号に定める者と同等以上

の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

② 看護学研究科修士課程及び医療科学研究科修士課程に入学することができる者は、次

の各号のいずれかに該当する者とする。ただし、看護学研究科修士課程においては、看護

師免許を取得している者とする。 

１ 大学を卒業した者 

２ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

３ 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

４ 文部科学大臣が指定した専修学校の専門課程を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号に定める者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、２２歳に達したもの 

 

（入学者の選考） 

第３１条 入学者は、研究科教授会で選考の上、学長が合格者を決定する。 

② 選考方法は、各研究科の定めるところによる。 

 

（入学手続き） 

第３２条 前条の選考に合格した者は、指定する期日までに、入学金、授業料等を納入する

とともに、本学大学院所定の書類を添えて入学の手続きを完了しなければならない。 

 

（入学許可） 

第３３条 学長は、前条の手続きを完了した者につき、入学を許可する。 

② 入学を許可された者が、指定の期日までに前条の手続きをしないときは、入学許可を取

消す。 

 

（休学及び復学） 

第３４条 疾病その他のやむを得ない事由により、３ヶ月を超えて出席することができな

いときは、事由を具して保証人連署の上学長に願い出て、その許可を得、休学することが

できる。ただし、疾病の場合は、診断書を添付しなければならない。 

② 疾病その他の事由により修学することが不適当と認められる場合には、学長は休学を

させることができる。 

③ 休学期間は、医学研究科はその年度末までの１年以内とする。ただし、特別の理由があ

る場合は、さらに１年度以内に限り休学を認めることができるが、通算して２年を超える

ことはできない。その他の研究科は、連続して２年又は通算して修業年限を超えることは

できない。ただし、特別の理由がある場合は、さらに１年度以内に限り休学を認めること

ができる。 

④ 休学期間は、これを在学期間に算入しない。 

- 大学院学則 ― 7 -



⑤ 休学している者又は休学期間を終了した者が、復学しようとするときは、その事由が消

滅したことを証する書類を付した復学願を学長に提出し、その許可を受けなければなら

ない。ただし、疾病などによる休学の場合は、休学事由が消滅したと認めた医師の診断書

を添付しなければならない。この場合、本学は、本学が承認した医療機関又は医師の診断

書を提出させることがある。 

 

（退学） 

第３５条 疾病その他のやむを得ない事由により退学しようとする者は、その事実を証す

る書類を添え、保証人連署で学長に退学願を提出して、許可を受けなければならない。 

 

（転入学、再入学） 

第３６条 他大学の大学院から転入学を志願するときは、選考の上許可することがある。 

② 学長は、前条の規定により退学した者で、再入学を願い出た者については、欠員のある

場合又は、教育に妨げのない場合に限り、選考により相当の学年に入学を許可することが

ある。 

③ 既に履修した授業科目及び修得した単位数の取扱いは、研究科教授会の意見を聴き、学

長が定める。 

④ 修業すべき年数の取扱いは、研究科教授会の意見を聴き、学長が定める。 

 

（外国留学） 

第３７条 外国の大学院に留学を志望する学生は、書面をもって学長に願い出て、その許可

を受けなければならない。 

② 前項の許可を得て留学した期間は、第２２条に定める課程修了の要件としての在学期

間に加えることができる。 

③ 外国留学において、修得した単位の取扱いは、第１６条第１項の規定を準用する。 

 

（専攻の変更） 

第３８条 学長は、専攻の変更を志願するときは、選考の上許可することがある。 

② 前項の場合において、既に修得した授業科目の単位及び在学期間の認定は、学長が行う。 

 

（除籍） 

第３９条 次の各号のいずれかに該当する者については、研究科教授会の意見を聴き、学長

が除籍する。 

 １ 死亡、又は長期にわたり行方不明の者 

 ２ 第８条の在学年限を超えた者 

 ３ 第３４条第３項の休学期間を超えた者 

 ４ 授業料等の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

 ５ 疾病、その他の事由により成業の見込みがないと認められる者 

 ６ 他の大学院、大学、短期大学、又は高等専門学校に在籍していることが明らかになっ

た者 
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② 除籍の手続きについては、別に定める。 

 

第７章    学生行動規範 

 

第４０条 学生の心得、規律等については、別に定める。 

 

第８章    賞   罰 

 

（表彰） 

第４１条 学業成績が特に優秀な者、又は他の学生の模範となる行為をした者は、表彰する。 

② 表彰は、研究科教授会の意見を聴き、学長が行う。 

 

（懲戒） 

第４２条 本学の規則に違背した者、又は学生の本分に反する行為があった者は、懲戒に関

する手続きを経て懲戒する。ただし、その情状によっては、懲戒の程度を軽減し、あるい

は懲戒しないことがある。 

② 懲戒は、戒告、停学及び退学の３種とする。 

③ 懲戒の対象となる行為は、次の各号の行為をいう。 

１ 犯罪行為等、社会の秩序を乱す行為 

２ ハラスメント等、著しく人権を侵害する行為 

３ 学生の本分に背く行為 

４ 本学の名誉を汚す行為 

 ５ 本学の学則及び規程に違反する行為 

 ６ 研究倫理に反する行為 

 ７ 本学の教育・研究活動を妨害する等、本学の秩序を乱す行為 

④ 懲戒は、研究科教授会の意見を聴き、学長が行う。 

⑤ 懲戒に関する規程は、別に定める。 

 

第９章    学 費 等 

 

（入学検定料及び授業料等） 

第４３条 入学検定料及び授業料等については、別表２に示すとおりとする。 

② 授業料等は、次の期間に納付しなければならない。 

 １ 医学研究科  

   一年分 ４月１日から４月１５日まで 

 ２ 薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科 

前期分 ４月１日から４月１５日まで 

後期分 １０月１日から１０月１５日まで 

 

（休学、復学、退学及び除籍の場合の授業料等） 
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第４４条 休学期間中の学費は免除する。ただし、休学又は復学した日の属する期分の学費

は、返還しない。退学又は除籍されたとき、若しくは退学の処分を受けた場合も同様とす

る。 

 

第１０章    大学院聴講生、大学院研究生、大学院科目等履修生等 

 

（大学院聴講生） 

第４５条 本学大学院の授業科目中、１科目又は数科目の聴講を希望する者については、医

学研究科を除き、本学の教育に妨げのない限り、選考のうえで、聴講生として入学を許可

することがある。 

 

（大学院研究生） 

第４６条 本学大学院において特定の事項について研究を希望する者については、医学研

究科を除き、本学の教育及び研究に妨げのない限り、選考のうえで、研究生として入学を

許可することがある。 

 

（大学院科目等履修生） 

第４７条 本学大学院の授業科目中、１科目又は数科目の履修を希望する者については、本

学の教育に妨げのない限り、選考のうえで、科目等履修生として入学を許可することがあ

る。 

 

（大学院受託生） 

第４８条 本学以外の機関等から、その所属職員について、研究の指導又は研修の委託の願

い出があるときは、医学研究科を除き、本学の教育及び研究に妨げのない限り、選考のう

えで、受託生として入学を許可することがある。 

 

（特別研究学生） 

第４９条 他大学の大学院学生で、本学において研究指導を受けようとする者があるとき

は、当該大学との協議に基づき、特別研究学生として受け入れることがある。 

 

（その他） 

第５０条 大学院聴講生、大学院研究生、大学院科目等履修生、大学院受託生及び特別研究

学生に関する規程は、別に定める。 

 

第１１章    外国人特別学生 

 

（外国人特別学生） 

第５１条 外国人で、本学大学院に入学を志願する者があるときは、外国人特別学生として

選考の上入学を許可することがある。 

② 外国人特別学生には、この学則を準用する。 
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第１２章    学則の改廃 

 

（改廃） 

第５２条 大学院学則の改廃は、学長が発議し、研究科教授会及び大学運営会議の意見を聴

き、理事会が行う。 

 

附 則 

 この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。 

 

 附 則 

 この改正は、昭和５６年４月１日から施行する。 

  

附 則 

この改正は、昭和５７年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この改正は、昭和５９年１１月２７日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、昭和６２年５月２５日から施行し、昭和６２年４月１日から適用す

る。 

 

   附 則 

 この改正は、平成元年１１月２０日から施行し、平成元年４月１日から適用する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成２年４月１日から施行し、平成２年２月１日から適用する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成３年１０月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成３年１２月２４日から施行し、平成３年７月１日から適用する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成８年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成９年１０月１日から施行する。 
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   附 則 

 この改正は、平成１０年７月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１１年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１２年１月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１２年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１４年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１４年１１月２６日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１５年５月２７日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１６年１２月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この改正は、平成１７年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成１７年５月２７日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成１７年１１月２８日から施行する。 

 

- 大学院学則 ― 12 -



   附 則 

この改正は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、平成１８年４月１日に

おいて現に兵庫医科大学の大学院生である者（第１学年次に在籍する者は除く）

及びこれらの者と同一の年次に転入学又は再入学する者に係る所属専攻について

は、この学則改正後の規程にかかわらず、なお、従前の規程による。 

 

   附 則 

この改正は、平成１８年１１月２７日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、平成１７年度以前に入

学した者及びこれらの者と同一の年次に転入学又は再入学する者に係る所属専攻

については、この学則改正後の規程にかかわらず、第４０条を除き、従前の規程

による。 

 

   附 則 

この改正は、平成１９年１０月２２日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２０年７月２８日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２１年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２３年９月２７日から施行する。ただし、入学資格の改正については、

平成２３年７月１日から適用する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２６年４月１日より施行する。 
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   附 則 

この改正は、平成２７年４月１日より施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２８年４月１日より施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成２９年４月１日より施行する。 

 

   附 則 

この改正は、平成３１年４月１日より施行する。 

 

   附 則 

この改正は、２０２０年４月１日より施行する。 

 

   附 則 

この改正は、２０２０年１１月２６日から施行し、第１４条第３項の規定ならびに別表の

改正については、２０２０年４月１日から適用する。 

 

   附 則 

①この改正は、２０２２年４月１日から施行する。 

②２０２２年度に兵庫医療大学大学院から、本学の薬学研究科、看護学研究科及び医療科学

研究科に転入学した学生についての別表２の授業料及び教育充実費は、兵庫医療大学大学

院入学時の金額を適用する。 

 

別表１ 

医学研究科 医科学専攻 博士課程 

・必修科目は全て「講義６単位」「演習６単位」「実験研究（臨床研究）１６単位」「共通コース 

２単位」「特別講義・共通講義４単位」計３４単位 

・授業科目は、講義・演習・実験研究（臨床研究）を含む。 

・研究目的により、選択科目として他の授業科目をできるだけ履修すること。 

修得した単位は、講義４単位、演習４単位、実験研究（臨床研究）４単位をそれぞれ超えない

範囲で、必修科目に充当することができる。 

研究分野 必修科目 選択科目 

授業科目 授業科目 

器官・代

謝制御系 

生化学 生化学 

生物有機化学 生物有機化学 

循環器病学 循環器病学 

消化管疾患学 消化管疾患学 
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肝胆膵内科学 肝胆膵内科学 

糖尿病・内分泌・代謝学 糖尿病・内分泌・代謝学 

血液病学 血液病学 

腎臓病学 腎臓病学 

肝胆膵外科学 肝胆膵外科学 

小児外科学 小児外科学 

上部消化管外科学 上部消化管外科学 

下部消化管外科学 下部消化管外科学 

乳腺内分泌外科学 乳腺内分泌外科学 

心臓血管外科学  心臓血管外科学  

呼吸器外科学 呼吸器外科学 

産科学婦人科学 産科学婦人科学 

泌尿器科学 泌尿器科学 

口腔科学 口腔科学 

総合診療内科学 総合診療内科学 

地域総合医療学 地域総合医療学 

臨床検査医学 臨床検査医学 

地域包括ケア学 地域包括ケア学 

炎症性腸疾患学 炎症性腸疾患学 

高次神経

制御系 

神経生物学 神経生物学 

神経解剖学 神経解剖学 

神経生理学 神経生理学 

生体情報学 生体情報学 

神経薬理学 神経薬理学 

神経内科学 神経内科学 

神経精神医学 神経精神医学 

脳神経外科学 脳神経外科学 

整形外科学 整形外科学 

麻酔科学・疼痛制御科学 麻酔科学・疼痛制御科学 

耳鼻咽喉科学・頭頸部外科学 耳鼻咽喉科学・頭頸部外科学 

眼科学 眼科学 

リハビリテーション科学 リハビリテーション科学 

発生生物学 発生生物学 

生体応答

制御系 

生体機能学 生体機能学 

免疫学 免疫学 

病原寄生虫学 病原寄生虫学 

病原微生物学 病原微生物学 

感染制御学 感染制御学 
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医学研究科 先端医学専攻 博士課程 

分子病理学 分子病理学 

病理診断学 病理診断学 

分子遺伝医学 分子遺伝医学 

臨床免疫学 臨床免疫学 

呼吸器病態学 呼吸器病態学 

小児科学 小児科学 

分子皮膚病態学 分子皮膚病態学 

放射線医学 放射線医学 

救急集中治療医学 救急集中治療医学 

輸血・細胞治療学 輸血・細胞治療学 

胸部腫瘍学 胸部腫瘍学 

放射線腫瘍学 放射線腫瘍学 

医学物理学 医学物理学 

臨床腫瘍薬剤制御学 臨床腫瘍薬剤制御学 

生体再生

制御系 

造血細胞移植学 造血細胞移植学 

心血管再生医学 心血管再生医学 

臓器再生医学 臓器再生医学 

皮膚再生医学 皮膚再生医学 

形成外科学 形成外科学 

造血幹細胞再生医学 造血幹細胞再生医学 

環境病態

制御系 

環境病態医学 環境病態医学 

公衆衛生学 公衆衛生学 

法医学 法医学 

災害医学 災害医学 

医療情報学 医療情報学 

医学教育学 医学教育学 

臨床研究学 臨床研究学 

生物統計学 生物統計学 

医療クオリティマネジメント学 医療クオリティマネジメント学 

分子病態

制御系 

病態モデル作製学 病態モデル作製学 

分子遺伝子治療学 分子遺伝子治療学 

リウマチ学 リウマチ学 

皮膚病態制御学 皮膚病態制御学 

造血幹細胞学 造血幹細胞学 

アレルギー学 アレルギー学 

疼痛情報 疼痛神経科学 疼痛神経科学 
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薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 

 

 

 

 

 

制御系 神経機能制御学 神経機能制御学 

疼痛制御医学 疼痛制御医学 

神経治療学 神経治療学 

分子再生

医学系 

神経再生医学 神経再生医学 

細胞遺伝子治療学 細胞遺伝子治療学 

授業科目名 単位数 

薬学専門 

基礎科目 

先端医薬学特論Ⅰ １ 

先端医薬学特論Ⅱ １ 

先端医薬学特論Ⅲ １ 

先端医薬学特論Ⅳ １ 

薬
学
専
門
演
習
科
目 

医薬品創製科学演習Ⅰ ４ 

医薬品創製科学演習Ⅱ ４ 

免疫病態制御学演習Ⅰ ４ 

免疫病態制御学演習Ⅱ ４ 

神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ ４ 

神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ ４ 

微生物学演習 I（基盤的微生物学演習） ４ 

微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） ４ 

分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ ４ 

分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ ４ 

医薬品適正治療科学演習Ⅰ 

（分子薬物動態学演習） 

４ 

医薬品適正治療科学演習Ⅱ 

（臨床ゲノム薬理学演習） 

４ 

応用医療薬学演習Ⅰ ４ 

応用医療薬学演習Ⅱ ４ 

呼吸器疾患病態治療学演習Ⅰ ４ 

呼吸器疾患病態治療学演習Ⅱ ４ 

薬学研究指導科目 医療薬学特別研究 １８ 
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看護学研究科 看護学専攻 修士課程 

授業科目名 単位数 

修士課程共通科目  

医療統計学特論 １ 

医療倫理学特論 １ 

先進医療支援特論 １ 

看
護
学
共
通
科
目 

Ａ 

看護教育論 ２ 

看護倫理 ２ 

看護理論 ２ 

看護管理論 ２ 

看護政策論 ２ 

コンサルテーション論 ２ 

看護研究 ２ 

看護研究演習 １ 

システマティックレビュー ２ 

Ｂ 

アドバンスト・フィジカルアセスメント ２ 

臨床薬理学・薬物治療特論 ２ 

疾病・病態特論 ２ 

看
護
学
専
門
科
目 

基
盤
看
護
学
分
野 

基礎看護学特論 ２ 

基礎看護学援助特論 ２ 

基礎看護学演習Ⅰ ２ 

基礎看護学演習Ⅱ ２ 

基礎看護学演習Ⅲ ２ 

基礎看護学特別研究 １０ 

看護教育学特論 ２ 

看護教育学援助特論 ２ 

看護教育学演習Ⅰ ２ 

看護教育学演習Ⅱ ２ 

看護教育学演習Ⅲ ２ 

看護教育学特別研究 １０ 

看護開発科学特論 ２ 

看護開発科学援助特論 ２ 

看護開発科学演習Ⅰ ２ 

看護開発科学演習Ⅱ ２ 

看護開発科学演習Ⅲ ２ 

看護開発科学特別研究 １０ 

療
養
支
援

看
護
学
分

野 

急性病態治療学 ２ 

急性看護学特論 ２ 

急性看護学援助特論Ⅰ ２ 
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急性看護学援助特論Ⅱ ２ 

急性看護学援助特論Ⅲ ２ 

急性看護学演習ⅠＡ ２ 

急性看護学演習ⅡＡ ２ 

急性看護学演習ⅢＡ ２ 

 

急性看護学演習ⅠＢ ２ 

急性看護学演習ⅡＢ ２ 

急性看護学演習ⅢＢ ２ 

急性看護学実習Ⅰ ２ 

急性看護学実習Ⅱ ２ 

急性看護学実習Ⅲ ２ 

急性看護学実習Ⅳ ４ 

急性看護学特別研究 １０ 

急性看護学課題研究 ２ 

がん病態治療学 ２ 

がん看護学特論 ２ 

がん看護学援助特論Ⅰ ２ 

がん看護学援助特論Ⅱ ２ 

がん看護学援助特論Ⅲ ２ 

がん看護学演習ⅠＡ ２ 

がん看護学演習ⅡＡ ２ 

がん看護学演習ⅠＢ ２ 

がん看護学演習ⅡＢ  ２ 

がん看護学演習Ⅲ ２ 

がん看護学実習Ⅰ ２ 

がん看護学実習Ⅱ ２ 

がん看護学実習Ⅲ ２ 

がん看護学実習Ⅳ ２ 

がん看護学実習Ⅴ ２ 

がん看護学特別研究 １０ 

がん看護学課題研究 ２ 

慢性看護学特論 ２ 

慢性看護学援助特論 ２ 

慢性看護学演習Ⅰ ２ 

慢性看護学演習Ⅱ ２ 

慢性看護学演習Ⅲ ２ 

慢性看護学特別研究 １０ 

精神看護学特論 ２ 
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精神看護学援助特論 ２ 

精神看護学演習Ⅰ ２ 

精神看護学演習Ⅱ ２ 

精神看護学演習Ⅲ ２ 

精神看護学特別研究 １０ 

家
族
支
援
看
護
学
分
野 

小児看護学特論 ２ 

小児看護学援助特論 ２ 

小児看護学演習Ⅰ ２ 

小児看護学演習Ⅱ ２ 

小児看護学演習Ⅲ ２ 

小児看護学特別研究 １０ 

母性看護学特論 ２ 

母性看護学援助特論 ２ 

母性看護学演習Ⅰ ２ 

母性看護学演習Ⅱ ２ 

母性看護学演習Ⅲ ２ 

母性看護学特別研究 １０ 

助産学特論 ２ 

助産学援助特論 ２ 

助産学演習Ⅰ ２ 

助産学演習Ⅱ ２ 

助産学演習Ⅲ ２ 

助産学特別研究 １０ 

生
活
支
援
看
護
学
分
野 

老年看護学特論 ２ 

老年看護学援助特論 ２ 

老年看護学演習Ⅰ ２ 

老年看護学演習Ⅱ ２ 

老年看護学演習Ⅲ ２ 

老年看護学特別研究 １０ 

地域看護学特論 ２ 

地域看護学援助特論 ２ 

地域看護学演習Ⅰ ２ 

地域看護学演習Ⅱ ２ 

地域看護学演習Ⅲ ２ 

地域看護学特別研究 １０ 

在宅看護学特論 ２ 

在宅看護学援助特論 ２ 

在宅看護学演習Ⅰ ２ 
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医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 

在宅看護学演習Ⅱ ２ 

在宅看護学演習Ⅲ ２ 

在宅看護学特別研究 １０ 

授業科目名 単位数 

修士課程共通科目  

医療統計学特論 １ 

医療倫理学特論 １ 

先進医療支援特論 １ 

医
療
科
学
専
門
基
礎
科
目 

リハビリテーション科学研究法 １ 

リハビリテーション科学トピックス ２ 

リハビリテーション医学特論 １ 

疾病・病態特論 ２ 

リハビリテーション科学教育論（養成校教育） １ 

リハビリテーション科学教育論（臨床教育） １ 

リハビリテーション科学統計学実践特論 １ 

体表解剖学実践特論 １ 

物理療法実践特論 １ 

バイオメカニクス特論 １ 

運動生理学特論 １ 

精神作業行動特論 １ 

高次脳機能特論 １ 

身体系作業学特論 １ 

地域作業学特論 １ 

高機能広汎性発達障害特論 １ 

ウィメンズヘルス特論 １ 

鑑別診断学（画像診断・臨床検査） １ 

鑑別診断学（臨床推論） １ 

症例提示法特論 １ 

症例検討実践特論 １ 

教育学特論 ２ 

医
療
科
学
専
門
科
目 

病
態
運
動
学
分
野 

運動器障害学特論 ２ 

運動器障害学特論演習 ６ 

内部障害学特論 ２ 

内部障害学特論演習 ６ 

神経障害学特論 ２ 

神経障害学特論演習 ６ 

人間活動 身体・認知活動学特論 ２ 
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別表２                               単位（円） 

研究科名 
入学 

検定料 

区分 

入学金 
授業料 

（年額） 

教育充実費

（年額） 
区分合計 

医学研究科 ３０,０００ １００,０００ １５０,０００ １００,０００ ３５０,０００ 

薬学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００ 

看護学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００ 

医療科学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００ 

※上記金額以外に学外実習に関する費用を個別に徴収する場合がある。 

科学分野 身体・認知活動学特論演習 ６ 

精神活動学特論 ２ 

精神活動学特論演習 ６ 

医療科学 

研究指導科目 

リハビリテーション科学課題研究 ８ 

リハビリテーション科学研究 ８ 
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変更事項を記載した書類 

 

１. 変更の事由 

 研究科（薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科）の設置 

 

２. 変更点 

・「研究科の目的」に薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科の目的を追

加 

・「大学院教員の資格要件」を削除 

・「附則」に転入学生の措置を追加 

・上記の他、研究科新設による各条項における文言の修正 
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                           兵庫医科大学大学院学則 変更部分の新旧対照表 

改正後 現  行 

兵庫医科大学大学院学則 

 

第１章    総    則 

 

（設置） 

第１条 本学に、兵庫医科大学大学院（以下「本学大学院」という。）を置く。 

 

 

（目的） 

第２条 本学大学院は、建学の精神にもとづき、医学・医療の諸理論とその応用に

ついて学修・研鑽し、崇高な人間愛を有し、創造性豊かな自立した医学研究者、並

びに高度な専門知識・技術を有する医療人を育成する。そのために必要な高度の研

究実践能力とその基盤となる豊かな学識を培い、さらに研究活動によって得た成果

を社会に還元することで医学・医療の発展に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

（研究科の目的） 

第３条 各研究科の目的は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 １ 医学研究科は、医科学専攻と先端医学専攻を設け、医学に関する高度な専門

知識・技術を修得し、高い医学・研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立案・遂行

できる高度な研究能力を育成する。研究活動によって得た成果を社会に還元し、ま

た、研究成果を世界に発信し、医学・医療の進歩に貢献できる人材を育成する。 

兵庫医科大学大学院学則 

 

第１章    総    則 

 

（設置） 

第１条 兵庫医科大学（以下「本学」という。）に、兵庫医科大学大学院（以下

「本大学院」という。）を置く。 

 

（目的） 

第２条 本大学院は、理念に内包される医学諸理論とその応用について学修・研鑽

し、創造性豊かな自立した研究者、又は高度な専門知識・技術を有する医療人にな

る為に必要な高度の研究能力とその基盤となる豊かな学識及び崇高な人間愛の精神

を培うこと、並びに研究活動によって得た成果を社会に還元することで医学・医療

の進展に寄与する。 
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２ 薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高

度な専門知識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性

豊かな研究を立案・遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会

に還元し、薬学の進歩に貢献できる薬剤師、薬学研究者を育成する。 

 ３ 看護学研究科は、看護学基礎研究領域及び看護学課題研究・高度実践領域の

２領域を設け、それぞれの看護実践の科学的根拠となる基礎理論及びその応用につ

いて体系的に学修する。人間性豊かな看護専門職者として、看護学の専門的知識と

技術に立脚し、先駆的・創造的に高度看護実践できる能力、並びに看護現象を科学

的に解明する教育・研究能力を育成する。 

４ 医療科学研究科は、リハビリテーション科学領域として、病態運動学分野及

び人間活動科学分野の２分野を設け、それぞれの分野において必要となる理論並び

に技術を教授することで、社会に有益な人材を輩出しようとするものである。各分

野内には研究を主とするコースと、高度実践専門職者の育成を目指すコースをおき、

教育研究活動を推進する人材及びより高度な臨床実践能力をもつ人材を育成する。

 

（内部質保証） 

第４条 本学大学院は、教育研究水準の向上を図り、もって本学大学院の目的及び

社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行

い公表する。 

② 内部質保証に関し必要な事項及び実施体制等は、別に定める。 

 

（研究科） 

第５条 本学大学院に次の研究科を置く。 

１ 医学研究科 

２ 薬学研究科 

３ 看護学研究科 

４ 医療科学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（内部質保証） 

第３条 本大学院は、建学の精神及び各種方針の具現化のため、内部質保証制度を

活用して、教育研究水準の向上に努め、その状況を公表するものとする。 

 

 

 

（研究科） 

第４条 本大学院に医学研究科（以下「研究科」という。）を置く。 
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（専攻、課程及び定員等） 

第６条 前条に規定する各研究科の専攻、課程、入学定員及び収容定員は、次のと

おりとする。 

 

研究科名 専攻 課程 入学定員 収容定員 

医学研究科 
医科学専攻 博士課程 ４０名 １６０名 

先端医学専攻 博士課程 ２０名 ８０名 

薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 ３名 １２名 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 ８名 １６名 

医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 ８名 １６名 

 

（課程の目的） 

第７条 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究

能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とす

る。 

② 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又は

その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎とな

る豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

（修業年限及び在学年限） 

第８条 修士課程の標準修業年限は２年とし、在学年限は４年を超えてはならない。

② 博士課程の標準修業年限は４年とし、在学年限は８年を超えてはならない。 

③ 学生が、職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出た

時は、医学研究科を除き、各研究科の定めるところにより、その計画的な履修を認

めることができる。（以下「長期履修」という。） 

④ 長期履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（専攻） 

第５条 研究科には、次に掲げる専攻を設ける。 

 医科学専攻 

 先端医学専攻 

 

 

 

 

 

 

 

（課程） 

第６条 本大学院の課程は、博士課程とする。 

 

 

 

 

 

 

（修業年限及び在学年限） 

第７条 修業年限は、４年を標準とし、優れた研究業績を上げた者については、３

年以上在学すれば足りるものとする。 

② 前項の規定に関らず、特別の理由により指導教授を経て学長の許可を得た場合

には、在学期間を８年まで延長することができる。 
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（第６条に移行） 

                     

 

 

 

 

 

 

第２章    組 織 運 営 

 

（教員組織） 

第９条 研究科における授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」

という。）は、研究科ごとに大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）に定め

る資格を有する教員（以下「大学院担当教員」という。）が担当するものとする。 

② 大学院担当教員は、学部、研究所等の教員が兼ねることができる。 

 

 

 

 

                          （削 除） 

 

 

 

（学生定員） 

第８条 学生定員は、次の表のとおりとする。 

専 攻 名 研 究 分 野 名 年当定員 総定員 

医科学専攻 

器 官 ･代 謝 制 御 系 

４０ １６０ 

高 次 神 経 制 御 系 

生 体 応 答 制 御 系 

生 体 再 生 制 御 系 

環 境 病 態 制 御 系 

先端医学専攻 

分 子 病 態 制 御 系 

２０  ８０ 疼 痛 情 報 制 御 系 

分 子 再 生 医 学 系 

計 ６０  ２４０ 

 

第２章    組 織 運 営 

 

（教員組織） 

第９条 本大学院の授業及び研究指導を担当する教員は、本学所属の教授（以下

「研究科教授」という。）、准教授、講師及び助教をもって充てるものとする。 

② 大学院の教員は、学部、研究所等の教員が兼ねることができる。 

 

 

（大学院教員の資格要件） 

第１０条 担当教員は、担当する専門分野に関し、極めて高度の教育研究上の指導

能力があると認められる者とする。 

１ 博士の学位を有し、研究上の著名な業績を有する者 

２ 研究上の業績が第１号の者に準ずると認められる者 

３ 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 
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③ 医学研究科の各専攻に、研究の指導、学位論文の作成等の指導にあたり、学位

申請における責任を担う者を置き、第１項に定める「大学院担当教員」のうち医学

研究科の教授（以下「指導教授」という。）がこれに充たる。ただし、第１項に定め

る医学研究科の教員のうち教授以外の者から、学長が指名する者をもって指導教授

の任を委嘱することができる。 

 

（研究科長） 

第１０条 各研究科に研究科長を置き、基礎となる学部の学部長をもって充てる。

② 研究科長は、各研究科の学事を統括する。 

 

（研究科教授会） 

第１１条 各研究科に研究科教授会を置く。 

② 研究科教授会組織は以下のとおりとする。 

１ 医学研究科の研究科教授会は、研究科長及び専任の教授をもって構成する。 

２ 薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科の研究科教授会は、研究科長並

びに研究指導教員又は研究指導補助教員である専任の教授、准教授及び講師をもっ

て構成する。 

３ いずれの研究科教授会も、研究科長が必要と認めた場合は、構成員以外の教職

員を出席させることができる。 

③ 研究科教授会は、次の事項を審議し、学長が当該事項を決定するに当たり意見

を述べるものとする。 

１ 学生の入学、進級及び課程の修了に関する事項 

２ 学位の授与に関する事項 

３ 学生の身分に関する事項 

４ 教育課程に関する事項 

５ 教員の人事に関する事項 

６ 研究に関する事項 

７ 教育研究に関する規程の制定、改廃に関する事項 

（指導教授） 

第１１条 各専攻に、研究の指導、学位論文の作成等の指導にあたり、学位申請に

おける責任を担う者を置き、これを「指導教授」と称する。 

② 指導教授は、研究科教授をもって充てる。ただし、第９条第１項に定める教員

のうち研究科教授以外の者から、学長が指名する者をもって指導教授の任を委嘱す

ることができる。 

 

 

 

 

 

（研究科教授会） 

第１２条 研究科に研究科教授会（以下「教授会」という。）を置き、学長、副学

長、研究科教授をもって組織する。 

② 教授会は学長が召集し、その議長となる。 

 

 

 

 

 

第１３条 教授会は、次の事項を審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べる

ものとする。 

１ 学生の入学、進級及び課程の修了に関すること 

２ 学位の授与に関すること 

３ 学生の身分に関すること 

４ 教育課程の編成に関すること 

５ 教員の人事に関すること 

６ 研究に関すること 

７ 教育研究に関する規程の制定、並びに改廃に関すること 
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８ 学位論文に関する事項 

９ 研究科の運営に関する重要な事項 

１０その他学長が研究科教授会の意見を聴くことが必要と定める事項 

 

 

 

④ 前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下「学長等」という。）がつ

かさどる教育研究に関する事項について審議し、学長等の求めに応じ、意見を述べ

ることができる。 

 

 

⑤ 研究科教授会に関する規程は、別に定める。 

 

第３章    教 育 方 法 等 

 

（教育方法） 

第１２条 本学大学院の教育は、研究科が定めるところによる所定の科目の授業並

びに研究指導等によって行う。 

② 前項の教育は、多様なメディアを高度に利用し、当該教育を行う教室等以外の

場所で履修させることができる。 

③ 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができ

る。 

 

（授業科目及び単位数等） 

第１３条 研究科の専攻別授業科目及び単位数は、別表１のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

８ 前各号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定める事項については別に定める。 

 

② 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する次

の事項について審議し、学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

１ 教育課程の編成以外の学生教育に関すること  

２ 学生の厚生補導に関すること  

３ 教育研究費予算に関すること  

③ その他、教授会に関する必要な事項は別に定める。 

 

第３章    教 育 方 法 等 

 

（教育方法） 

第１４条 本大学院の教育は、研究科が定めるところによる所定の科目の授業並び

に研究指導等によって行う。 

② 前項の教育は、多様なメディアを高度に利用し、当該教育を行う教室等以外の

場所で履修させることができる。 

③ 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができ

る。 

 

（授業科目及び履修方法） 

第１５条 研究科の専攻別授業科目及び単位並びに履修方法は、別表のとおりとす

る。 

 

 

- 新旧対照表 ― 6 -



（履修科目の選定及び届出） 

第１４条 履修する授業科目の選定は、医学研究科は指導教授、その他の研究科は

研究指導教員の承認を受けた後、学長に届出るものとする。 

 

（他の専攻分野の授業科目等の履修） 

第１５条 学長は、指導教授又は研究指導教員が研究指導及び教育上必要と認めた

ときは、研究科教授会の意見を聴き、他の専攻分野の授業科目等を履修させ、これ

を所定の単位に充当することができる。 

 

（他大学の大学院等の授業科目の履修並びに研究指導） 

第１６条 学長は、指導教授又は研究指導教員が研究指導及び教育上必要と認めた

ときは、研究科教授会の意見を聴き、他大学の大学院等の授業科目を履修させ、１

５単位を超えない範囲でこれを所定の単位に充当することができる。 

② 学長は、前項のほか、必要なときは、他大学の大学院等において研究指導を受

けることを認めることができる。ただし、修士課程の学生にあっては、研究指導を

受けさせる期間は、１年を超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１７条 薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科において、教育上有益と認

めるときは、学生が本学大学院に入学する前の大学院における既修得単位（科目等

履修生等として修得した単位を含む。）について、本学大学院において修得した単位

として認めることができる。 

② 前項により、本学大学院において修得した単位として認めることができる単位

数は、他大学の大学院等における履修認定単位数とあわせて１５単位を超えないも

のとする。 

 

第４章    試験、課程の修了要件及び学位 

 

（試験） 

（履修科目の選定及び届出） 

第１６条 履修する授業科目の選定は、指導教授の承認を受けた後、学長に届出る

ものとする。 

 

（他の専攻分野の授業科目等の履修） 

第１７条 学長は、指導教授が研究指導上必要と認めたときは、教授会の意見を聴

き、他の専攻分野の授業科目等を履修させ、これを所定の単位に充当することがで

きる。 

 

（他大学の大学院等の授業科目の履修並びに研究指導） 

第１８条 学長は、指導教授が教育上必要と認めたときは、教授会の意見を聴き、

他大学の大学院等の授業科目を履修させ、１０単位を超えない範囲でこれを所定の

単位に充当することができる。 

② 学長は、前項のほか、必要なときは、他大学の大学院等において研究指導を受

けることを認めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章    試験、課程の修了要件及び学位 

 

（試験） 
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第１８条 専攻分野の正規の授業を受け、所定の科目を履修した者に対し、所定の

期間内に試験（以下「科目試験」という。）を行う。ただし、平常の成績及びレポー

ト等により、科目試験に代えることができる。 

② 科目試験の実施方法は、研究科教授会の意見を聴き、学長が定める。 

 

（追試験） 

第１９条 学長は、疾病その他のやむを得ない事由によって、科目試験を受けられ

なかった者に対しては、追試験を行うことができる。 

 

（成績の評価） 

第２０条 科目試験の成績評価は、別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

（単位の認定） 

第２１条 前条の規定により科目試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

 

 

（修了要件） 

第２２条 修士課程の修了の要件は、本学大学院に２年（２年以外の標準修業年限

を定める研究科、専攻又は学生の履修上の区分にあっては、当該標準修業年限）以

上在学し、各研究科において定める所定単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受

けたうえ、当該修士課程の目的に応じ、当該大学院の行う修士論文又は特定の課題

についての研究成果の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関

しては、優れた業績を上げた者については、本学大学院に１年以上在学すれば足り

第１９条 専攻分野の正規の授業を受け、所定の科目を履修した者に対し、所定の

期間内に試験（以下「科目試験」という。）を行う。ただし、平常の成績及びレポ

ート等により、科目試験に代えることができる。 

② 科目試験の実施方法は、教授会の意見を聴き、学長が定める。 

 

（追試験） 

第２０条 学長は、疾病その他のやむを得ない事由によって、科目試験を受けられ

なかった者に対しては、追試験を行うことができる。 

 

（成績の評価） 

第２１条 第１９条第１項及び第２０条の規定に基づく科目試験の成績評価は、

優、良、可、不可とし、優、良、可を合格とし、不可を不合格とする。 

② 成績評価は、次の基準によるものとする。 

   優  １００点から８０点まで 

   良  ７９点から７０点まで 

   可  ６９点から６５点まで 

   不可 ６４点以下 

 

（単位の認定） 

第２２条 前条の規定により科目試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

② 単位の修得については、別に定める。 

 

（課程の修了要件） 

第２３条 本大学院博士課程の修了要件は、原則として研究科に４年以上在学し、

所定の授業科目を３４単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、学位

論文の審査及び最終試験に合格することを必要とする。ただし、在学年限に関して

は、極めて優秀な者で、所定の要件を満たした場合は、３年以上の在学年数とする

ことができる。 
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るものとする。 

② 博士課程の修了の要件は、本学大学院に４年以上在学し、研究科において定め

る所定単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、当該大学院の行う博士

論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優

れた研究業績を上げた者については、本学大学院に３年以上在学すれば足りるもの

とする。 

 

（学位論文及び最終試験） 

第２３条 学位論文及び最終試験に関する事項は、別に定める。 

 

 

 

 

（学位論文の審査等） 

第２４条 学位論文及び最終試験は、研究科教授会の意見を聴き、学長が合否を決

定する。 

(第２５条第３項に移行) 

 

 

（学位の授与） 

第２５条 学長は、前条により本学大学院の課程を修了した者には、次の学位を授

与する。 

 

研究科名 専攻名 課程 学位 

医学研究科 
医科学専攻 博士課程 博士（医学） 

先端医学専攻 博士課程 博士（医学） 

薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 博士（薬学） 

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 修士（看護学） 

 

 

 

 

 

 

（学位論文の提出及び最終試験） 

第２４条 学位論文は、原則として第３学年修了後に学長に提出し、最終試験を受

けるものとする。ただし、早期学位授与に係る学位論文については、第３学年次に

提出することができる。 

② 最終試験は、学位論文を中心として、これに関連ある授業科目について、口答

又は筆答により行う。 

 

（学位論文の審査等） 

第２５条 学位論文及び最終試験は、教授会の意見を聴き、学長が合否を決定す

る。 

② 学位論文の審査その他の学位に関する必要な事項は、兵庫医科大学大学院学位

規程（以下「学位規程」という。）による。 

 

（学位の授与） 

第２６条 学長は、博士課程を修了した者には、学位規程の定めるところにより、

博士（医学）の学位を授与する。 
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医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 修士（医療科学）

 

② 医学研究科において、学長は、博士課程を経ない者又は修了しない者で、学位

規程に定めるところにより、学位論文を提出し、その審査及び試験に合格した者に

は、博士（医学）の学位を授与する。 

③ その他学位に関する必要な事項は、兵庫医科大学大学院学位規程（以下「学位

規程」という。）に定める。 

 

第５章    学年、学期及び休業日 

 

（学年） 

第２６条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

 

（学期） 

第２７条 学年を分けて、次の２学期とする。 

 前 期  ４月１日から９月３０日まで 

 後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第２８条 学年中の休業日は、次のとおりとする。 

 １ 日   曜   日  

 ２ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日 

 ３ 春 季 休 業 日   

 ４ 夏 季 休 業 日   

 ５ 冬 季 休 業 日    

② 前項第３号から５号については、別に定める。 

③ 必要がある場合は、学長は、第１項の休業日を変更することができる。 

④ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

 

 

第２７条 学長は、博士課程を経ない者又は修了しない者で、学位規程に定めると

ころにより、学位論文を提出し、その審査及び試験に合格した者には、博士（医

学）の学位を授与する。 

 

 

 

第５章    学年、学期及び休業日 

 

（学年） 

第２８条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

 

（学期） 

第２９条 学年を分けて、次の２学期とする。 

 前 学 期  ４月１日から９月３０日まで 

 後 学 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第３０条 学年中の休業日は、次のとおりとする。 

 １ 日   曜   日  

 ２ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日 

 ３ 春 季 休 業 日   

 ４ 夏 季 休 業 日   

 ５ 冬 季 休 業 日    

② 前項第３号から５号については、別に定める。 

③ 必要がある場合は、学長は、第１項の休業日を変更することができる。 

④ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 
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第６章    入学、休学、退学等 

 

（入学の時期） 

第２９条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 

（入学資格） 

第３０条 医学研究科博士課程及び薬学研究科博士課程に入学することができる者

は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

１ 大学の医学、歯学又は修業年限が６年の薬学若しくは獣医学を履修する課程を

卒業した者 

２ 修士の学位又は専門職学位を有する者 

３ 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

４ 外国において、学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学、歯学、 

薬学又は獣医学）を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号又は第２号に定める者と

同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

 

② 看護学研究科修士課程及び医療科学研究科修士課程に入学することができる者

は、次の各号のいずれかに該当する者とする。ただし、看護学研究科修士課程に

おいては、看護師免許を取得している者とする。 

１ 大学を卒業した者 

２ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

３ 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

４ 文部科学大臣が指定した専修学校の専門課程を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号に定める者と同等以上の

学力があると認めた者で、２２歳に達したもの 

 

第６章    入学、休学、退学等 

 

 

 

 

（入学資格） 

第３１条 本大学院に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とす

る。 

１ 大学の医学、歯学又は修業年限６年の獣医学、薬学を履修する課程を卒業した 

 者 

 

 

２ 外国において、学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学、歯学又は

獣医学、薬学）を修了した者 

３ 文部科学大臣の指定した者 

４ 大学の医学、歯学又は修業年限６年の獣医学、薬学を履修する課程を卒業した

者と同等以上の学力があると、本大学院が認めた者 
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（入学者の選考） 

第３１条 入学者は、研究科教授会で選考の上、学長が合格者を決定する。 

② 選考方法は、各研究科の定めるところによる。 

 

 

（入学手続き） 

第３２条 前条の選考に合格した者は、指定する期日までに、入学金、授業料等を

納入するとともに、本学大学院所定の書類を添えて入学の手続きを完了しなければ

ならない。 

 

（入学許可） 

第３３条 学長は、前条の手続きを完了した者につき、入学を許可する。 

 

 

                      (第２９条へ移行) 

 

 

                      (第３２条へ移行) 

 

 

 

② 入学を許可された者が、指定の期日までに前条の手続きをしないときは、入学

許可を取消す。 

 

（休学及び復学） 

第３４条 疾病その他のやむを得ない事由により、３ヶ月を超えて出席することが

できないときは、事由を具して保証人連署の上学長に願い出て、その許可を得、休

学することができる。ただし、疾病の場合は、診断書を添付しなければならない。

 

 

 

 

 

 

（入学志願の手続） 

第３２条 入学を志願する者は、入学願書に所定の書類及び入学検定料３０,００

０円を添えて、指定の期日までに提出しなければならない。 

 

 

（入学許可） 

第３３条 学長は、入学志願者に対しては、教授会の定めるところにより、選考の

上入学を許可する。 

 

（入学の時期） 

第３４条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 

（入学手続） 

第３５条 入学を許可された者は、学長の指定する期日までに保証人２人を定め、

所定の身元保証書及び誓約書を提出し、入学金を納付しなければならない。 

（入学許可の取消） 

第３６条 入学を許可された者が、指定の期日までに前条の手続きをしないとき

は、入学許可を取消す。 

 

（休学及び復学） 

第３７条 疾病その他のやむを得ない事由により、２か月を超えて出席することが

できないときは、事由を具して保証人連署の上学長に願い出て、その許可を得、休

学することができる。疾病の場合は、診断書を添付しなければならない。 
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② 疾病その他の事由により修学することが不適当と認められる場合には、学長は

休学をさせることができる。 

③ 休学期間は、医学研究科はその年度末までの１年以内とする。ただし、特別の

理由がある場合は、さらに１年度以内に限り休学を認めることができるが、通算し

て２年を超えることはできない。その他の研究科は、連続して２年又は通算して修

業年限を超えることはできない。ただし、特別の理由がある場合は、さらに１年度

以内に限り休学を認めることができる。 

④ 休学期間は、これを在学期間に算入しない。 

⑤ 休学している者又は休学期間を終了した者が、復学しようとするときは、その

事由が消滅したことを証する書類を付した復学願を学長に提出し、その許可を受け

なければならない。ただし、疾病などによる休学の場合は、休学事由が消滅したと

認めた医師の診断書を添付しなければならない。この場合、本学は、本学が承認し

た医療機関又は医師の診断書を提出させることがある。 

 

（退学） 

第３５条 疾病その他のやむを得ない事由により退学しようとする者は、その事実

を証する書類を添え、保証人連署で学長に退学願を提出して、許可を受けなければ

ならない。 

 

（転入学、再入学） 

第３６条 他大学の大学院から転入学を志願するときは、選考の上許可することが

ある。 

② 学長は、前条の規定により退学した者で、再入学を願い出た者については、欠

員のある場合又は、教育に妨げのない場合に限り、選考により相当の学年に入学を

許可することがある。 

③ 既に履修した授業科目及び修得した単位数の取扱いは、研究科教授会の意見を

聴き、学長が定める。 

④ 修業すべき年数の取扱いは、研究科教授会の意見を聴き、学長が定める。 

 

② 疾病その他の事由により修学することが不適当と認められる場合には、学長は

休学をさせることができる。 

③ 休学期間は、その年度末までの１年以内とする。ただし、特別の理由がある場

合は、さらに１年度以内に限り休学を認めることができる。 

④ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。 

 

 

⑤ 休学期間は、これを在学期間に算入しない。 

⑥ 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学長の許可を受けて復学すること

ができる。 

 

 

 

 

（退学及び再入学） 

第３８条 疾病その他のやむを得ない事由により退学しようとする者は、その事実

を証する書類を添え、保証人連署で学長に退学願を提出して、許可を受けなければ

ならない。 

 

 

 

 

② 学長は、前項の規定により退学した者で、再入学を願い出た者については、欠

員のある場合に限り、選考により相当の学年に入学を許可することがある。 
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（外国留学） 

第３７条 外国の大学院に留学を志望する学生は、書面をもって学長に願い出て、

その許可を受けなければならない。 

② 前項の許可を得て留学した期間は、第２２条に定める課程修了の要件としての

在学期間に加えることができる。 

③ 外国留学において、修得した単位の取扱いは、第１６条第１項の規定を準用す

る。 

 

（専攻の変更） 

第３８条 学長は、専攻の変更を志願するときは、選考の上許可することがある。

 

② 前項の場合において、既に修得した授業科目の単位及び在学期間の認定は、学

長が行う。 

 

（除籍） 

第３９条 次の各号のいずれかに該当する者については、研究科教授会の意見を聴

き、学長が除籍する。 

 １ 死亡、又は長期にわたり行方不明の者 

 ２ 第８条の在学年限を超えた者 

 ３ 第３４条第３項の休学期間を超えた者 

 ４ 授業料等の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

 ５ 疾病、その他の事由により成業の見込みがないと認められる者 

 ６ 他の大学院、大学、短期大学、又は高等専門学校に在籍していることが明ら

かになった者 

② 除籍の手続きについては、別に定める。 

 

 

 

 

（特別研究学生の外国留学） 

第３９条 外国の大学院に留学を志望する学生は、書面をもって学長に願い出て、

その許可を受けなければならない。 

② 前項の許可を得て留学した期間は、第２３条に定める課程修了の要件としての

在学期間に加えることができる。 

③ 外国留学において、修得した単位の取扱いは、第１８条第１項の規定を準用す

る。 

 

（専攻の変更等） 

第４０条 学長は、専攻の変更又は他大学の大学院から転学を志願するときは、選

考の上許可することがある。 

② 前項の場合において、既に修得した授業科目の単位及び在学期間の認定は、学

長が行う。 

 

（除籍） 

第４１条 次の各号の一に該当する学生は、これを除籍することができる。 

  

１ 死亡した者 

 ２ 所定の在学期間を超えた者 

 

 ３ 授業料の納付を怠り、督促を受けても納付しない者 

 

 

② 除籍の手続きについては別に定める。 
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第７章    学生行動規範 

 

第４０条 学生の心得、規律等については、別に定める。 

 

第８章    賞   罰 

 

（表彰） 

第４１条 学業成績が特に優秀な者、又は他の学生の模範となる行為をした者は、

表彰する。 

② 表彰は、研究科教授会の意見を聴き、学長が行う。 

 

（懲戒） 

第４２条 本学の規則に違背した者、又は学生の本分に反する行為があった者は、

懲戒に関する手続きを経て懲戒する。ただし、その情状によっては、懲戒の程度を

軽減し、あるいは懲戒しないことがある。 

② 懲戒は、戒告、停学及び退学の３種とする。 

③ 懲戒の対象となる行為は、次の各号の行為をいう。 

１ 犯罪行為等、社会の秩序を乱す行為 

 ２ ハラスメント等、著しく人権を侵害する行為 

 ３ 学生の本分に背く行為 

４ 本学の名誉を汚す行為 

 ５ 本学の学則及び規程に違反する行為 

 ６ 研究倫理に反する行為 

 ７ 本学の教育・研究活動を妨害する等、本学の秩序を乱す行為 

④ 懲戒は、研究科教授会の意見を聴き、学長が行う。 

⑤ 懲戒に関する規程は、別に定める。 

 

 

 

第７章    学生行動規範 

 

第４２条 学生の心得、規律等については、別に定める。 

 

第８章    賞   罰 

 

（表彰） 

第４３条 学業成績が特に優秀な者、又は他の学生の模範となる行為をした者は、

表彰する。 

② 表彰は、教授会の意見を聴き、学長が行う。 

 

（懲戒） 

第４４条 本学の規則に違背した者、又は学生の本分に反する行為があった者は、

懲戒に関する手続きを経て懲戒する。ただし、その情状によっては、懲戒の程度を

軽減し、あるいは懲戒しないことがある。 

② 懲戒は、戒告、停学及び退学の３種とする。 

③ 懲戒の対象となる行為は、次の各号の行為をいう。 

１ 犯罪行為等、社会の秩序を乱す行為 

 ２ ハラスメント等、著しく人権を侵害する行為 

 ３ 学生の本分にそむき、本学の名誉を汚す行為 

  

４ 本学の学則及び規程に違反する行為 

 ５ 論文等執筆における学問的倫理に反する行為 

 ６ 本学の教育・研究活動を妨害する等、本学の秩序を乱す行為 

④ 懲戒は、教授会の意見を聴き、学長が行う。 

⑤ 学生の懲戒に関する規程は別に定める。 
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第９章    学 費 等 

 

（入学検定料及び授業料等） 

第４３条 入学検定料及び授業料等については、別表２に示すとおりとする。 

② 授業料等は、次の期間に納付しなければならない。 

 １ 医学研究科  

   一年分 ４月１日から４月１５日まで 

 ２ 薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科 

前期分 ４月１日から４月１５日まで 

後期分 １０月１日から１０月１５日まで 

 

（休学、復学、退学及び除籍の場合の授業料等） 

第４４条 休学期間中の学費は免除する。ただし、休学又は復学した日の属する期

分の学費は、返還しない。退学又は除籍されたとき、若しくは退学の処分を受けた

場合も同様とする。 

 

 

第１０章    大学院聴講生、大学院研究生、大学院科目等履修生等 

 

（大学院聴講生） 

第４５条 本学大学院の授業科目中、１科目又は数科目の聴講を希望する者につい

ては、医学研究科を除き、本学の教育に妨げのない限り、選考のうえで、聴講生と

して入学を許可することがある。 

 

（大学院研究生） 

第４６条 本学大学院において特定の事項について研究を希望する者については、

医学研究科を除き、本学の教育及び研究に妨げのない限り、選考のうえで、研究生

として入学を許可することがある。 

 

第９章    学 費 等 

 

（学費等） 

第４５条 入学金及び学費は、それぞれ次のとおりとする。 

 入 学 金   １００，０００円 

 授 業 料   １５０，０００円（年額） 

 実験実習費   １００，０００円（年額） 

 

 

 

 

（学費の納付） 

第４６条 学費は、毎年４月１５日までに納付しなければならない。 

② 休学期間中の学費は免除する。ただし、休学又は復学した日の属する期分の学

費は、返還しない。退学し又は除籍されたとき、若しくは退学の処分を受けた場合

も同様とする。 

 

第１０章    特別聴講学生、特別研究学生 
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（大学院科目等履修生） 

第４７条 本学大学院の授業科目中、１科目又は数科目の履修を希望する者につい

ては、本学の教育に妨げのない限り、選考のうえで、科目等履修生として入学を許

可することがある。 

 

（大学院受託生） 

第４８条 本学以外の機関等から、その所属職員について、研究の指導又は研修の

委託の願い出があるときは、医学研究科を除き、本学の教育及び研究に妨げのない

限り、選考のうえで、受託生として入学を許可することがある。 

 

 

                    （削 除） 

 

 

 

（特別研究学生） 

第４９条 他大学の大学院学生で、本学において研究指導を受けようとする者があ

るときは、当該大学との協議に基づき、特別研究学生として受け入れることがある。

 

 

（その他） 

第５０条 大学院聴講生、大学院研究生、大学院科目等履修生、大学院受託生及び

特別研究学生に関する規程は、別に定める。 

 

 

第１１章    外国人特別学生 

 

（外国人特別学生） 

第５１条 外国人で、本学大学院に入学を志願する者があるときは、外国人特別学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特別聴講学生） 

第４７条 他大学の大学院学生等で、本大学院において授業科目を履修しようとす

る者があるときは、当該大学との協議等に基づき、特別聴講学生として受け入れる

ことがある。 

② 特別聴講学生には単位を付与することができる。 

 

（特別研究学生） 

第４８条 他大学の大学院学生で、本大学院において研究指導を受けようとする者

があるときは、当該大学との協議に基づき、特別研究学生として受け入れることが

ある。 

 

（その他） 

第４９条 特別聴講学生及び特別研究学生については、別に定めるほかはこの学則

及び関係の規程を準用する。 

 

 

第１１章    外国人特別学生 

 

（外国人特別学生） 

第５０条 外国人で、本大学院に入学を志願する者があるときは、外国人特別学生
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生として選考の上入学を許可することがある。 

 

② 外国人特別学生には、この学則を準用する。 

 

第１２章    学則の改廃 

（改廃） 

第５２条 大学院学則の改廃は、学長が発議し、研究科教授会及び大学運営会議の

意見を聴き、理事会が行う。 

 

附 則 

 この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。 

 

（中 略） 

 附 則 

① この改正は、２０２２年４月１日から施行する。 

② ２０２２年度に兵庫医療大学大学院から、本学の薬学研究科、看護学研究科及

び医療科学研究科に転入学した学生についての別表２の授業料及び教育充実費は、

兵庫医療大学大学院入学時の金額を適用する。 

 

 

別表１ （各研究科科目一覧及び単位数） 

 

（医学研究科科目一覧 省略） 

 

■ 薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程 

授業科目名 単位数 

薬学専門 

基礎科目 

先端医薬学特論Ⅰ １ 

先端医薬学特論Ⅱ １ 

として選考の上入学を許可することがある。 

② 前項の学生は、定員外とする。 

③ 外国人特別学生には、この学則を準用する。 

 

第１２章    学則の改廃 

（改廃） 

第５１条 この学則の改廃は、学長が発議し、理事会が行う。 

  

 

  附 則 

 この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。 

 

（中 略） 

 

 

 

 

 

 

別表１ （医学研究科科目一覧及び単位数） 

 

 

（医学研究科科目一覧 省略） 

 

- 新旧対照表 ― 18 -



先端医薬学特論Ⅲ １ 

先端医薬学特論Ⅳ １ 

薬
学
専
門
演
習
科
目 

医薬品創製科学演習Ⅰ ４ 

医薬品創製科学演習Ⅱ ４ 

免疫病態制御学演習Ⅰ ４ 

免疫病態制御学演習Ⅱ ４ 

神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ ４ 

神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ ４ 

微生物学演習 I（基盤的微生物学演習） ４ 

微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） ４ 

分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ ４ 

分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ ４ 

医薬品適正治療科学演習Ⅰ 

（分子薬物動態学演習） 

４ 

医薬品適正治療科学演習Ⅱ 

（臨床ゲノム薬理学演習） 

４ 

応用医療薬学演習Ⅰ ４ 

応用医療薬学演習Ⅱ ４ 

呼吸器疾患病態治療学演習Ⅰ ４ 

呼吸器疾患病態治療学演習Ⅱ ４ 

医療薬学特別研究 １８ 

薬学研究指導科目 医療薬学特別研究 １８ 

 

■ 看護学研究科 看護学専攻 修士課程 

授業科目名 単位数 

修士課程共通科目

医療統計学特論 １ 

医療倫理学特論 １ 

先進医療支援特論 １ 
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  看護教育論 ２ 

看護倫理 ２ 

看
護
学
共
通
科
目 

Ａ 

看護理論 ２ 

看護管理論 ２ 

看護政策論 ２ 

コンサルテーション論 ２ 

看護研究 ２ 

看護研究演習 １ 

システマティックレビュー ２ 

Ｂ 

アドバンスト・フィジカルアセスメント ２ 

臨床薬理学・薬物治療特論 ２ 

疾病・病態特論 ２ 

看
護
学
専
門
科
目 

基
盤
看
護
学
分
野 

基礎看護学特論 ２ 

基礎看護学援助特論 ２ 

基礎看護学演習Ⅰ ２ 

基礎看護学演習Ⅱ ２ 

基礎看護学演習Ⅲ ２ 

基礎看護学特別研究 １０ 

看護教育学特論 ２ 

看護教育学援助特論 ２ 

看護教育学演習Ⅰ ２ 

看護教育学演習Ⅱ ２ 

看護教育学演習Ⅲ ２ 

看護教育学特別研究 １０ 

看護開発科学特論 ２ 

看護開発科学援助特論 ２ 

看護開発科学演習Ⅰ ２ 

看護開発科学演習Ⅱ ２ 
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看護開発科学演習Ⅲ ２ 

看護開発科学特別研究 １０ 

看
護
学
専
門
科
目 

療
養
支
援
看
護
学
分
野 

急性病態治療学 ２ 

急性看護学特論 ２ 

急性看護学援助特論Ⅰ ２ 

急性看護学援助特論Ⅱ ２ 

急性看護学援助特論Ⅲ ２ 

急性看護学演習ⅠＡ ２ 

急性看護学演習ⅡＡ ２ 

急性看護学演習ⅢＡ ２ 

急性看護学演習ⅠＢ ２ 

急性看護学演習ⅡＢ ２ 

急性看護学演習ⅢＢ ２ 

急性看護学実習Ⅰ ２ 

急性看護学実習Ⅱ ２ 

急性看護学実習Ⅲ ２ 

急性看護学実習Ⅳ ４ 

急性看護学特別研究 １０ 

急性看護学課題研究 ２ 

がん病態治療学 ２ 

がん看護学特論 ２ 

がん看護学援助特論Ⅰ ２ 

がん看護学援助特論Ⅱ ２ 

がん看護学援助特論Ⅲ ２ 

がん看護学演習ⅠＡ ２ 

がん看護学演習ⅡＡ ２ 

がん看護学演習ⅠＢ ２ 

がん看護学演習ⅡＢ  ２ 
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がん看護学演習Ⅲ ２ 

がん看護学実習Ⅰ ２ 

看
護
学
専
門
科
目 

療
養
支
援
看
護
学
分
野 

がん看護学実習Ⅱ ２ 

がん看護学実習Ⅲ ２ 

がん看護学実習Ⅳ ２ 

がん看護学実習Ⅴ ２ 

がん看護学特別研究 １０ 

がん看護学課題研究 ２ 

慢性看護学特論 ２ 

慢性看護学援助特論 ２ 

慢性看護学演習Ⅰ ２ 

慢性看護学演習Ⅱ ２ 

慢性看護学演習Ⅲ ２ 

慢性看護学特別研究 １０ 

精神看護学特論 ２ 

精神看護学援助特論 ２ 

精神看護学演習Ⅰ ２ 

精神看護学演習Ⅱ ２ 

精神看護学演習Ⅲ ２ 

精神看護学特別研究 １０ 

家
族
支
援
看
護
学
分
野 

小児看護学特論 ２ 

小児看護学援助特論 ２ 

小児看護学演習Ⅰ ２ 

小児看護学演習Ⅱ ２ 

小児看護学演習Ⅲ ２ 

小児看護学特別研究 １０ 

母性看護学特論 ２ 

母性看護学援助特論 ２ 
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母性看護学演習Ⅰ ２ 

母性看護学演習Ⅱ ２ 

 

家
族
支
援
看
護
学
分
野 

母性看護学演習Ⅲ ２ 

母性看護学特別研究 １０ 

助産学特論 ２ 

助産学援助特論 ２ 

助産学演習Ⅰ ２ 

助産学演習Ⅱ ２ 

助産学演習Ⅲ ２ 

助産学特別研究 １０ 

生
活
支
援
看
護
学
分
野 

老年看護学特論 ２ 

老年看護学援助特論 ２ 

老年看護学演習Ⅰ ２ 

老年看護学演習Ⅱ ２ 

老年看護学演習Ⅲ ２ 

老年看護学特別研究 １０ 

地域看護学特論 ２ 

地域看護学援助特論 ２ 

地域看護学演習Ⅰ ２ 

地域看護学演習Ⅱ ２ 

地域看護学演習Ⅲ ２ 

地域看護学特別研究 １０ 

在宅看護学特論 ２ 

在宅看護学援助特論 ２ 

在宅看護学演習Ⅰ ２ 

在宅看護学演習Ⅱ ２ 

在宅看護学演習Ⅲ ２ 

在宅看護学特別研究 １０ 
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■ 医療科学研究科 医療科学専攻 修士課程 

授業科目名 単位数 

修士課程共通科目

医療統計学特論  

医療倫理学特論  

先進医療支援特論  

医
療
科
学
専
門
基
礎
科
目 

リハビリテーション科学研究法 １ 

リハビリテーション科学トピックス ２ 

リハビリテーション医学特論 １ 

疾病・病態特論 ２ 

リハビリテーション科学教育論（養成校教育） １ 

リハビリテーション科学教育論（臨床教育） １ 

リハビリテーション科学統計学実践特論 １ 

体表解剖学実践特論 １ 

物理療法実践特論 １ 

バイオメカニクス特論 １ 

運動生理学特論 １ 

精神作業行動特論 １ 

高次脳機能特論 １ 

身体系作業学特論 １ 

地域作業学特論 １ 

高機能広汎性発達障害特論 １ 

ウィメンズヘルス特論 １ 

鑑別診断学（画像診断・臨床検査） １ 

鑑別診断学（臨床推論） １ 

症例提示法特論 １ 

症例検討実践特論 １ 
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教育学特論 ２ 

 鑑別診断学（画像診断・臨床検査） １ 

鑑別診断学（臨床推論） １ 

症例提示法特論 １ 

症例検討実践特論 １ 

教育学特論 ２ 

医
療
科
学
専
門
科
目 

病
態
運
動
学
分
野 

運動器障害学特論 ２ 

運動器障害学特論演習 ６ 

内部障害学特論 ２ 

内部障害学特論演習 ６ 

神経障害学特論 ２ 

神経障害学特論演習 ６ 

人
間
活
動 

科
学
分
野 

身体・認知活動学特論 ２ 

身体・認知活動学特論演習 ６ 

精神活動学特論 ２ 

精神活動学特論演習 ６ 

医療科学 

研究指導科目 

リハビリテーション科学課題研究 ８ 

リハビリテーション科学研究 ８ 
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別表２                            単位（円） 

研究科名 
入学 

検定料 

区分 

入学金 
授業料 

（年額） 

教育充実費

（年額） 
区分合計 

医学研究科 ３０,０００ １００,０００ １５０,０００ １００,０００ ３５０,０００

薬学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００

看護学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００

医療科学研究科 ３０,０００ １００,０００ ４００,０００ １００,０００ ６００,０００

※上記金額以外に学外実習に関する費用を個別に徴収する場合がある。 
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兵庫医科大学大学運営会議規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、学則第 16 条第 3項の規定に基づき、大学運営会議（以下「会議」と

いう。）に関して必要な事項を定める。 

 

（役割） 

第２条 会議は、本学の運営に関する次の各号に掲げる事項について審議し、学長が当該事

項の決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

 １ 将来計画に関する事項 

 ２ 教育研究活動に係る基本方針及び計画に関する事項 

 ３ 入試に関する基本方針に関する事項 

 ４ 学則その他重要な規程等の制定及び改廃に関する事項 

 ５ 教育研究予算に関する事項 

 ６ 内部質保証に関する事項 

 ７ 教員その他重要な人事に関する事項 

 ８ 学部間、研究科間の調整に関する事項 

 ９ その他学長が必要と認める重要事項 

 

（構成員） 

第３条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 １ 学長 

 ２ 副学長 

 ３ 学部長 

 

（会議） 

第４条 会議は、学長が招集し、その議長となる。ただし、学長に事故があるときは、学長

があらかじめ指名した者がこれを代行する。 

② 会議は、構成員の過半数の出席をもって成立する。 

③ 議長は、必要に応じて構成員以外の者を出席させ、その意見を聴くことができる。 

④ 会議の議事については、議事録を作成し、構成員の確認を得なければならない。 

  

（開催） 

第５条 会議は原則として、月 1回定例開催する。ただし、臨時に開催が必要な場合は、学

長が召集することができる。  
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（役員会への報告） 

第６条 学長は、常務会、理事会に必要に応じて大学運営会議審議事項等を報告する。 

 

（事務） 

第７条 会議の事務は、大学事務部が行う。 

 

（改廃） 

第８条 この規程の改廃は、学長が発議し、大学運営会議の意見を聴き、常務会が行う。        

 

附 則 

①この規程は、平成 28 年 4 月 1日から施行する。 

②この規程の制定に伴い、「兵庫医科大学学長・副学長会議に関する内規」（平成 27 年 4

月 1日施行）は廃止する。 

附 則 

この改正は、2022 年 4 月 1日から施行する 
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兵庫医科⼤学研究科教授会規程（案） 
 
（⽬的） 
第 1 条 この規程は、⼤学院学則第１１条第 5 項の規定に基づき、研究科教授会に関する
必要な事項を定める。 
 
（構成） 
第 2 条 研究科教授会は、⼤学院学則第１１条第 2 項に基づき、以下の者をもって構成す
る。 
１ 医学研究科教授会は、研究科⻑及び専任の教授をもって構成する。ただし、臨床教授及
び教育教授等は、この専任の教授には含まれないものとする。 
２ 薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科の各教授会は、研究科⻑並びに研究指導
教員⼜は研究指導補助教員である専任の教授、准教授及び講師をもって構成する。 
 
（審議） 
第 3 条 研究科教授会は、⼤学院学則第１１条第 3 項に基づく事項を審議し、学⻑に意⾒
を述べるものとし、同条第 4 項に基づき学⻑及び研究科⻑の求めに応じて、意⾒を述べる
ことができる。 
 
（議⻑・招集） 
第 4 条 研究科⻑は、研究科教授会を招集し、その議⻑となる。 
② 研究科⻑に事故があるときは、研究科⻑があらかじめ指名した者がこれを代⾏する。 
③ 研究科教授会を招集するには、あらかじめその⽬的である事項を⽂書で通知する。ただ
し、急を要するときはこの限りでない。 
④ 議⻑は、研究科教授会の運営等について、学⻑と事前協議するものとする。 
 
（開催） 
第 5 条 研究科教授会は、原則として⽉ 1 回定例開催する。ただし、必要あるときは随時
開くことができる。 
 
（定⾜数） 
第 6 条 研究科教授会は、第２条に規定する構成員の過半数が出席しなければ、これを開
くことができない。 
② 次の各号のいずれかに該当する者は、特別な定めがある場合を除き構成員の総数から
除外する。 
1 引続き 2 ⽉以上にわたり研究科教授会に出席することができないと認められる者 
2 海外に出張中の者 
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（研究科教授会構成員以外の出席）
第 7 条 議⻑は、必要に応じて構成員以外の者を臨時に出席させ意⾒を聴くことができる。
② 議⻑は、必要に応じて、教職員を出席させることができる。

（議事録作成・公開）
第８条 研究科教授会の議事については、議事録を作成し、研究科教授会構成員の確認を得
なければならない。
② 研究科教授会の議事次第は、学内外に公開する。
③ 研究科教授会の議事要旨は、学内に公開する。
④ 研究科教授会における発⾔は、公開しない。

（各種委員会の設置）
第９条 研究科教授会は、必要に応じて、各種の委員会を置く。
② 委員会に関する規程は、別に定める。

（役員会への報告）
第１０条 学⻑は、常務会、理事会に必要に応じて研究科教授会審議事項等を報告する。

（事務）
第１１条 この規程に関する事務は、⼤学事務部が⾏う。

（改廃）
第１２条 この規程の改廃は、学⻑が発議し、研究科教授会及び⼤学運営会議の意⾒を聴き、
常務会が⾏う。

附 則
この規程は、平成２７年５⽉１９⽇から施⾏する。

附 則
この改正は、平成２８年４⽉１⽇から施⾏する。

附 則
この改正は、２０２０年４⽉１⽇から施⾏する。

附 則
この改正は、２０２２年４⽉１⽇から施⾏する。
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Ⅰ 設置の趣旨及び必要性 

（１） 学校法人の沿革 

 学校法人兵庫医科大学（以下「本法人」という。）は、昭和４６年１１月に学校法人寄附行為

認可を受け、翌年４月に、「社会の福祉への奉仕」「人間への深い愛」「人間への幅の広い科学的

理解」を建学の精神として、医学部単一学部からなる兵庫医科大学を開学し、昭和５３年４月に

は大学院医学研究科を設置した（西宮キャンパス）。 

平成９年１０月には、地域医療に貢献すべく兵庫医科大学篠山病院を開設し、その後、平成１

１年９月にささやま老人保健施設を開設した（篠山キャンパス）。 

平成１９年には、将来的な医療の在り方、これに対する医学部教育の実績を積み重ねてきた本

法人の役割・責任を踏まえ、「人間への深い愛と豊かな人間性を持ち、幅広い知識と優れた技術

を備え、社会とともに医療を担う医療専門職者を育成する。」との教育理念に基づき、薬学部（医

療薬学科）、看護学部（看護学科）及びリハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科）

の３学部４学科を擁する兵庫医療大学を開学した。その後、平成２３年４月に大学院看護学研究

科及び医療科学研究科を、平成２５年４月に大学院薬学研究科を設置した（神戸キャンパス）。 

このように、本法人は医療総合大学を標榜しチーム医療推進のため、「学校法人兵庫医科大学

のチーム医療」を定め、チーム医療を実践する医療人の育成に努めてきた。 

兵庫医科大学開学から４９年、兵庫医療大学開学から１４年が経過し、建学の精神に則り、多

くの有為な医療人を社会に輩出するとともに、教育・研究基盤も拡充し、医療系大学として一定

の評価を得るまでに成長してきた（令和２年度までの卒業者数は、兵庫医科大学医学部４，４０

８名、兵庫医療大学：薬学部１，１７１名、看護学部１，１３６名、リハビリテーション学部９

２７名）。  

 

（２） 設置（統合）の経緯及び趣旨 

 現在、大学を取り巻く環境は、１８歳人口減少という人口構造の変化の中、厳しさを増してお

り、各大学が生き残りをかけて戦略を模索している。また、大学の連携・統合等の点では、国立

大学の一法人複数大学制度、私立大学での学部単位での事業譲渡の円滑化や合併の促進など、連

携・統合や事業承継円滑化の環境整備が進められている。 

医療系大学等においても、医療人育成機関の増加、国家試験の難関化など厳しい状況に変わり

はなく、医科大学が医療系学部を順次設置していく中で、統合後の兵庫医科大学の４学部それぞ

れが教育改革を行い、「医系総合大学」として特色ある優れた医療人を養成することで社会的責

任を果たしていく。 

また、チーム医療の現状については、本法人は、「多職種連携教育」に関して「学校法人兵庫

医科大学のチーム医療」を定め、その中で「兵庫医科大学・兵庫医療大学間で大学・学部の垣根
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を超え、ボーダレスな教育を行う。」、「両大学は連携してチーム医療の推進について研究を行い、

情報を発信する。」と謳っており、実際に教育面では４学部合同のチーム医療演習などを行い、

一定の成果を収めている。では実際に医療現場でチーム医療を両大学の卒業生は実践できている

かを見ると、時代の趨勢とともにチーム医療は浸透しつつあるものの、現状では役割分担の域を

出ず、多職種が「連携」しているとは言い難い状況にある。今後は、医療の質向上のためには、

業務分担ではなく、多職種が連携し、相互に影響する多職種連携「Ｉｎｔｅｒｐｒｏｆｅｓｓｉ

ｏｎａｌ」を目指す必要がある。 

 現在、本法人では、西宮キャンパスの新病院建設計画を進めており、予定では令和８年度開院

となる。統合後、兵庫医科大学全学部の学生は、最新の医療施設・設備を整えた新病院で臨床実

習等を行うことが可能となり、教育環境が一層改善されることとなる。また、新病院建設に合わ

せて地域医療機関との連携を一層強化することにより、卒業生の安定的な就職先の確保にも寄与

することが見込まれる。 

以上のことも含め、今後の将来展望を踏まえて、本法人に求められる①質の高い医師、医療専

門職者を養成するための教育・研究体制の充実及び教育の質の向上 ②法人運営及び組織体制の

強化 ③「医系総合大学」としての認知度及び評価の向上などの点から、「医学部」「薬学部」「看

護学部」「リハビリテーション学部」それぞれにおける教育を従来以上に緊密な連携のもと実施

するため、兵庫医科大学と兵庫医療大学を統合し、４学部５学科の新たな「医系総合大学」とす

ることの結論に至り、令和２年１１月２８日開催の理事会において、令和４年４月に兵庫医療大

学の３学部３研究科を、現状と同じ内容で兵庫医科大学に設置し、兵庫医療大学は廃止するとい

う大学統合計画が承認された。兵庫医療大学の廃止に際しては、令和４年４月１日に同大学の学

生募集停止及び在学生の兵庫医科大学への転入学を併せて実施する。 

当該計画においては、文部科学省から、令和２年１０月に「学校法人の寄附行為及び寄附行為

の変更の認可に関する審査基準」第四の四の（三）の適用審査において、「適用可能」との回答

を得ており、また、令和２年１２月には「大学の設置等の認可の申請及び届出に係る手続等に関

する規則」第３条に係る教員審査省略の該当の適否の事前相談において、「教員審査の省略が可

能」との回答を得ている。 

 

（３） 薬学研究科設置の趣旨 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科は、平成２５年３月に薬学部が完成年度を迎えた後に、

同年４月開設された。 

近年の医療技術の高度化、医薬分業の進展等に伴い、医薬品の適正使用という社会ニーズに応

え、医療人として質の高い薬剤師を養成するため、平成１８年度から６年制の学部教育が開始さ

れた。しかしその目標は学部教育だけで完結するものではない。質の高い薬剤師は臨床の場で新
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たな問題点を見つけ出し、自らそれを研究し解決する能力を持つことが必要である。また、高度

治療の開発には臨床経験を有する医師による基礎医学の分野での貢献が著しい。新たな薬物療法

の開発には薬剤師資格を有し、高度な研究能力を併せ持つ研究者の養成が必要である。基礎薬学

の研究においても、臨床経験を有する薬剤師が純粋な基礎科学者とは異なる視点から関与するこ

とにより、新たな展開が期待される。かかる社会的状況を踏まえ、兵庫医療大学では大学院薬学

研究科博士課程を置いて次世代の薬学研究者並びに高度な研究能力を持つ薬剤師の育成を推進

することとした。 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、以下のような人材を育成することを目指して教

育・研究活動を行ってきた。 

 

①高度な研究能力、すなわち臨床現場において問題点を発見し、それを解決する適切な研究計

画を立案し、さらにその成果を論文化することのできる能力を持って薬剤師業務の質向上と変革

を推進することができる。 

②医療薬学における問題点を基礎薬学の視点から眺め、それを解決しうる基礎的・実験的研究

課題を自ら設定し、それを新しい薬剤・製剤・臨床適応の開発に発展させていくことができる。 

 

特に、現場の薬剤師がもっと研究に興味を持ち、臨床研究を行うことが医療の世界の中での薬

剤師の存在価値を高めると考え、学生募集において社会人にも門戸を広げ、現在医療現場で活躍

している薬剤師のアカデミック志向キャリアパスを配慮してきた。結果として、平成２９年３月

から令和２年３月までに６名の修了者が博士号を取得したが、５名は常勤の職員として勤務しな

がら在籍し、３名は卒業後病院薬剤師として勤務している。また、同一学校法人に属する兵庫医

科大学との協力関係を活用し、学際的な研究教育を行ってきた。６名の修了者のうち、２名は兵

庫医科大学病院に勤務する薬剤師であった。 

２大学統合後も、本学の基本理念である次世代の医療を担う医療人の育成の趣旨を発展させる

べく薬学分野において、新たな展開を目指す研究を推進するとともに、社会の期待に対応すべく

高度な研究能力を持つ薬剤師、薬学研究者を育成する大学院博士課程を設置したい。 

 

（４） 薬学研究科設置の必要性 

高齢化社会を迎え、医療に対するニーズは高まる一方であり、さらに医療の質の向上が求め

られる。我々は６年制の薬学部医療薬学科の上に立つ大学院として、高度な研究能力を有する薬

剤師、及び薬剤師として臨床経験を有する薬学研究者を養成し、医療の質の向上に貢献する研究

者を養成する。近年の医療の高度化に伴い、医療現場においてそれを実践するマンパワーに対す

る要求が高まっている。多職種協働（スキルミックス）の推進は医療レベルの高度化の必然的な
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結果であり、様々な紆余曲折はあっても今後推進されていくことは間違いない。 

我々が現在の医療界で必要とされていると考える人材の第一は、医療の質の向上に貢献する医

療薬学研究マインドを持つ研究者・薬剤師である。４年制のみで薬学教育を行っていた時代には、

研究マインドを持った人材の多くは基礎研究の分野を目指して大学や製薬企業に勤務し、臨床業

務に携わることは少なかった。これからの薬剤師、薬学研究者には、チーム医療の中で高度な専

門性職能が求められる。特に薬学分野では、過去に悲惨な薬害事件が数多く発生してきた経緯か

ら、医薬品の安全使用に対する社会の要求は高まる一方である。このような事態を繰り返さない

ためには、薬剤師が積極的に薬物治療の科学的根拠の構築に寄与すべきである。次々と新薬が開

発される中で、それらを適正に使用するには、知識の修得だけでは不十分であり、副作用の特性

をいち早く感知し、薬物との因果関係に関する高度な判断力が求められる。すなわち、様々な医

学的事象を科学的に検討できる能力を持つ薬剤師が必要とされる。臨床現場で積極的に問題点を

見出し、それを研究課題として解決策を提示し、その成果を社会に還元することができる薬剤師

が求められる。かかる薬剤師を養成するには、大学院において然るべきテーマを与え研究活動に

従事させることが最も有効である。専門薬剤師制度は、現在、がんや感染制御、精神科、妊婦・

授乳婦、ＨＩＶ感染等の分野で制定されているが、これらの制度は第一線の病院で臨床経験を積

むことに重点が置かれている。これらの資格を取得するにはピアレビューのある雑誌に複数の論

文が掲載されることが求められる。研究能力を獲得することは専門薬剤師制度に基盤を与え、大

学院教育における高度な研究能力を有する薬剤師を養成することは先進医療技術の開発のみな

らず、入学者のキャリアパスの基盤となる。 

我々が現在の医療界で必要とされていると考える人材の第二は、臨床経験を有する薬学研究者

である。すなわち、医療の現場を体験した事があり、医療薬学における問題点を基礎薬学の視点

から眺め、それを解決しうる基礎的・実験的研究課題を自ら設定し、それを新しい薬剤・製剤・

臨床適応の開発に発展させていくことができる人材を育てたいと考える。製薬業界においては、

新薬候補の基礎的開発部門と臨床現場とのブリッジングを行える人材が必要とされている。これ

らの専門家を養成するために、先端医療の場で研究を行うことが必要とされる場合もある。その

際には我々は兵庫医科大学病院と共同してこれを実現する。さらに基礎薬科学の研究者の養成も

大学院薬学研究科の重要な責務と考えている。この分野は、伝統ある国公立大学の４年制薬学部

を基礎とする大学院が有力であるとされているが、４年制薬学部は薬剤師資格取得が目的でない

ため、その教育課程も異なり、通常、卒業者には薬剤師受験資格はない。医療の現場と薬の開発

現場との距離は意外と遠く、現在、薬剤の開発者が医療者と交流する機会は乏しい。新薬開発の

アイデアは臨床の現場にこそあり、医療薬学の素養を持つ基礎薬科学研究者には新しい発想で基

礎研究に取り組める素養が培われる。医学の分野では、臨床経験をつんだ後に基礎医学の分野に

進んだ科学者はＰｈｙｓｉｃｉａｎ Ｓｃｉｅｎｔｉｓｔｓといわれ、その中でノーベル賞を受
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賞するほどの業績をあげた者は枚挙に暇がない。薬学の世界においても、臨床薬剤師として抱い

た問題点を基礎薬科学研究に反映させ、その解決策を見出していくＰｈａｒｍａｃｉｓｔ Ｓｃ

ｉｅｎｔｉｓｔｓを養成することは、医療現場から研究現場へのアカデミック志向キャリアパス

を提供し、基礎薬科学の分野に新風を吹き込むものと期待する。 

これらの社会的な要請を鑑み、４年制大学院の教育研究を通じて薬学分野における博士号を有

する研究者さらには実務家を輩出することが医療系薬学部の社会的責務である。その結果として

研究・教育にかかわる人材養成に繋がる。特に、大学における優れた研究・教育と医療現場の実

務が融合し効果的に成果をあげるために、兵庫医科大学と兵庫医療大学が統合し、新たに誕生す

る兵庫医科大学薬学部に大学院薬学研究科を設置することは意義のあることと考える。 

 

（５） どのような人材を養成するのか 

① 教育・研究の理念・目的・目標 

学校法人兵庫医科大学は、建学の精神として、「社会への奉仕、人間への深い愛、人間への幅

広い科学的理解」を掲げて昭和４７年兵庫医科大学を開学し、兵庫医科大学病院を開院した。昭

和５３年には大学院医学研究科を、平成９年には兵庫医科大学篠山病院（現兵庫医科大学ささや

ま医療センター）を、平成１９年には兵庫医療大学を、平成２３年には兵庫医療大学大学院を設

立し、医療の諸分野において建学の精神を実現させてきた。現行の兵庫医療大学学大学院薬学研

究科は、平成２５年に設置され、先端的な内容の講義、演習、研究活動によって最先端の薬学に

関する知識と科学的な思考力を高め、医療薬学の諸問題を解決する高度な能力を持った人材を養

成することにより、社会に貢献してきた。２大学統合後も引き続き、薬学研究の分野で建学の精

神を発展させていくことが兵庫医科大学大学院薬学研究科の使命であり、理念・目的・目標を以

下のように定める。 

 

＜理念＞ 

薬学研究科の理念は、高度な研究能力を有する薬剤師、そして臨床経験を有する薬学研究者を

養成することにより、人々の健康の増進及び薬学の進歩・発展に寄与することである。 

 

＜目的＞ 

薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高度な専門知識と

研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立案・遂行で

きる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元し、薬学の進歩に貢献できる薬

剤師、薬学研究者を育成する。 
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＜目標＞ 

本研究科の目的を達成するために、以下のような人材を育成することを目標とする。 

１．高度な研究能力、すなわち医療の現場において問題点を発見し、それを解決する適切な研

究計画を立案し、さらにその成果を論文化することのできる能力を持って医療の質向上と変

革を推進することができる医療専門職者。 

２．医療薬学における問題点を基礎薬学の視点から提起し、それを解決しうる基礎的・実験的

研究課題を自ら設定し、それを新しい薬剤・製剤・臨床適応の開発に発展させていくことが

できる薬学研究者。 

 

上記の理念・目的・目標をより具体的な形で学生に示すために、平成２８年に下記のような

ディプロマ・ポリシーを作成した。 

 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

本研究科所定の単位を修得し、以下の目標を達成した学生の修了を認め、博士（薬学）の学

位を授与します。 

１． 自立した薬学研究者として活動するために必要な専門的知識を有する。 

２． 学術論文等から修得した医療薬学に関する最先端の知識を基に、他者の研究を理解し、

かつ批判的に吟味できる能力を有する。 

３． 医療の抱える問題点を自ら見出し、それに基づき検証可能な薬学的課題を設定する能

力を有する。 

４． 薬学的課題を解決するために必要な技能と意欲を有する。 

５． 研究成果を論文などとして発表することができる。 

 

このディプロマ・ポリシーを達成することができれば、目標として掲げた人材を育成すること

ができると考えている。２大学統合後もこのディプロマ・ポリシーを維持し、学生と教員で共有

し、本研究科の理念・目的・目標にかなう人材を育成していきたい。 

 

② 人材養成の柱 

薬学研究科では、前項の目的を達成するために、医療薬学専攻を設ける。特に分野分けは行わ

ない。高度な研究能力を有する薬剤師、臨床経験を有する薬学研究者を希望する大学院生は、そ

れぞれの目的に合致すると思われる教員を選択して指導を受け、その目的を達する。科目を選択

する際の参考として、２つの履修モデルを示す（【資料１】参照）。講義科目は大学院の教員全員

で行い、どの大学院生にも薬学者として最低限必要な広い視野を持たせるようにする。さらに演
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習科目は数名の教員が共同で行い、それぞれ専門分野における多様なアプローチ法を学び総合的

な研究能力を高めるように指導する。 

さらに、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科は同一法人内の兵庫医科大学大学院医学研究科

及び兵庫医科大学病院と協力しながら人材養成に努めてきたが、２大学統合により、今後さらに

兵庫医科大学大学院医学研究科や兵庫医科大学病院との協力関係を拡大していく予定である。医

療薬学の分野で研究・教育を推進していくためには狭義の薬学のみの研究手法にとどまらず、医

学全般の知識を学び研究手法を取り入れていくことが新しい展開につながると考えられる。本大

学院では、兵庫医科大学大学院医学研究科や病院と、お互いのセミナーや講演会に積極的に参加

しあって、知識・研究手法・シーズを交換し、さらには兵庫医科大学大学院医学研究科の各研究

室と協力関係を結ぶなどして、医学と薬学を融合させた研究を行う。 

【資料１ 履修モデル】 

 

（６） 修了後の進路 

①高度な研究能力を有する薬剤師を志向した大学院生は、高度な問題解決能力を修得して修了

することで、医療機関に就業し、専門分野において臨床実践、臨床教育、臨床研究等の役割を果

たしながら臨床家として活躍し後進を指導する役割を担う。また、平成２４年度から病棟薬剤師

が保険点数化され、病棟のチーム医療の中で高度な薬物治療のイニシアティブをとっていくこと

のできる薬剤師に対して経済的な基盤が与えられた。大学院博士課程による教育はその様な薬剤

師の養成を可能にする。さらに近年薬剤師の養成人員の増加をうけ、病院・薬局にかかわらず、

業務を従来の調剤業務以外にも拡大していくことが期待されているが、薬剤師がかかわることに

よって何か有益なアウトカムが得られるというエビデンスがいまだに乏しく、その必要性が広く

認識されているとは言い難い。高度な臨床能力と研究能力を兼ね備えた薬剤師が広く医療の現場

に参加することにより、新しい業務に薬剤師が関与することの有用性を証明していくことが今後

の薬剤師の業務拡大に必須である。また、その臨床的視点を活かし行政機関等における企画立案

にも参画していく役割を担うことが期待される。 

さらに大学院において研究に従事する過程で教育に興味を持った大学院生は、臨床現場の他、

教育機関に就業し、研究活動を継続しながら後進の教育指導にあたることができる。近年教育研

究機関として、６年制薬学部を有する大学が多数設立されたため、実務家教員の絶対数が不足し

ており、大学教員としての需要も高まっている。従来の調剤業務以外の薬剤師業務の新しい展開

を促進するためには、臨床の場で十分な経験を有するだけでなく、新しい業務を開発・実践して

いくことのできる創造力に満ちた教員が求められており、大学院において研究能力を高める教育

を受けた薬剤師はそれに適任であると考えられる。 

以上のことから、高度な研究能力を身に付けた薬剤師は広く臨床・教育の場で要望されると
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考えられる。 

 

②臨床経験を有する研究者を志向した大学院生は、新薬候補の基礎的開発部門と臨床現場との

ブリッジングを行える人材として、製薬業界に就業することが期待される。このような人材を養

成するためには、学生時代に実務実習を行い臨床の現場を経験した６年制薬学部の卒業者や、実

際に薬剤師として就業した経験を持つ者が大学院にて研究のトレーニングを受ける必要がある。

また、先端医療の場で実地経験を積みながら研究を行うことができれば新しい研究のアイデアが

浮かぶ場合もあると考えられる。今回統合する兵庫医科大学の医学部・医学研究科と共同研究を

行ったり、セミナーや講演会などに参加するなどして、先端医学の知識や技術を取り入れながら

薬学研究を行うことができればそのような人材を養成する上で有効である。臨床経験を有しなお

かつ基礎薬学の素養も身に付けた人材は製薬企業の開発部門から要望されると考えられる。また

６年制薬学部を有する大学からも、実地臨床での経験を踏まえて基礎薬学を教授することのでき

る教員は貴重な人材として要望されると考えられる。 

 

（７） 人材需要の見通し 

病棟薬剤師の保険点数化に伴い、医療機関では質の高い薬物療法を実践できる高度な問題解決

能力を持った薬剤師が求められている。平成２５年の本研究科設置時には、薬学職能団体である

兵庫県薬剤師会から本学の大学院博士課程設置に対する要望書では、チーム医療推進のために高

度な専門知識と科学的根拠に基づく問題解決能力を有する薬学専門職者育成への要請、特に不足

する高度薬学教育機関の開設と社会人教育に対する要望が記されており、県内薬剤師の本薬学研

究科への修学希望者は、薬剤師会との協力・連携のもと継続的に確保可能と考える。 

将来の薬剤師の需給見通しについては、平成３０年度厚生労働行政推進調査事業費補助金「薬

剤師の需給動向の予測及び薬剤師の専門性確保に必要な研修内容等に関する研究」（分担研究

者：長谷川洋一・名城大学薬学部教授）の報告書によれば、今後数年間は需要と供給が均衡して

いる状況が続くことになるが、長期的に見ると、供給が需要を上回ることが見込まれている。と

の予測が示されている。今後機械化等による業務の効率化によって需要が減少する部分もあると

思われるが、６５歳以上の高齢者は今後令和２２年まで増加し続けると推定されており（総務省

統計局ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｔａｔ．ｇｏ．ｊｐ／ｄａｔａ／ｔｏｐｉｃｓ／ｔｏｐｉ１

１３１．ｈｔｍｌ）対人業務の充実や在宅医療の普及の中で薬剤師が存在感を発揮することがで

きれば、薬剤師に対する需要は今後も維持されるものと考えられる。しかし、薬剤師が対人業務

や在宅医療の中で活動することが医療の向上に役立つというエビデンスが提示されなければ、そ

れらの薬剤師の活動は評価されず、需要が増えることにはならない。研究能力を持った薬剤師が

どんどん臨床現場に増えて、薬剤師の活動による医療の向上をデータ化し、論文化していくこと

- 設置の趣旨 ― 9 -



 

が薬剤師の需要を支えていくうえで不可欠である。このような認識は調剤薬局にも共有されてお

り、現在調剤薬局に努めながら博士の学位を取得した学生が１名、在学中の学生が１名いる。今

後、研究能力を有する薬剤師に対する需要は増えていくものと考えられる。 

さらに、近年の医療薬学系教育機関の急増は、全国的に医療薬学教員、特に実務家教員の不足

をもたらしており、将来教育・研究を担う人材の養成が急務である。特に薬学教育が４年制から

６年制に転換されたころに新設された薬学部においては、この数年の間に定年を迎える教員が多

く、臨床経験と研究能力を併せ持つ人材が医療薬学系教育機関から強く求められている。   

また、近年多くの薬学部において「チーム医療」を唱えるようになったが、単科の薬科大学で

は表面的な講義しか行えていないところが多い。兵庫医科大学大学院薬学研究科となり、大学院

においても医学部や附属病院との共同研究の中でチーム医療における薬剤師の有用性を実証で

きる研究を行った人材には特に需要が多いと予測される。 

現行の兵庫医療大学薬学部５学年の１２８名の在学生を対象として、令和２年１１月に進路希

望調査を実施し（【資料２】参照）、１０８名から回答が得られた。その結果によれば、大学院に

「ぜひ進学したいと思う」、「機会があれば進学したいと思う」と回答した者は、全体の３３．３％

にあたる３６名であった。また、統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科を「受験してみたいと

思う」かつ「進学したいと思う」と回答した者は、全体の２１．３％にあたる２３名であった（【資

料３】参照）。このことから、薬学部在学生においても、大学院薬学研究科に対する需要がある

ものと考えられる。 

【資料２ 薬学研究科に関するアンケート】 

【資料３ 薬学研究科進学意向調査（薬学部第５学年次生）集計表】 

 

（８） 到達目標等 

薬学研究科修了時の到達目標は、修了に必要な科目を履修し、博士論文を完成させ、審査に合

格し博士の学位を取得することである。薬学研究科修了後には、修得した研究能力と専門的知識

を医療の場で提供・実践し、組織の発展と変革に指導的役割を担う薬剤師、及びグローバルな視

点で社会に貢献できる研究者・教育者となることを目標とする。 

 

Ⅱ 研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

 本研究科では、基礎的・臨床的な薬学研究を遂行できる人材の養成に主眼をおくことから、研

究科・専攻名称、学位名称について以下のとおりとする。 

 

（１） 研究科名称 

薬学研究科 
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 Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｐｈａｒｍａｃｙ 

 

（２） 専攻・学位名称 

医療薬学専攻 

 Ｃｏｕｒｓｅ ｏｆ Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｐｈａｒｍａｃｙ 

博士（薬学） 

 Ｄｏｃｔｏｒ ｏｆ Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ ｉｎ Ｐｈａｒｍａｃｙ 

 

Ⅲ 教育課程の編成の考え方及び特色 

薬学研究科はその目標を達成するために、以下のようなカリキュラム・ポリシーを掲げている。 

なお、カリキュラムマップについては【資料４】に示す。 

【資料４ カリキュラムマップ】 

 

（１） 薬学研究科のカリキュラム・ポリシー 

高度な研究能力を持つ医療専門職者、医療薬学における問題点を解決できる薬学研究者を養成

するために、以下の３つの科目でカリキュラムを編成する。 

専門基礎科目：先端医薬学特論Ⅰ～Ⅳ 

専門演習科目：各専門演習Ⅰ・Ⅱ 

研究指導科目：医療薬学特別研究 

 

① 編成方針 

研究の実施に必要な基盤的な知識・技能・態度を修得させることを目的とする専門基礎科目や

専門演習科目は低学年次に配置する。研究指導科目は、問題発見能力・課題設定能力・問題解決

能力・情報発信力を含む幅広い研究能力を養成するための中心となる科目であるので、４年間に

わたり配置する。 

 

② 実施方針 

コースワークとして実施される専門基礎科目や専門演習科目は、学生の広い視野を涵養すると

ともに学際的研究を可能にするため、本研究科の複数の教員が分担して実施する。リサーチワー

クとして実施される研究指導科目は、研究指導教員の指導の下に実施する。テーマの探索・設定、

研究内容・計画の策定、研究の実施、研究成果の取りまとめ・公表を通じて、独立した研究者と

なるに十分な知識・技能・態度を修得する。 
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③ 成績評価方法 

成績評価は、授業・研究への積極的・能動的な取り組み姿勢と提出された成果物（レポート、

研究成果論文など）の内容に基づいて科目責任者が行い、薬学研究科委員会で確認する。学位の

認定においては、研究指導教員を除く複数の審査員から構成される学位論文審査委員会が公正な

評価を行い、薬学研究科委員会で確認する。 

 

２大学統合後も、兵庫医科大学大学院薬学研究科として上記のカリキュラム・ポリシーを引き

続き維持していく。 

 

（２） 教育課程編成の考え方 

以下に専門基礎科目、専門演習科目、研究指導科目の詳細について説明する。 

 

① 専門基礎科目：先端医薬学特論Ｉ～ＩＶ（各１単位、計４単位） 

まず高度な能力を持つ薬剤師、臨床経験を有する薬学研究者として、医学・薬学の幅広い分

野について、新しい知識を絶えず更新していくことが必要である。そのため、医学・薬学全般

にわたる最新の知見を各分野の専門家が紹介する共通のオムニバス科目を先端医薬学特論Ｉ

～ＩＶ、各１単位、計４単位を全必修科目として開講する。この授業科目では本大学院の教員

が分担して、各分野の最新知見を紹介する。さらに、それぞれの教員が自分の研究内容、研究

手法を紹介することにより、本大学院に入学した学生がここでどのような研究が行われている

かを概観することができるようにする。この科目を行うことにより、大学院生が自分の所属す

る研究室以外の教員との交流を深め、学際的な研究を行うことが容易になるよう促進する。 

 

② 専門演習科目：各専門演習Ⅰ・Ⅱ（各４単位、計８単位） 

この科目は研究の遂行に必要な基盤的及び先端的な知識・技能・態度を修得するための演習

科目である。高度な能力を持つ薬剤師を志向する学生にも臨床経験を有する薬学研究者を志向

する学生にも十分対応できるだけの幅広い内容の科目を用意した。研究遂行に必要な知識・技

能・態度を早期に修得するため、各専門演習Ⅰ・Ⅱとしてそれぞれ１年次、２年次で開講し、

各４単位、計８単位の選択必修科目として開講し、３年次、４年次では研究指導科目に専念で

きるようにする。演習指導は複数の分野の教員が共同して行うことにより、１つ専門分野につ

いて多様なアプローチを修得することができるように配慮する。外国文献の抄読会、自分の研

究テーマに関するレビュー、自分の研究課題の進捗状況のプレゼンテーションなどを通じて、

他者の研究を正当に評価する能力や研究の進捗状況をプレゼンテーションする技能の獲得を

目標とする。 
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医学部・医学研究科と共同研究する研究室においては、薬学研究科の大学院生が基礎医学・

臨床医学の知識・研究手法を修得することを促進する目的で、兵庫医科大学の研究室と合同で

行う場合もある。臨床医学の教室の症例検討会や抄読会に参加することにより、臨床医学を深

く理解し、チーム医療を推進することのできる能力を涵養することもあれば、基礎医学の教室

と合同で演習を行うことにより基礎医学と薬学の融合領域で研究活動を行うための知識・技

能・態度を修得する場合もある。多様な協力形態のなかで効率的な人材育成を目指す。 

 

③ 研究指導科目：医療薬学特別研究（１８単位） 

この科目は大学院博士課程の中心をなす科目である。高度な能力を持つ薬剤師を志向する学

生にも臨床経験を有する薬学研究者を志向する学生にも十分対応できるだけの幅広い内容の

科目を用意した。教育研究の柱となる専攻分野としては、高度な研究能力を有する薬剤師とな

ることを希望する学生が専攻しやすい分野として分子病態解析学、神経病態制御学、微生物・

寄生体学、レドックス生物学、臨床ゲノム薬理・分子薬物動態学、呼吸器疾患病態治療学、応

用医療薬学を、臨床経験を有する薬学研究者となることを希望する学生が専攻しやすい分野と

して医薬品化学、創薬化学、天然薬物学、微生物制御学、免疫制御学がある。 

テーマの探索・設定、研究内容・計画の策定、研究の実施、研究成果の取りまとめ・公表を

通じて、独立した研究者となるに十分な知識・技能・態度を修得する。 

医学部・医学研究科と共同研究する研究室においては、薬学研究科の大学院生が臨床医学・

基礎医学の知識・研究手法を修得することを促進する目的で、薬学研究科の教員の指導のもと

に、医学部・医学研究科の研究室や兵庫医科大学病院で研究を行う場合もある。医学と薬学の

境界領域において研究活動を行うことにより、薬学研究と医学研究の橋渡しを行うことのでき

る人材を養成する。 

この科目で兵庫医科大学病院をはじめとする医療施設で患者データを扱って臨床研究を行

う際は、適切な倫理審査を行う。これまで兵庫医科大学は、「人を対象とする医学系研究に関

する倫理指針」並びに「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」に則った研究を実施

するにあたり、『兵庫医科大学 倫理審査委員会』、『兵庫医科大学 ヒトゲノム・遺伝子解析

研究倫理審査委員会』にて審査してきた。一方、兵庫医療大学では「兵庫医療大学 倫理審査

委員会」「兵庫医療大学 ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理審査専門委員会」で倫理

審査を行ってきた。どちらの委員会も外部の学識経験者や一般の立場を代表する者も含めて組

織され、適切に運用されてきた。両委員会の規程を【資料５】及び【資料６】に添付する。 

２大学統合後も同様の審査体制を維持し、公正な研究を行う所存である。 

【資料５ 兵庫医療大学倫理審査委員会規程】 

【資料６ 兵庫医療大学におけるヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規程】 
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Ⅳ 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

（１） 教育方法 

「教育課程等の概要」に示すとおり、専門基礎科目（４単位）、専門演習科目（８単位）、研究

指導科目（１８単位）をもって構成する。 

 

（２） 履修指導及び研究指導の方法 

① 指導教員の決定 

入学志願者に対して、大学院研究科ホームページ及び入学案内パンフレットにおいて本研究科

における教育及び研究体制を広く周知し、教員の専門分野及び担当する授業科目と研究活動を適

切に開示する。また学生募集要項には志願者が出願に先立って必ず志望する研究指導科目の担当

教員に相談することを明記し、志願者が担当教員との十分な意見交換の後に志望する研究指導科

目を選択できるよう指導する。また入学後のガイダンスで研究科が定める教育課程及び指導を受

ける研究課題等について説明を行い、事前の相談に基づいて指導教員を決定する。 

 

② 履修指導、研究指導・論文指導 

入学後のガイダンスにおいて、研究科の教育課程と研究科が定める修了要件を明示し授業科目

（専門基礎科目、専門演習科目、及び研究指導科目）の単位取得や指導教員による研究指導を受

けるために必要な履修指導を実施する。併せて、課程修了までの凡そのスケジュールと履修モデ

ルを例示する。 

研究指導及び論文指導に当たっては、指導教員は担当する学生の学問的な背景や能力及び適性

等を充分に考慮し、高度な研究能力を有する薬剤師、薬学教育者及び薬学研究者の育成を目指し

た指導を行う。 

 

（３） 修了要件 

研究科が定める教育課程（専門基礎科目、専門演習科目、及び研究指導科目）を履修して３０

単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で博士論文の審査及び試験に合格することと

する。 

 

（４） 修了までのスケジュール表 

入学後４年間のスケジュールは【資料７】のとおりである。 

【資料７ 修了までのスケジュール表】 
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（５） 履修モデル 

薬学研究科の特徴を盛り込んだ履修モデルを【資料１】に示す。 

２つの履修モデルの違いは選択する演習科目と研究科目の違いによる。高度な能力を持つ薬

剤師として将来臨床現場で研究活動を行うものに適すると考えられる演習科目・研究科目を履

修モデル（１）に、臨床経験を有する薬学研究者として企業や大学で研究活動を行うものに適

すると考えられる演習科目・研究科目を履修モデル（２）に配置している。 

どちらの履修モデルも基礎科目は共通している。将来薬剤師として臨床研究を行う者も大学

や企業の研究所で基礎的研究を行う者も共通して学んでおくべき最先端の知識を基礎科目と

して配置している。 

【資料１ 履修モデル】 

 

（６） 学位論文審査体制、学位論文の公表方法等について 

本研究科では、博士論文審査は、専門分野の知見と研究業績を有し、当該研究方法に卓越し

た研究実績を持つ教員を主査（１名）・副査（２名）とし、それらによる審査委員会を設置し、

厳正に合否の審査を行うと共に、公開で発表の場を設け、他の専門分野から助言を受けて研究

の質向上を図ってきた。学位申請者の研究指導教員は審査委員になれないように定め、審査の

公正性を担保してきた。 

論文審査基準は、履修要項に下記のように明記し、学生に周知している。 

 

（４）薬学研究科論文審査基準 

 以下に掲げる学位論文審査基準に従い審査を行い判定する。 

①薬学の研究として意義があり、課題が適切である 

②充分な文献検討が行われている 

③研究目的が明確である 

④研究目的に沿った研究方法が適切に用いられている 

⑤実験方法・データ収集方法が適切である 

⑥データの分析方法が適切である 

⑦適切な文献を用いて妥当な考察を行っている 

⑧一貫性・論理性のある論文である 

⑨論文としての形式が整っている 

⑩倫理的事項が遵守されている 

 

各基準の審査を経て博士論文として合格とする。ピアレビューのある雑誌に筆頭著者として
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投稿し掲載を許可された原著論文を基盤とする博士論文を審査の対象とする。また、最終試験

を実施し、学位申請者が下記のディプロマ・ポリシーを満たしているかどうかを確認したうえ

で、研究指導科目である医療薬学特別研究の単位を認定している。 

 

＜兵庫医療大学薬学研究科ディプロマ・ポリシー＞ 

本研究科所定の単位を修得し、以下の目標を達成した学生の修了を認め、博士（薬学）の学

位を授与する。 

１．自立した薬学研究者として活動するために必要な専門的知識を有する。 

２．学術論文等から修得した医療薬学に関する最先端の知識を基に、他者の研究を理解し、

かつ批判的に吟味できる能力を有する。 

３．医療の抱える問題点を自ら見出し、それに基づき検証可能な薬学的課題を設定する能力

を有する。 

４．薬学的課題を解決するために必要な技能と意欲を有する。 

５．研究成果を論文などとして発表することができる。 

 

合格と判定さされた博士論文については、全文を機関レポジトリにおいて閲覧することができ

るようにしている。 

以上のような学位論文審査体制、学位論文の公表方法を２大学総合後も続けていく。 

 

Ⅴ 基礎となる学部との関係 

本研究科は、薬学部医療薬学科を基盤としており、高度な研究能力を有する薬学研究者の養成

を目指す（図１）。 

 

＜図１＞ 既設学士課程との関係 

           

 

Ⅵ 「大学院設置基準」第２条の２項又は第１４条による教育方法を実施する場合 

（１） 修業年限 

修業年限は原則的には４年とするが、最大８年までとすることができる。 

- 設置の趣旨 ― 16 -



 

（２） 履修指導及び研究指導の方法 

履修指導に関しては、研究科の教育課程と研究科が定める修了要件を明示し、授業科目（専

門基礎科目、専門演習科目、及び研究指導科目）の単位取得や研究指導科目の単位取得に必要

な指導を実施する。 

研究指導に関しては、指導教員との十分な意見交換の後に志望する研究指導科目を決定し、

さらに、学生の学問的な背景や能力及び適性等を充分に考慮した上で、高度な研究能力を有す

る薬剤師、薬学教育者及び薬学研究者の育成を目指した指導を行う。   

臨床現場に関連した研究に関しては、病院などの医療現場と密な連携と協力のもとに、また

企業等に関連した研究に関しては、関係研究所と密な連携と協力のもとに、研究指導を行う。 

 

（３） 授業の実施方法 

授業については、社会人入学生が無理なく履修できるように平日の夜間、夏期、冬期、春期、

土曜日を中心に開講する。また新型コロナウイルス感染症蔓延に伴い、本研究科もオンライン

授業を実施する必要から、兵庫医療大学大学院学則第１２条に令和２年４月１日から以下のよ

うに第２項を追加した。 

社会人学生の利便性も考慮し、今後もオンライン授業を積極的に実施していく。 

 

（教育方法） 

第１２条 本学大学院における教育は、授業科目の授業及び研究指導等により行うものとする。 

② 本学が必要と認めた場合には、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授

業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

 

（４） 教員の負担の程度 

基本的な時間割は【資料８】に示すように、講義科目の開講期・開講曜日を工夫し、教員の

負担が週４０時間を大きく逸脱しない体制をとり、教員の負担をできるだけ抑えるよう配慮す

る。  

特に、平日の夜間授業は、各教員の平日昼間の学部教育との重複を避け、研究室での研究指

導と連動して行うものとし、教員の負担の緩和に努める。 

【資料８ 時間割】 

 

（５） 図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮，必要な職員の配置 

学生には、ＩＣカードによる図書館や情報処理施設への入退館を許可し、夜間や土曜日にも

それら施設が利用できるようにする。大学での電子メールサービス等を行い、電子ジャーナル

- 設置の趣旨 ― 17 -



 

等にもアクセスできる環境を提供する。 

 

（６） 入学者選抜の概要 

 アドミッション・ポリシー、出願資格、及び選抜方法については、「Ⅷ 入学者選抜の概要」

を参照されたい。 

 

（７） 必要とされる分野であること 

高齢化社会を迎え、医療に対するニーズは高まる一方であり、それに応えるためにすべての

メディカルスタッフの質の向上が求められている。特に、近年の医療の高度化に伴い、医療現

場において高度な医療を実践する人材の要求が高まっているが、医師の供給だけでは追いつか

ず、高度な知識と判断力を有する薬剤師の育成が必要である。さらに、教育や研究に携わった

経験のある薬剤師も極めて少なく、大学においても６年制薬学部教育を担う実務家教員の絶対

数も不足している。また、新薬開発のアイデアは臨床現場に多くあるが、医薬品の開発者と医

療者との交流はきわめて乏しい。臨床薬剤師として抱いた問題点を医薬品の開発研究に反映さ

せるためには、両現場のブリッジングを行える薬学研究者の育成が必要である。本研究科は、

６年制薬学部の上に立つ大学院として、高度な研究能力を有する薬剤師、臨床経験を有する薬

学研究者を養成する課程であり、社会的ニーズが高い。特に、高度な知識、判断力、研究力を

有する薬剤師、臨床経験を有する薬学研究者の養成は学部教育だけで完結するものではなく、

大学院博士課程を置き、人材の育成を推進することは時代の要請であり本学の使命と考える。 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、入学者は以下のように推移している（定員３名）。

平成２５年度３名、平成２６年度２名、平成２７年度３名、平成２８年度３名、平成２９年度

１名、平成３０年度１名、平成３１年度１名、令和２年度３名である。平成２９年度～令和元

年度は入学者が１名しかない状態が続いたため、令和元年度に受審した大学基準協会の認証評

価では「薬学研究科においては、社会の環境変化に伴う大学院のニーズを検討し、定員充足に

向けた取組みを行うことが望まれる。」との提言が示された。 

オープンキャンパスの実施、個別相談会の開催、卒業生への働きかけなど様々な取り組みの

成果が実り、令和２年度には定員を満たすことができた。本学薬学部の卒業生が、業務を一通

りこなせるようになり、自分の将来のビジョンを考えたとき、大学院に進学して博士号を取得

することを志す者が増えてきており、今後も入学者の確保は可能と考える。 

 

（８） 大学院を専ら担当する専任教員を配置するなどの教員組織の整備状況 

教員は、学部教育と大学院教育を兼ねることになる。個々の教員の大学院教育と学部教育の担

当比率に大きな偏りがないように考慮することで、教員全員が大学院教育に参加できる体制をと
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る。 

Ⅶ 入学者選抜の概要 

 現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科においては以下のとおり入学者の選抜を行っている。

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、同様の選抜方法で適正な実施を行っていく。 

（１） 入学者受け入れ方針 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では以下のようなアドミッション・ポリシーを掲げてい

る。 

本研究科の理念に共感し、高度な研究能力を有する医療専門職者、そして医療薬学の問題を解

決したいと願う薬学研究者をめざす以下のような人材を求めます。 

１．高度な研究能力を獲得する基盤となる薬学に関する基礎知識を有する人 

２．薬学に関する最先端の情報を獲得するために必要な外国語の能力を有する人 

３．医療の現場における問題点を明確化し、それを解決する研究能力を身につけたいという意欲

を有する人 

統合後もこのアドミッション・ポリシーを維持したい。 

（２） 入学資格 

薬学研究科博士課程に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

１ 大学の医学、歯学又は修業年限が６年の薬学若しくは獣医学を履修する課程を卒業した者 

２ 修士の学位又は専門職学位を有する者 

３ 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

４ 外国において、学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学、歯学、 

薬学又は獣医学）を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号又は第２号に定める者と同等以上の

学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

（３） 選抜方法、選抜体制 

薬学研究科医療薬学専攻の入学定員は３名とする。その理由は、個々の学生に緻密な研究・論

文指導を行う計画であり、指導できる学生数が限られることから、適切な入学定員として３名と
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決定する。 

選抜方法としては、（１）の項目で記載したアドミッション・ポリシーを実現すべく、下記の

科目の試験により行う。 

 

１．専門科目：高度な研究能力を獲得する基盤となる薬学に関する基礎知識を判定する 

２．外国語：薬学に関する最先端の情報を獲得するために必要な外国語の能力を判定する 

３．面接：医療現場における問題点を明確化し、それを解決する研究能力を身につけたいという

意欲を持っているかどうかについて判定する 

 

なお、出願に際して、入学志願者は希望する専門分野の指導教員との事前相談を必須とし、専

門演習科目・研究指導科目の選択、希望する研究分野の履修可能性等を明確にした上で選抜を受

ける。 

選抜方法は、１４条特例の適用の如何を問わず同一とする。 

 

（４） 社会人に対する選抜の上での配慮等 

社会人が受験しやすいように、学力検査と面接の日程を土・日・祝日に設定する。 

 

Ⅷ 教員組織の編成の考え方及び特色 

開学以来、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科の教員組織は教授・准教授・講師・助教の構

成とし、博士の学位取得者及び同等の業績を有する者により本研究科の教育・研究を担当してき

た。大学院博士課程の中核となる研究指導科目は、豊富な教育・研究業績を有する教授・准教授

を中心に担当し、研究遂行能力を高める演習科目には講師・助教が加わり手厚い教育・指導体制

をとった。また、大学院教育と学部教育の担当比率を考慮することで特定の教員に負担が集中し

ないようにした。 

完成年度を迎えたのち、平成２９年度からは独自の基準を設定し、研究指導教員、研究指導補

助教員に関しては、薬学研究科委員会で審査の上認めることとした。その基準は以下のとおりで

ある。 

 

＜薬学研究科における研究指導教員の教員審査について＞ 

兵庫医療大学大学院薬学研究科で研究指導することを希望する教員は、所定の教員審査の様式

（１．研究指導教員申請書、２．文部科学省に提出する教員個人調書）に必要事項を記入し、薬

学研究科委員会に提出し、審査を受け、認められなければならない。 

その際の認定基準を以下のように定める。 
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・兵庫医療大学大学院薬学研究科で研究指導する教員は、原則として博士の学位を有し、兵庫医

療大学の専任の教授、准教授、もしくは講師であること。 

・独立して研究指導を行い、学位論文を指導する資格を持つ教員（所謂○合教員）の基準は、査

読のある雑誌に掲載された論文が１０本以上あることとする。ただし、そのうち２本は、審査

時の５年以内に筆頭著者もしくは責任著者として掲載されたものであることとする。 

・独立して研究指導を行い、学位論文を指導する権限を持つ教員の補助として研究指導に当たる

もの（所謂合教員）の基準は、査読のある雑誌に掲載された論文が５本以上あることとする。

ただし、そのうち１本は、審査時の５年以内に掲載されたものであることとする。 

 

 以上の基準に加え、外部資金獲得の実績、学部における研究指導の実績等を踏まえて、総合的

に研究指導教員としての適格性を薬学研究科委員会で審査する。 

 

教員組織の編成の考え方をさらに明確にするために、平成３１年１２月に兵庫医療大学薬学研

究科は教員組織の編成方針を下記のように定めた。 

１． 兵庫医療大学における教員組織の編成方針を原則とし、兵庫医療大学が求める教員像の要

件を満たす教員をもって編成する。 

２． 兵庫医療大学薬学研究科の理念・目標及び３つのポリシー（卒業認定・学位授与の方針・

教育課程編成・実施の方針・入学者受入れの方針）に基づく教育・研究活動を適切に実施す

るための教員組織を編成する。 

３． 薬学研究科の卒業認定・学位授与の方針を満たす学生を育成するために、高い倫理性、十

分な学識・研究能力を有し、高い学生指導能力をもつ教員を当てる。 

４． 薬学部の教員を兼任する場合は、薬学部の教員組織編成方針にもかなう者でなければなら

ない。 

５． 薬学研究科として求められる専門性に基づき、諸分野のバランスを考慮した教員組織を編

成する。 

６． より専門的な知識の教授、及び教育内容の多様性を確保するために、適宜、非常勤講師、

兼担教員など、必要な人材を教育組織に加える。 

７． 全学的なＦＤに加えて、薬学研究科独自のＦＤ活動を組織的かつ継続的に実施し、教員の

資質向上を図る。 

 

この教員組織の編成方針を２大学統合後も維持し、適切な教員組織の編成に努める。 

なお、薬学研究科を担当する教員の年齢構成は、「専任教員の年齢構成・学位保有状況」に示
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すとおり、３０～６０歳代に分散しており、定年退職年齢が分散するため、教育研究水準の維持

向上及び教育研究の活性化を損なうことはない。 

 

Ⅸ 施設・設備等の整備計画 

（１） 校地、運動場の整備 

 薬学部、看護学部、リハビリテーション学部並びに大学院 薬学研究科、看護学研究科、医療

科学研究科を設置している神戸キャンパスは、神戸市中央区港島（ポートアイランド）に位置し

ている。キャンパス全体の校地等の総面積は４９，１３８．２５㎡で、神戸の中心地からのアク

セスが良好なポートアイランドには本学以外にも大学があり、研究・教育活動等で連携する文教

ゾーンである。 

また、本法人本部、医学部及び兵庫医科大学病院のある西宮キャンパスからは、車で約３０分、

公共交通機関で約６０分の距離にあり、教育、研究、課外活動等あらゆる面での協力体制、相互

交流を充実させることができる。 

附属施設（薬用植物園）を除く敷地面積は、収容定員上の換算で学生１人当たり約３０㎡と大

学設置基準に定められた１０㎡の約３倍の面積を有しており、屋外の芝生広場等、敷地内におけ

る学生の憩うスペースも十分確保されている。 

また、レストラン、Ｍ棟・Ｇ棟ラウンジの開放により、屋内における学生の居留スペースにも

十分な配慮を行っている。 

運動スペースについては、体育館（Ｇ棟アリーナ）があり、体育の授業やクラブ・サークル活

動として利用する。 

また、敷地内にミニグランド、テニスコートなどを備えている。 

 

（２） 校舎等施設の整備計画 

 神戸キャンパスは、主たる校舎として４棟の建物を有し、その大部分を校舎等のスペースに充

当している。 

Ｐｏｒｔ Ｗｉｎｇ（Ｐ棟）には、事務室、レストラン・売店・書店等の厚生施設、オクタホ

ール（講堂）、図書館、ラーニングスクエア、グループ学習室等を配置。 

Ｍｔ．Ｗｉｎｇ（Ｍ棟）には、講義室、各種実習室、教員研究室、臨床薬学研修センター、カ

ンファレンスルーム等教育施設を配置。 

Ｇａｒｄｅｎ Ｗｉｎｇ（Ｇ棟）には、動物実験センター、ＲＩ実験センター等の特殊実験室、

先端医薬研究センター、共同機器室、薬学部研究室、リハビリテーションラボ等を配置。 

Ｇａｒｄｅｎ Ｗｉｎｇ Ａｒｅｎａ（Ｇ棟アリーナ）には、アリーナ、多目的ホール、スタ

ジオ、アトリエ工作室等を配置。 
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施設配置の考え方は、医療関係３学部を併設する教育・研究上の強みを活かし、ボーダレスな

教育を志向することにともない、学部固有のスペースを極力排し、学生、教員とも学部間の交流

が容易に図り得る施設配備を行っている。 

いずれの学部も講義に加えて演習・実習による講義形態の科目の比重が大きく、講義室ととも

にこれら演習・実習に対応した各種実習室を整備する。学部横断的な学科目も多数配しているこ

ともあり講義室は３学部の共同利用とし、また、学部間で跨る教育研究の促進のための共同機器

室・実験室の設置など、効率性にも繋がる施設配備を行っている。 

また、各棟には、学生教職員が、憩い、コミュニケーションを図る場としてのラウンジスペー

スを隋所に確保し、特にＭ棟及びＧ棟４階の教員研究室スペース周辺には、学生指導、教員間の

コミュニケーションの確保のためのスペースを十分に確保し、開かれた環境を重視している。 

 

（３） 図書等の資料及び図書館の整備計画 

 現行の兵庫医療大学の図書館は、現在、兵庫医科大学及び兵庫医療大学の２大学が共用する

図書館としてすでに運用している。 

図書館はＰ棟３階に位置し、面積は２，７９５．２４㎡、閲覧席は４０８席（学生収容定員数

１，６６４名に対し２４．５％）を有しており、学生・教員の教育研究の場として十分な座席数

を確保している。 

館内には、グループ学習室２０室、ラーニングコモンズとして「ラーニングスクエア」も設置

しており、アクティブラーニングなど多様化する「学び」を支える場を提供している。 

収容可能冊数は約８８，０００冊で、現在、和書約２８，０００冊、外国書約６，０００冊、

学術雑誌約４８０種（電子ジャーナル除く）、視聴覚資料約１，７００点を所蔵している。教育

研究・自学自習に必要な最新図書の収集は、シラバス掲載の教科書・参考書の購入及び図書館委

員会を中核とした選書により行われ、各学部の専門分野及び必要性を考慮して整備している。 

兵庫医科大学に薬学部、看護学部、リハビリテーション学部、薬学研究科、看護学研究科、医

療科学研究科の設置を計画するにあたり、現行の兵庫医療大学の上記資料及び兵庫医療大学とし

て契約していた電子リソース（電子ジャーナル・データベース・電子書籍）についても、引き続

き契約し、神戸キャンパス、西宮キャンパスの両キャンパスで活用することとする。電子リソー

スは、ＳＳＬ－ＶＰＮを利用して学外からのアクセスも可能としている（【資料９】参照）。さら

に、医中誌Ｗｅｂ、ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ等のデータベースの検索結果から、電子ジャーナルや電

子ブック・ＯＰＡＣ・ＣｉＮｉｉ Ｂｏｏｋｓ・ＣｉＮｉｉ Ａｒｔｉｃｌｅｓ・Ｗｅｂサーチ

エンジン等、利用者が求める最適な資料へと購読状況などの状況判断をしながらナビゲーション

するリンクナビゲーションシステム「ＥｘＬｉｂｒｉｓ ＳＦＸ」も導入しており、学生・教員

の利便性を高めている。 
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また、国立情報学研究所目録所在情報サービス「ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ／ＩＬＬ」に参加して

おり、「ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ」により形成されている総合目録データベースのデータを利用す

ることで、本学の蔵書目録データベースを構築し、蔵書検索を可能にしている。さらに、「ＮＡ

ＣＳＩＳ－ＩＬＬ」により、全国のＩＬＬサービス参加大学機関図書館間での相互貸借サービス

（文献複写・現物貸借）を可能としている。 

他大学の図書館等との協力については、日本図書館協会、私立大学図書館協会、日本看護図書

館協会、大学図書館コンソーシアム連合（ＪＵＳＴＩＣＥ）、オープンアクセスリポジトリ推進

協会に加盟し、情報交換や実務研修、相互利用等で連携を図っている。 

【資料９ 電子リソースリスト】 

 

（４） 大学院学生の研究室（自習室）等の整備計画 

薬学研究科博士課程は、１学年３名（４学年合わせて１２名）の定員であり、４学年で大学

院生研究室（自習室）として１室を整備する。大学院生１名ごとに机、椅子、書庫、ロッカー

を設備し、共有のパソコン２台、プリンター２台を設備する。また、Ｍ棟１階に設置されてい

る情報処理演習室１・２の利用も可能であり、キャンパス内の無線ＬＡＮも利用可能である。

よって、自習環境として、広さや収容人数等を含めて十分な環境が整備できるものと考えられ

る。 

講義室については大学院専用の講義室や学部共用の講義室を使用し、学びに必要な備品等を

整備している（【資料１０】参照）。 

【資料１０ 大学院学生研究室等整備状況】 

 

Ⅹ 管理運営 

 統合後の兵庫医科大学の教学面の管理運営は、大学の代表で包括的責任者である学長の下に、

学長が必要に応じて置く職務毎の副学長（５名以内）及び各学部の学部長（大学院研究科長を兼

務）を置く体制とする。 

学長が教育研究事項に係る決定を行うに当たり意見を聴く目的で学部教授会及び研究科教授

会並びに大学運営会議を置き、大学の意思決定がより効果的に行えるガバナンス体制とする。 

大学運営会議は、大学全体の重要事項を審議するとともに学部間・研究科間の調整等の役割を

果たし、教授会の運営等については、教授会規程で規定された学長との事前協議を通して学長・

学部長間の意見調整が図られる。 

大学院の管理運営について、現在の兵庫医療大学では大学院の各研究科委員会（教授会相当）

の上位に「兵庫医療大学大学院運営委員会」を置き、大学院全体の運営等の共通事項を協議する

体制とし大学院の独立性を確保している。統合後、大学院全体の管理運営、大学院各研究科間の

- 設置の趣旨 ― 24 -



 

調整等の協議は、当面、大学運営会議において行う予定とする。 

 

（１）研究科教授会 

大学院学則第１１条第１項に基づき各研究科に設置する研究科教授会は、次の者をもって構成

し、研究科長が議長となり、原則として月１回定例開催するほか、必要があるときは随時開くこ

とができる。 

 

医学研究科： 

研究科長及び専任の教授 

薬学、看護学及び医療科学研究科： 

研究科長並びに研究指導教員又は研究指導補助教員である専任の教授、准教授及び講師 

  

研究科教授会は同条第３項に基づき、次の事項を審議し、学長が当該事項を決定するに当たり

意見を述べるものとする。 

 １ 学生の入学、進級、卒業及び課程の修了に関する事項 

 ２ 学位の授与に関する事項 

 ３ 学生の身分に関する事項 

 ４ 教育課程に関する事項 

 ５ 教員の人事に関する事項 

 ６ 研究に関する事項 

 ７ 教育研究に関する規程の制定、改廃に関する事項 

 ８ 学位論文に関する事項 

 ９ 研究科の運営に関する重要な事項 

 １０ その他学長が研究科教授会の意見を聴くことが必要と定めた事項 

  

 同条第４項に基づき、その他、学長及び研究科長の求めに応じ、教育研究に関する事項につい

て審議し意見を述べることができる。 

 

（２）大学運営会議 

 学則第１６条に基づき、大学の重要事項を審議する会議体として大学運営会議を置き、学長、

副学長及び学部長をもって構成する。役割は兵庫医科大学運営会議規程第２条に規定する事項を

審議し、学長が当該事項の決定を行うに当たり意見を述べることとする。 

同会議は学長が議長となり、原則として月１回定例開催するほか、臨時に開催が必要な場合は、
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学長が召集することができる。 

 １ 将来計画に関する事項 

 ２ 教育研究活動に係る基本方針及び計画に関する事項 

 ３ 入試に関する基本方針に関する事項 

 ４ 学則その他重要な規程等の制定及び改廃に関する事項 

 ５ 教育研究予算に関する事項 

 ６ 内部質保証に関する事項 

 ７ 教員その他重要な人事に関する事項 

 ８ 学部間、研究科間の調整に関する事項 

 ９ その他学長が必要と認める重要事項 

 

（３）各種センター、委員会等 

現行の庫医療大学では、平成１９年度の開学以来、チーム医療を支える人材の養成のために、

３学部の密なる連携によるボーダレスな教育体制の下、融合的・連携教育プログラムを提供する

との方針で、大学全体に関わる主要事項を審議する委員会等（学生委員会、教育委員会、研究委

員会、入試センター運営会議、広報委員会、内部質保証委員会など）は、各学部からの選出委員

で構成する全学委員会として設置し、更に学部独自での審議は各教授会の下に関連する委員会を

設置してきた。一方、兵庫医科大学は医学部単科のため、殆どの委員会等を教授会の下に設置し

ているが、大学統合後は、両大学の現状を踏まえながら、委員会の目的に応じて、全学、キャン

パス毎又は学部独自での委員会の設置を整備する。 

その中で、多職種連携教育の更なる推進、附属病院での臨床実習管理統括等を目的とした「臨

床統教育統括センター」、学部教育の充実、改善に特化した「薬学教育センター」の設置などの

組織再編を図る。 

 

ⅩⅠ 自己点検・評価 

（１） 目的 

本学では、兵庫医科大学学則第３条第１項に、本学はその教育研究水準の向上を図り、大学の

目的を達成するため、本学における教育研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行い、

その結果を公表すると規定し、大学院学則第４条にも同様に規定している。また、学則第３条第

２項には、本学の教育研究等の総合的な状況について、学校教育法施行令に規定する期間ごとに、

文部科学大臣の認証を受けた者による評価を受けることとし、その結果を公表すると規定してい

る。 
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（２） 実施体制等 

現行の兵庫医科大学では、学長を議長とする「兵庫医科大学内部質保証会議」が次に掲げる事

項を審議し、各学部・研究科、委員会等に対して、同会議が示す方針及び年度毎の課題について

の自己点検・評価の実施を指示し、その結果について報告を受ける。その結果は年次報告書の作

成等に活用するとともに、自己点検・評価の実施方法、評価項目の活用等を見直し、必要に応じ

て改善方策を策定の上、各学部等へ助言・改善に努めている（【資料１１】【資料１２】参照）。  

 

（審議事項） 

① 自己点検・評価及び内部質保証の実施体制に関する事項 

② 自己点検・評価の基本方針及び自己点検・評価項目の策定に関する事項 

③ 本学の使命や各種方針・ポリシーの点検・策定に関する事項 

④ センター及び委員会等の自己点検・評価の総括に関する事項 

⑤ 自己点検・評価年次報告書の作成及び改善方法の策定に関する事項 

⑥ 学校教育法に定められた認証評価などの外部評価に関する事項 

⑦ 自己点検・評価及び内部質保証に必要な事項に関する資料収集、調査研究及び啓蒙活動に

関する事項 

⑧ その他自己点検・評価及び内部質保証に関する事項 

 

 現行の兵庫医療大学では、内部質保証担当副学長を委員長とする「内部質保証に関する委員会」

において、学部長、研究科長、委員長等を責任者とする各部局内の内部質保証委員会等が認証評

価（第３サイクル）の基準及び自己点検・評価項目を基本として、該当項目について実施する自

己点検・評価結果の報告を受け、全体の内部質保証委員会において、助言・改善等のフィードバ

ックを行っている。これらの報告等は担当副学長から学長に報告される（【資料１３】参照）。 

  

（点検評価の基準）①理念・目的、②内部質保証、③教育研究組織、④教育課程・学習成果、⑤

学生の受け入れ、⑥教員・教員組織、⑦学生支援、⑧教育研究等環境、⑨社会連携・社会貢

献、⑩大学運営・財務 

  

 統合後の兵庫医科大学においては、上記の内部質保証会議及び各学部、研究科、委員会等によ

る自己点検・評価について、兵庫医療大学で実施していた点検評価項目を加味した上、全学内部

質保証システムを再整備する。また、兵庫医科大学内部質保証会議が取りまとめた報告に対して、

第三者（教職員、学生、同窓会会員、学外評価者等）の視点による客観評価を行う「兵庫医科大

学内部質保証評価会議」は継続して設置し、統合後の組織に対応するよう改正のうえ、内部質保

証の質の維持及び向上を図る。 

 また、各学部、研究科単位で実施する自己点検・評価については、それぞれの分野での外部評

価を踏まえた独自の点検項目も加えることとする。 

【資料１１ 兵庫医科大学内部質保証会議規程】 

【資料１２ 兵庫医科大学内部質保証評価会議に関する内規】 
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【資料１３ 兵庫医療大学の内部質保証に関する規程】 

 

（３） 認証評価及び公表 

 最新の大学認証評価については、兵庫医科大学は平成２９年度（第２期）に、兵庫医療大学は

令和元年（第３期）に公益財団法人大学基準協会による認証評価を受審し、ともに同協会が定め

る大学基準に適合しているとの認定を受けている。統合後は、兵庫医科大学での受審サイクルに

より認証評価に対応する予定となる。 

また、各学部・学科のそれぞれの分野における教育評価機構等の外部機関により実施される分

野別認定の結果も併せて、現状どおり大学ホームページ上に公表する。 

 

ⅩⅡ 情報の公表 

現行の兵庫医療大学大学院の薬学研究科では、大学ホームページを活用して、情報を公表して

きた。建学の精神をはじめ、理念、教育目的、カリキュラム、シラバス、学則、専任教員のプロ

フィール・研究テーマ・研究業績、認証評価報告書、大学の基本的な情報、学生数、教職員数、

入試情報、就職及び財務に関する情報などを公表している。 

さらに、学校教育法施行規則第１７２条の２に基づく情報についても、大学ホームページに「情

報の公表」のページを設け、公表している（【資料１４】参照）。 

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、同様の情報を適正に公表していく。 

【資料１４ 「学校教育法施行規則第１７２条の２」等に規定する教育情報の公表について】 

 

ⅩⅢ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

（１） 基本方針 

本研究科の目的は「薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する

高度な専門知識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな研究

を立案・遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元し、薬学の進歩に

貢献できる薬剤師、薬学研究者を育成する。」である。この目的を実現するためには、絶えず教

育研究水準の向上や教育内容及び教育方法の改善を図らなければならない。大学設置基準第二十

五条の三に「大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究

を実施するものとする。」とある。設置基準に従い、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、

設置当時から、薬学部と協働してファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）に取り組んできた。  

統合後は、兵庫医科大学として全学的な実施体制（仮称：ＦＤ・ＳＤ統括本部）を整備し、両

大学が既に実施している研修等各種取組の充実・改善を図り、更なる教職員の資質向上を目指す。 
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（２） 組織的な研修等の実施体制（ＦＤ・ＳＤ） 

教育内容等の改善を図るための組織として、学部等の教育体制の支援を目的とする「教育支援

室」にＦＤ・ＳＤ部門を設置し、学内で開催されるＦＤ・ＳＤ研修等の情報を収集・管理し、新

たな研修企画等に役立てている。 

具体的には、同部門が毎年度、全教員（事務職の管理監督職を含む。）を対象に開催する「全

学ＦＤ・ＳＤワークショップ」の企画・実施をはじめ、各学部・研究科が独自で企画・開催する

研修、管理運営に係るＳＤ研修等について、年間実施計画、実施内容（実施日、テーマ、参加者

等）の提出を求め、それらの情報を把握したうえ、関係会議等への報告している（【資料１５】

【資料１６】参照）。 

また、各学部等が個々に開催する学外講師を招聘しての研修会、事務部門が実施する管理運営

に必要な知識・能力の向上ためのＳＤ研修なども、テーマに応じて学内Ｗｅｂ上に公開し、より

多くの教職員が参加できる状況にある。また、法人部門、兵庫医科大学及び附属病院が主催する

医学・医療、管理運営に関わるＦＤ・ＳＤ研修についても、部門、学部等を超えて共有すべきテ

ーマでは法人内Ｗｅｂ上に公開されることで各キャンパスからの教職員も参加できる。 

事務職員に関しては、全員が法人事務局に所属しており、新人研修、階層的研修の他、個々の

スキルアップ、業務知識の向上を図るため、学内外での各種研修、講演会等への参加を研修・自

己啓発活動状況として個人データベースに記録する制度も構築しており、対象イベントの開催は

学内周知され、研修の機会を提供している。 

【資料１５ 兵庫医療大学教育支援室規程及び同部門内規】 

【資料１６ ２０１９年度ＦＤ・ＳＤ研修会等実施一覧】 

 

（３） 大学院独自の研修等の実施 

兵庫医療大学が令和元年度受審した大学基準協会による認証評価結果において、「修士課程・

博士課程全体又は各研究科として、教育改善に関する固有のＦＤが行われていないため、適切に

これを実施するよう、改善が求められる。」との改善課題が付された。  

そこで令和元年１１月１４日に大学院独自のＦＤ活動として、「アンガーマネジメント＆アサ

ーティブコミュニケーション」をテーマに講演とグループディスカッションを行った（【資料１

７】参照）。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で実施が遅れていたが、令和３年２

月２５日に大学院ＦＤ講演会を行った（【資料１８】参照）。 

【資料１７ 令和元年度ＦＤセミナー案内】 

【資料１８ 令和２年度ＦＤセミナー案内】 
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（４） 活動計画 

① 研究会・研修会・講習会の実施 

令和２年４月に、薬学部ＦＤ委員会とは独立した薬学研究科ＦＤ委員会を設置した。この委員

会を中心に、本研究科で、全学や薬学部のＦＤ活動とは独立して、教育力や研究能力の向上のた

め、その目的に応じ、学内外の専門の講師による研究会、研修会、講演会、ワークショップ、グ

ループ討議、研究報告会等を開催する。令和３年３月１１日に大学院研究セミナー兼大学院特別

講義を行った（【資料１９】参照）。 

【資料１９ 令和２年度大学院研究セミナー案内】 

 

② 研究活動の成果報告 

各研究科のホームページで適宜活動報告を行うと共に、毎年まとめている大学年報に大学院の

成果も加えて外部に公表していく。 

 

ⅩⅣ 転入学する学生への措置について 

（１） 学生、保護者、入学志願者、卒業者等への周知について 

 法人内の２大学を統合するため、令和４年度に兵庫医科大学（医学部）及び兵庫医科大学大学

院（医学研究科）に３学部（薬学部、看護学部及びリハビリテーション学部）及び３研究科（薬

学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科）を設置し、現行の兵庫医療大学（薬学部、看護学

部及びリハビリテーション学部）及び兵庫医療大学大学院（薬学研究科、看護学研究科及び医療

科学研究科）を廃止する。 

廃止する兵庫医療大学及び同大学院に在籍する学生については、兵庫医科大学に設置する学部

学科及び同大学院研究科へそれぞれ転入学させる計画であり、学生、保護者、卒業生、入学志願

者等に周知、説明している。 

学生に対しては、令和元年１２月２０日開催の大学統合に関する説明会において、学長が直接

２大学の統合計画の経緯、概要等を説明のうえ、統合後も教育研究活動は基本的にはこれまで通

りの形で行う旨を併せて説明をした。また、同月内に保護者・学部生宛及び大学院生宛に、それ

ぞれ、「兵庫医科大学と兵庫医療大学の統合について（お知らせ）」の説明文書を郵送した。更に、

令和２年８月下旬からは、学内Ｗｅｂ上に学長のメッセージ動画を掲載し、周知を図った。 

保護者に対しては、上記の説明文書送付の他、令和２年１月２５日開催の３学部保護者会役員

会において、学長が直接説明を行い、質疑応答の場とした。 

卒業生に対しては、令和元年１２月に同窓会役員宛及び同窓会員（全卒業生）宛に統合計画の

概要に係る説明文書を送付した。 

また、対外的には、令和２年１月１０日付のニュースリリースに合せて、ホームページ及び学
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内インフォメーションボードに統合の経緯、概要を常時掲載し周知を図っている。 

兵庫医療大学の入学志願者に対しては、大学案内、資料送付用の保護者宛のリーフレット、高

校訪問時の進路指導担当者宛のリーフレットに大学統合の情報を記載し、入学予定者には大学統

合計画の概要の資料を配付して広く周知している。今後とも学生、保護者、入学志願者、卒業生

等に対して、各々が関係する行事等において、又はホームページ上等で必要情報を順次、発信し

ていく。 

 

（２） 転入学に伴う教育方法等の担保 

 設置する薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科を開設する令和４年度に、現行の兵

庫医療大学大学院から転入学する学生については、設置後の兵庫医科大学大学院学則において教

育方法、教育課程、修了要件等での変更はないが、統合に際して各研究科の入学金、授業料及び

教育充実費の区分の金額を変更（合計額では薬学研究科は減額、他の２研究科は同額）すること

から、同大学院学則の附則に「２０２２年度に兵庫医療大学大学院から、本学の薬学研究科、看

護学研究科及び医療科学研究科に転入学した学生についての別表２の授業料及び教育充実費は、

兵庫医療大学大学院入学時の金額を適用する。」と明示している。また、転入学生の兵庫医療大

学大学院における修業年数及び在学年数並びに修得単位等については、設置後の兵庫医療大学大

学院に継承する。 

 その他、設置後も校地・校舎等の施設設備、教員等も同一性を保持するため、修学のための履

修・研究指導、健康管理、ハラスメント対策及び障がい学生への支援、就職活動支援、危機管理

等、これまで兵庫医療大学が提供してきた学生生活支援サービスは継続して実施する。 

以上のとおり、転入学する学生への教育条件の維持及び学生支援等については、万全を期する

こととする。 
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【資料2】
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【資料４】
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【資料6】
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【資料7】
【資料７】
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【資料８】
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【資料9】電子リソースリスト（電子ジャーナル）
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電子リソースリスト（データベース）
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電子リソースリスト（電子書籍）
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【資料10】
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【資料１１】
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【資料１2】

- 設置の趣旨 ― 57 -



【資料１3】
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「学校教育法施行規則第 172 条の 2」等に規定する教育情報の公表について

情報の公表ページ
https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第１号関係］《大学の教育研究上の目的に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

建学の精神他
ホーム > 大学案内 > 建学の精神・教育
理念・沿革

https://www.huhs.ac.jp/about/education/ 

学部、学科、研究科の目
的

ホーム > 大学案内 > 情報の公表 > 教
育研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第２号関係］《教育研究上の基本組織に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

学部、学科、研究科の名
称

ホーム > 学部・大学院 https://www.huhs.ac.jp/faculty 

学部、学科、研究科の定
員

ホーム > 大学案内 > 情報の公表 > 収
容定員・入学者数・在学生数・卒業生数

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/capacity 

教育研究上の基本組織
概要

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育
研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第３号関係］《教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

教員組織、各教
員が有する学位
及び業績

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学上の情
報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

年齢別・職階別
専任教員数

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育研究上
の詳細情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/teacher-age2020.pdf 

専任教員と非常
勤教員の比率

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育研究上
の詳細情報

学部
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp- 
content/uploads/2020/12/students_ 
per_teacher2020_01_document.pdf 
大学院
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp- 
content/uploads/2020/10/students_ 
per_teacher2020_document.pdf 

研究業績
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学上の情
報

http://ofcach.ofc.huhs.ac.jp/hhshp/KgApp 

教員担当授業科
目

ホーム > 学生生活 > シラバス・教務便覧 https://www.huhs.ac.jp/campuslife/syllabus 

【資料１４】
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［第４号関係］《入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修
了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること。》

掲載内容 掲載場所 URL 

アドミッションポリ
シー

ホーム > 大学案内 > 3 つのポリシー・各
種方針

https://www.huhs.ac.jp/about/policy 

収容定員、入学者数、
在学生数、卒業生数 

等

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/capacity/ 

卒業生の進路・就職先 
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報

https://www.huhs.ac.jp/career/career-
design/results/ 

学科別就職率一覧
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/08/employment_rate.pdf 

国家試験結果
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

薬学部 医療薬学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/pharmacy/results 
看護学部 看護学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/nursing/results 
リハビリテーション学部 理学療法学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/ 
rehabilitation/pt/results 
リハビリテーション学部 作業療法学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/ 
rehabilitation/ot/results 

［第５号関係］《授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

カリキュラム・ポリシー
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

修学上の情報
https://www.huhs.ac.jp/about/policy/ 

教育課程
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

修学上の情報 

薬学部 医療薬学科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-
pharmacy_01.pdf 
看護学部 看護学科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-nurse_01.pdf 
リハビリテーション学部 理学療法学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-pt_01.pdf 
リハビリテーション学部 作業療法学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-ot_01.pdf 
薬学研究科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
science_pharmacy.pdf 
看護学研究科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
science_nurse.pdf 
医療科学研究科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
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science_medical.pdf 
シラバス（年間授業計画、
単位認定評価基準・評価
方法含む）

ホーム> 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://csweb.ofc.huhs.ac.jp/syex/index.html 

［第６号関係］《学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

ディプロマ・ポリシー
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >
修学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/about/policy/ 

卒業要件等学部学科
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

修学上の情報
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2020/04/elements.pdf 

修了要件等大学院研究科
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

修学上の情報
https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/graduate/ 

学位授与数（学部・大学
院）

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >
修学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2020/04/ 
number_of_degrees_awarded_2020_docment.pdf 

大学院論文審査基準（大
学院研究科）

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

修学上の情報
https://www.huhs.ac.jp/about/publish/ 
graduate_examination_criteria 

［第７号関係］《校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること》
掲載内容 掲載場所 URL 

校地、校舎概要 構成施
設、面積など

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

教育研究上の基礎的な情報
https://www.huhs.ac.jp/ 
about/publish/schoolhouse/ 

キャンパスツアー
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/about/photo 

課外活動状況
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/club/ 

交通アクセス
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/access/ 

学校法人兵庫医科大学 
施設および延床面積

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報

https://www.corp.hyo-
med.ac.jp/library/guide/pdf/floor-taishin_2020.pdf 

［第８号関係］《授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること》
掲載内容 掲載場所 URL 

学費・その他の費用
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  >

教育研究上の基礎的な情報
https://www.huhs.ac.jp/admission/pay 
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［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

進路選択支援体制
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保健管理体制
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実態調査
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等教育の修学支援新
制度」に係る機関要件確
認申請書

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医療大学における障
がい学生支援に関するガ
イドライン

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 

グローバル教育への取り
組み

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

［第３項関係］《大学院設置基準第十四条の二第二項に規定する学位論文に係る評価に当たっての基
準についての情報》

掲載内容 掲載場所 ＵＲＬ 

大学院論文審査基準
（大学院研究科）

ホーム > 大学案内 > 情報の公表>
大学院論文審査基準（大学院研究
科）

https://www.huhs.ac.jp/about/
publish/ graduate_examination_criteria 

［その他の公開情報］
掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表
ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> 財務情報 

http://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

学則
ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> その他の情報 

兵庫医療大学学則
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/gakusoku_202004.pdf 
兵庫医療大学大学院学則
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/daigakuin_gakusoku_202004.pdf 

設置認可申請関係
ホーム > 大学案内> 情報の公表 

> その他の情報 

設置認可申請書大学
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/settininkasinseisyo.pdf 
設置認可申請書看護学研究科・医療科学研究科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/application-guraduate.pdf 
設置認可申請書薬学研究科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/ 
application-guraduate-yaku.pdf 

大学評価認証評価、自
己点検・評価活動

ホーム > 大学案内> 情報の公表 

> その他の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/authentication 
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教育上の目的に応じ
学生が修得すべき知
識及び能力に関する
情報

ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> 修学上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 
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Ⅰ 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

「設置の趣旨等を記載した書類」の記載のとおり、本大学院薬学研究科の設置は、学校法

人兵庫医科大学内の２大学（兵庫医科大学、兵庫医療大学）を統合するための計画であり、

兵庫医科大学大学院への設置後も、兵庫医療大学大学院の現状の校地・校舎等の施設設備、

教員、教育、学生支援等について、同一性を保持することを前提とする。 

 

（１）学生確保の見通し 

① 定員充足の見込み 

病棟薬剤師の保険点数化に伴い、医療機関では質の高い薬物療法を実践できる高度な問

題解決能力を持った薬剤師が求められている。日本学術会議の薬学委員会医療系薬学分科

会の報告書「医療系薬学の学術と大学院教育のあり方について」の冒頭にも、「近年、医学、

生命科学の急速な進歩や科学技術の発展を背景として、薬物治療が著しく高度化し、薬学特

に医療と創薬科学をつなぐ医療系薬学の研究・実践が、難病の克服や医薬品の安全使用など

の社会的要請に応える道として、大きな期待を集めるようになった。また、国民の健康増進

に向けた革新的な医薬品の創出が国家的な目標となり、医薬品開発の基盤技術や開発シス

テムの構築を支える医療系薬学の学術・教育の充実、高度化が強く望まれている。」とある

ように、医薬品製剤の開発や生産、あるいは医療における適正使用を支える学術研究を行う

人材が医療系薬学部の上にたつ大学院に求められている。 

さらに近年の医療薬学系教育機関の急増は、全国的に医療薬学教員、特に実務家教員の不

足をもたらしており、将来教育・研究を担う人材の養成が急務である。臨床経験と研究能力

を併せ持つ人材が医療薬学系教育機関から強く求められている。 

上述の状況を踏まえ、個々の学生に緻密な研究・論文指導を行える人数として、薬学研究

科の入学定員は３名としており、令和２年度において現行の兵庫医療大学薬学研究科では、

定員を充足した。 

 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ア 兵庫県内の薬学系学部及び大学院博士課程の設置状況 

 兵庫県内において、薬学系の学部（６年制）を設置している大学は、令和２年４月現在兵

庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学、姫路獨協大学の５大学であり、

この５大学の入学定員の合計は９８０人である。一方、薬学系の大学院（博士課程）を設置

している大学は、令和２年４月現在、兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川

女子大学の４大学であり、この４大学大学院（博士課程）の入学定員の合計は１１人であり、

学部（６年制）の入学定員に対する大学院（博士課程）の入学定員の割合は約１．１％とな

っており、大阪府の４大学大学院（博士課程）の約１．６％に比較して僅かに優位ではある。

また、最近３年間の兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学の大学院

（博士課程）の４大学全体での定員充足率についてみると、平成３０年度と平成３１年度は

６３．６％、令和２年度は約１１８％となっており、未充足の年度もあるが各大学での格差

がある（【資料１】参照）。本学では、兵庫医科大学大学院医学研究科との連携促進を見据え、

今後の取組強化により定員充足の見通しがあると考える。 
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【資料１ 兵庫県内の薬学系大学・大学院の設置状況並びに定員充足状況】 

 

イ 現行の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

 現行の兵庫医療大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻博士課程は、平成２５年度に開設

され、開設時から入学者は平成２５年度３人、平成２６年度２人、平成２７年度３人、平成

２８年度３人、平成２９年度１人、平成３０年度１人、平成３１年度１人、令和２年度３人

と推移し、平均志願者数は２．３人、平均入学者数は２．１人となっている。また、大学自

体が新設であったため、薬剤師として臨床を経験した本学薬学部の卒業生数が今までは少

なかったが、近年ではこのような卒業生が自分の将来のビジョンを考えた時、大学院に進学

して博士の資格を取得することを志すケースが増加すると期待できる。本学薬学研究科入

学生の入学時の大卒後年数では、６年以上が６５％を占め、平均年数が６．８年となってお

り、本学薬学部完成から８年を経過し、今後は自大学出身の入学者の確保の強化により定員

充足は可能と考える。薬学研究科入学者の内訳は、自大学出身３５％、他大学出身６５％と

なっている（【資料２】参照）。 

 また、令和２年度には、学術交流協定大学（平成２７年１２月６日締結）の北京中医薬大

学出身の留学生 1名の入学があり、社会情勢が安定していけば今後も志願はあり得る。 

【資料２ 兵庫医療大学大学院薬学研究科入学状況表】 

 

ウ 在学生に対する進学需要調査結果 

 兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画において、学生確保の見通しを数値的側面か

ら検証することを目的として、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍している第５学年次生を

対象として、統合後の兵庫医科大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻博士課程における受

験意向及び進学意向に関するアンケート調査を実施した（【資料３】参照）。 

 その結果、大学院への進学意向については、大学院に「ぜひ進学したいと思う」「機会が

あれば進学したいと思う」と回答した者は、有効回答者数１０８人の約３３％にあたる３６

人であった。さらに、有効回答者数の約２１％にあたる２３人が、兵庫医科大学大学院薬学

研究科を「受験してみたい」かつ「進学したいと思う」と回答した（【資料４】参照）。 

 上記のように、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍している第５学年次生に限定した調査

においても、統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科への進学意向が伺えるが、上記イで述

べたように過去の大学院入学者が卒後一定年数の実務経験を経て進学していることから、

より早期に進学を促す個々への対応を含めて取り組むことで学生確保の見通しが立つと考

える。 

【資料３ 兵庫医科大学大学院「薬学研究科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート】 

【資料４ 薬学研究科進学意向調査（薬学部第５学年次生）集計表】 

 

③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関や企業、学部卒業者などの進学を想定し、近隣他

大学の状況も踏まえ、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科の入学金２０万円を１０万円
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に、授業料４０万円は据え置き、教育充実費２０万円を１０万円に改定し（４年間の総額で 

２１０万円）、改定前から５０万円減額により学生の経済的負担の軽減を図る。 

なお、近隣の私立７大学院の入学金の平均は２０万円、授業料等は約７１万円となってい

る（【資料５】参照）。 

また、自大学出身者及び本法人の教職員で通算５年以上の勤務実績ある者には、入学金 

免除の制度も設けている。 

【資料５ 近隣大学院学費比較一覧表】 

 

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、大学院案内パンフレットやホームページ、オ

ープンキャンパス、教員による個別相談会等において、研究科の特色や育成する人材像等の

情報を提供し、学生募集活動を行ってきた。統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科となっ

ても、同様にこれらの広報活動を実施し、学生確保に努める。 

また、兵庫医科大学には特定機能病院として指定されている附属病院があり、各関係学会

の研修施設認定を受けていることから、高い専門性と豊富な臨床経験を有する専門、認定指

導の各薬剤師が多数在籍している。本研究科の臨床経験と研究能力を併せ持つ人材育成と 

いう目的を踏まえ、このような薬剤師に向けた大学院進学の案内についてもより強化する。 

さらに、薬学部生の就職活動で協力を得ている「学校法人兵庫医科大学 連携病院の会」

会員の１２４病院に在籍する薬剤師等の医療従事者に対しても積極的に広報していく。 

学内的には、薬学部在学生について、４年次からの研究室配属の期間に大学院進学の意義、

研究テーマへの興味、将来の教育者又は研究者への進路等への理解を深めるよう進学説明

会等を開催する。 

 

Ⅱ 人材需要の動向等社会の要請 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

学校法人兵庫医科大学は、建学の精神として、「社会への奉仕、人間への深い愛、人間へ

の幅広い科学的理解」を掲げて昭和４７年兵庫医科大学を開学し、兵庫医科大学病院を開院

した。昭和５３年には大学院医学研究科を、平成９年には兵庫医科大学篠山病院（現在の「兵

庫医科大学ささやま医療センター」）を、平成１９年には兵庫医療大学を、平成２３年には

兵庫医療大学大学院を設立し、医療の諸分野において建学の精神に基づき教育・研究・診療

に取り組んできた。 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科は、平成２５年に設置され、先端的な内容の講義、

演習、研究活動によって最先端の薬学に関する知識と科学的な思考力を高め、医療薬学の諸

問題を解決する高度な能力を持った人材を養成することにより、社会に貢献してきた。兵庫

医科大学と兵庫医療大学の統合後も引き続き、薬学研究の分野で建学の精神を発展させて

いくことが統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科の使命であり、理念・目的・目標を以下

のように定める。 
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＜理念＞ 

薬学研究科の理念は、高度な研究能力を有する薬剤師、そして臨床経験を有する薬学研究

者を養成することにより、人々の健康の増進及び薬学の進歩・発展に寄与することである。 

 

＜目的＞ 

薬学研究科は、医療薬学専攻を設け、薬学研究を志す者に、薬学に関する高度な専門知

識と研究手法を修得させ、高い課題発見能力と研究倫理を培い、独創性豊かな研究を立案・

遂行できる力を育成する。研究成果を世界に発信し、地域社会に還元し、薬学の進歩に貢献

できる薬剤師、薬学研究者を育成する。 

 

＜目標＞ 

本研究科の目的を達成するために、以下のような人材を育成することを目標とする。 

１．高度な研究能力、すなわち医療の現場において問題点を発見し、それを解決する適切

な研究計画を立案し、さらにその成果を論文化することのできる能力を持って医療の

質向上と変革を推進することができる医療専門職者。 

２．医療薬学における問題点を基礎薬学の視点から提起し、それを解決しうる基礎的・実

験的研究課題を自ら設定し、それを新しい薬剤・製剤・臨床適応の開発に発展させてい

くことができる薬学研究者。 

 

上記の理念・目的・目標をより具体的な形で学生に示すために、平成２８年下記のような

ディプロマ・ポリシーを作成した。 

 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

本研究科所定の単位を修得し、以下の目標を達成した学生の修了を認め、博士（薬学）の

学位を授与します。 

１．自立した薬学研究者として活動するために必要な専門的知識を有する。 

２．学術論文等から修得した医療薬学に関する最先端の知識を基に、他者の研究を理解

し、かつ批判的に吟味できる能力を有する。 

３．医療の抱える問題点を自ら見出し、それに基づき検証可能な薬学的課題を設定する能

力を有する。 

４．薬学的課題を解決するために必要な技能と意欲を有する。 

５．研究成果を論文などとして発表することができる。 

 

このディプロマ・ポリシーを達成することができれば、目標として掲げた人材を育成する

ことができると考えている。統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においてもこのディ

プロマ・ポリシーを維持し、学生と教員で共有し、本研究科の理念・目的・目標にかなう人

材を育成していきたい。 
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（２） 上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観

的な根拠 

① 社会的、地域的な人材需要の動向 

ア 神戸医療産業都市 

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置を予定するポートアイランド（神戸市中

央区）は、先端医療技術の研究開発拠点や医療関連産業が集積された「神戸医療産業都市」

の取り組みが行われている。令和２年１１月末現在は３６９社・団体が同取り組みに参画し

ており、大手製薬企業はもちろん、先進的な医療を実践する医療機関やバイオベンチャーな

どが集積している。 

この取り組みでは、スーパーコンピューター「京」におけるＩＴ創薬の取り組みなど最先

端の開発・研究環境の提供はもちろん、異業種の企業・医療機関・団体が連携を図ることで

相乗効果を発揮することが期待できる。また、神戸医療産業都市として参画企業の採用活動

を行う取り組みも実践しており、現行の兵庫医療大学が神戸医療産業都市に参画している。

統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、こうした枠組みの中で研究活動及び

就職活動を行っていくことが期待できる。 

 

イ 社会人に対する進学需要調査結果 

 兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画を進めるにあたり、本研究科の教育研究上の

目的が、社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることを検証するため、本

法人内の病院に薬剤師として勤務する社会人を対象として、統合後の兵庫医科大学大学院

の薬学研究科医療薬学専攻博士課程における受験意向及び進学意向に関するアンケート調

査を実施した（【資料３】参照）。  

 その結果、本研究科設置の理念、養成する人材像や教育研究上の特徴、開設予定授業科目

等を理解したうえで本研究科を「受験してみたい」かつ「進学したいと思う」と回答した者

は、有効回答者数４５人のうちの４２．７％にあたる１７名であった。 

近年、多くの薬学部において「チーム医療」を唱えるようになったが、単科の薬科大学で

は表面的な講義しか行えていないところが多い。兵庫医科大学大学院薬学研究科となり、大

学院においても医学部や附属病院との共同研究の中でチーム医療における薬剤師の有用性

を実証できる研究を行った人材には特に需要が多いと予測される。 

 このように、現役の薬剤師に対して行った調査においても一定数の進学意向が見込まれ、

本研究科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的な人材需

要の動向等を踏まえたものであることを示している（【資料６】参照）。 

【資料３ 兵庫医科大学大学院「薬学研究科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート】 

【資料６ 薬学研究科進学意向調査（社会人）集計表】 

 

② 現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科における状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科においては、現職の病院薬剤師が臨床における研

究能力向上を目的として入学した事例が複数名存在している。個々の勤務状況などに応じ

て、カリキュラム及び教員の研究指導を夜間や土日に対応する（大学院設置基準第１４条特

- 学生確保 ― 6 -



 

例）などの取り組みを行ってきた。兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、社会人学生

が学びやすい環境を構築することで、より柔軟な学生確保が期待できる。 

具体的な取組みとして、「ティーチング・アシスタント制度」、「長期履修制度」があり、   

社会人学生の経済面でバックアップする。 
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に関するアンケート 
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1.兵庫県内の薬学系⼤学の設置状況（６年制）

兵庫医療⼤学 薬学部 医療薬学科 150
神⼾学院⼤学 薬学部 薬学科 250
武庫川⼥⼦⼤学 薬学部 薬学科 210
神⼾薬科⼤学 薬学部 薬学科 270
姫路獨協⼤学 薬学部 医療薬学科 100
合計 980

2.兵庫県内の薬学系⼤学院の設置状況・定員充⾜状況（博⼠課程）

⼊学者数 定員充⾜率(%) ⼊学者数 定員充⾜率(%) ⼊学者数 定員充⾜率(%)
兵庫医療⼤学⼤学院 薬学研究科 医療薬学専攻 3 1 33.3 1 33.3 3 100
神⼾学院⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 3 2 66.7 0 0 4 133.3
武庫川⼥⼦⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 2 0 0 0 0 0 0
神⼾薬科⼤学⼤学院 薬学研究科 薬学専攻 3 4 133.3 6 200 6 200
合計 11 7 63.6 7 63.6 13 118.2

※⼊学定員、⼊学者数は、各⼤学ホームページを参照して記載

兵庫県内の薬学系⼤学・⼤学院の設置状況並びに定員充⾜状況

⼤学院名 研究科 専攻 ⼊学定員（⼈）

⼤学名 学部 学科 ⼊学定員（⼈）

H30年度 H31年度 R2年度

【資料１】
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（⼈）
      ⼊学年度 2013（H25） 2014（H26） 2015（H27） 2016（H28） 2017（H29） 2018（H30） 2019（R元） 2020（R2） 合計

定  員 3 3 3 3 3 3 3 3 24
志願者数 3 2 3 3 1 1 2 3 18 2.3
合格者数 3 2 3 3 1 1 1 3 17 2.1

⼊学者数（※） 3 2 3 3 1 1 1 3 17 2.1
 （⾃⼤学出⾝者） 1 1 1 0 0 1 0 2 6 0.7
 （他⼤学出⾝者） 2 1 2 3 1 0 1 1 11 1.4

⼊学者（※）の⼤学院⼊学時の⼤卒後年数 （⼈）
⼤卒後年数 ０〜５年 ６〜１０年 １１年〜 合計 出⾝別割合

 （⾃⼤学出⾝者） 4 2 0 6 35.2%
 （他⼤学出⾝者） 2 5 4 11 64.8%

合  計 6 7 4 17 100%

平均⼈数

兵庫医療⼤学⼤学院薬学研究科⼊学状況表（開設年度以降）

【資料２】
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【資料３】
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【資料４】
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(⼤学院) 単位：円

研究科名 授業料（1年分） 教育充実費（1年分） 施設設備費（1年分） 2年次以降学費（3年分） 4年間合計

薬学研究科 100,000 400,000 100,000 ー 1,500,000 2,100,000

薬学研究科 506,000 154,000 1,980,000 2,840,000

薬学研究科 705,000 117,000 2,466,000 3,568,000

薬学研究科 600,000 1,800,000 2,600,000

薬学研究科 500,000 1,500,000 2,100,000

薬学研究科 800,000 2,400,000 3,420,000

薬学研究科 1,000,000 3,000,000 4,200,000

⼤学名

兵庫医療⼤学

神⼾学院⼤学

武庫川⼥⼦⼤学

神⼾薬科⼤学

⼤阪医科薬科⼤学

摂南⼤学

近畿⼤学

⼤阪⼤⾕⼤学 薬学研究科 600,000 100,000 2,100,000 3,000,000

※各⼤学のホームページを参照して記載

近隣⼤学院学費⽐較⼀覧表

⼊学⾦

200,000

280,000

200,000

200,000 

（平均額）200,000 （平均額）711,714

100,000

220,000

200,000

【資料５】
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【資料６】
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審査意見への対応を記載した書類（６月） 

 

（目次） 薬学研究科 医療薬学専攻（D） 

  １．公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第百七十二条の 

二第三項に規定されている学位論文に係る評価に当たっての基準についての情報が 

ないことから、適切に公表すること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

２．以下の点を踏まえて、本研究科における学生確保の見通しについて、客観的な根

拠を明らかにした上で、長期的かつ安定的に学生確保の見通しがあることを改めて

明確に説明すること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（１）本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院も含めた兵庫県内の薬学系大学院の

定員充足状況をもって学生確保の見通しを説明しているが、兵庫県内の薬学系大

学院の定員充足状況は、改善傾向にはあるものの、令和２年度以外は全ての大学

が定員を充足している訳ではなく、本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院に

おいては、過去５年間のうち、３年間の入学定員充足率がいずれも 33.3％と未充

足となっている。 

（２）本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査の結果をもって学生確保の見 

通しを説明しているが、具体的な進学時期が不明確であり、長期的かつ安定的に

学生確保の見通しがあるとは判断できない。 
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（是正事項）薬学研究科 医療薬学専攻（D） 

１．公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第百七十二条の

二第三項に規定されている学位論文に係る評価に当たっての基準についての情報が

ないことから、適切に公表すること。 

 

（対応） 

  学校教育法施行規則第百七十二条の二第三項に規定されている学位論文に係る評価に

当たっての基準については、２０１９年１１月６日より大学ホームページに掲載してお

り、公表されている。 

  よって、設置の趣旨等を記載した書類（資料）の資料１４に掲載 URLを追記する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料） 資料１４（３３ページ） 

新 旧 

（省略） 

［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係
る支援に関すること。》 

掲載内
容 

掲載場
所 

URL 

進路選
択支援
体制 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保
健管理
体制 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実
態調査 

ホーム 

> 大学
案 内 > 
情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等
教育の
修学支
援新制
度」に
係る機
関要件
確認申
請書 
 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医
療大学

ホーム 
> 大学

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 

（省略） 

［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係
る支援に関すること。》 

掲載内
容 

掲載場
所 

URL 

進路選
択支援
体制 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保
健管理
体制 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実
態調査 

ホーム 

> 大学
案 内 > 
情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等
教育の
修学支
援新制
度」に
係る機
関要件
確認申
請書 
 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医
療大学

ホーム 
> 大学

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 
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におけ
る障が
い学生
支援に
関する
ガイド
ライン 

案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

グロー
バル教
育への
取り組
み 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

［第３項関係］《大学院設置基準第十四条の二第二項に規定する学位論文
に係る評価に当たっての基準についての情報》 
掲載
内容 

掲載
場所 

ＵＲＬ 

大学
院論
文審
査基
準
（大
学院
研究
科） 

ホー
ム 
> 
大学
案内 
> 
情報
の公
表 
>  
大学
院論
文審
査基
準
（大
学院
研究
科） 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/ 
graduate_examination_criteria 

［その他の公開情報］ 

掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表 

ホーム  > 大
学案内 > 情
報の公表  > 

財務情報 

http://www.corp.hyo-
med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

（省略） 

におけ
る障が
い学生
支援に
関する
ガイド
ライン 

案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

グロー
バル教
育への
取り組
み 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他の公開情報］ 

掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表 

ホーム  > 大
学案内 > 情
報の公表  > 
財務情報 

http://www.corp.hyo-
med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

（省略） 
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（是正事項）薬学研究科 医療薬学専攻（D） 

  ２．以下の点を踏まえて、本研究科における学生確保の見通しについて、客観的な根

拠を明らかにした上で、長期的かつ安定的に学生確保の見通しがあることを改めて

明確に説明すること。 

（１）本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院も含めた兵庫県内の薬学系大学院の

定員充足状況をもって学生確保の見通しを説明しているが、兵庫県内の薬学系大

学院の定員充足状況は、改善傾向にはあるものの、令和２年度以外は全ての大学

が定員を充足している訳ではなく、本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院に

おいては、過去５年間のうち、３年間の入学定員充足率がいずれも 33.3％と未充

足となっている。 

（２）本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査の結果をもって学生確保の見 

通しを説明しているが、具体的な進学時期が不明確であり、長期的かつ安定的に

学生確保の見通しがあるとは判断できない。 

 

（対応） 

  前身となる兵庫医療大学大学院薬学研究科の学生確保の見通しについて、兵庫県内の

薬学系大学院の定員充足状況では、年度及び大学院間での格差があり安定的な見通しと

はなっておらず、審査意見のとおり、本研究科においては、現に過去５年間のうち３年

間が入学者１名に留まっている。この定員未充足の改善のため、従来からの取組である

学部卒業生、その就職先、本法人内外の病院、薬局、企業等への案内資料等の送付、メ

ール他での広報活動を兵庫医科大学大学院の薬学研究科であることと背景に拡充、強化

していく。 

  兵庫医療大学大学院薬学研究科開設（平成２５年度）以降の入学状況では、平均志願

者数２．３人、平均入学者数２．１人で、うち自大学出身者が３５％と他大学出身者６

５％の約半数であるため、学部生の在学中からの大学院進学の意義、研究者・教育者へ

の進路、研究への興味等について、指導教員との関わり、説明会などを通じて伝えるこ

とで、自大学出身者の入学に繋げていく。 

  また、審査意見にある本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査結果の入学時

期については、兵庫医療大学大学院薬学研究科開設以降の入学状況において入学者の入

学時の大卒後年数が平均６．８年となっていることから、進学時期については一定の実

務経験を経てからとなるが、上記取組の中でも学部卒業後の早い時期での進学者の確保

に努める。 

  この説明にあたり、「学生確保の見通し等を記載した書類」に追記を行い、参考資料

を追加及び修正する。 
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（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（本文） 

頁 新 旧 

２ ② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ア 兵庫県内の薬学系学部及び大学院博士課程の設

置状況 

 兵庫県内において、薬学系の学部（６年制）を設

置している大学は、令和２年４月現在兵庫医療大

学、神戸薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大

学、姫路獨協大学の５大学であり、この５大学の入

学定員の合計は９８０人である。一方、薬学系の大

学院（博士課程）を設置している大学は、令和２年

４月現在、兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院

大学、武庫川女子大学の４大学であり、この４大学

大学院（博士課程）の入学定員の合計は１１人であ

り、学部（６年制）の入学定員に対する大学院（博

士課程）の入学定員の割合は約１．１％となってお

り、大阪府の４大学大学院（博士課程）の約１．

６％に比較して僅かに優位ではある。また、最近３

年間の兵庫医療大学、神戸薬科大学、神戸学院大

学、武庫川女子大学の大学院（博士課程）の４大学

全体での定員充足率についてみると、平成３０年度

と平成３１年度は６３．６％、令和２年度は約１１

８％となっており、未充足の年度もあるが各大学で

の格差がある（【資料１】参照）。本学では、兵庫医

科大学大学院医学研究科との連携促進を見据え、今

後の取組強化により定員充足の見通しがあると考え

る。 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ア 兵庫県内の薬学系学部及び大学院博士課程の設置状況 

兵庫県内において、薬学系の学部（６年制）を設置し

ている大学は、令和２年４月現在兵庫医療大学、神戸薬

科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学、姫路獨協大学

の５大学であり、この５大学の入学定員の合計は９３５

人である。一方、薬学系の大学院（博士課程）を設置し

ている大学は、令和２年４月現在、兵庫医療大学、神戸

薬科大学、神戸学院大学、武庫川女子大学の４大学であ

り、この４大学大学院（博士課程）の入学定員の合計は

１１人であり、学部（６年制）の入学定員に対する大学

院（博士課程）の入学定員の割合は約１．２％となって

いる。また、最近３年間の兵庫医療大学、神戸薬科大

学、神戸学院大学、武庫川女子大学の大学院（博士課

程）の定員充足率の平均についてみると、平成３０年度

は約５８．３％となっているが、平成３１年度は約８

３％、令和２年度については約１５８％となっており、

十分な定員充足の見通しがあると考えられる（【資料１】

参照）。 

３ イ 現行の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

現行の兵庫医療大学大学院の薬学研究科医療薬学

専攻博士課程は、平成２５年度に開設され、開設時

から入学者は平成２５年度３人、平成２６年度２

人、平成２７年度３人、平成２８年度３人、平成２

９年度１人、平成３０年度１人、平成３１年度１

人、令和２年度３人と推移し、平均志願者数は２．

３人、平均入学者数は２．１人となっている。ま

イ 現行の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

現行の兵庫医療大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻

博士課程は、平成２５年度に開設 

され、開設時から入学者は平成２５年度３人、平成２６

年度２人、平成２７年度３人、平成２８年度３人、平成

２９年度１人、平成３０年度１人、平成３１年度１人、

令和２年度３人と推移している。完成年度より間もない

ため、薬剤師として臨床を経験した本学薬学部の卒業生
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た、大学自体が新設であったため、薬剤師として臨

床を経験した本学薬学部の卒業生数が今までは少な

かったが、近年ではこのような卒業生が自分の将来

のビジョンを考えた時、大学院に進学して博士の資

格を取得することを志すケースが増加すると期待で

きる。本学薬学研究科入学生の入学時の大卒後年数

では、６年以上が６５％を占め、平均年数が６．８

年となっており、本学薬学部完成から８年を経過

し、今後は自大学出身の入学者の確保の強化により

定員充足は可能と考える。薬学研究科入学者の内訳

は、自大学出身３５％、他大学出身６５％となって

いる（【資料２】参照）。 

また、令和２年度には、学術交流協定大学（平成

２７年１２月６日締結）の北京中医薬大学出身の留

学生 1 名の入学があり、社会情勢が安定していけば

今後も志願はあり得る。 

【資料２ 兵庫医療大学大学院薬学研究科入学状況

表】 

自体の数が今までは少なかったが、近年ではこのような

卒業生が自分の将来のビジョンを考えた時、大学院に進

学して博士の資格を取得することを志すケースが増えて

きており、今後も入学者の確保は可能と考える。 

３ ウ 在学生に対する進学需要調査結果 

 兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画におい

て、学生確保の見通しを数値的側面から検証するこ

とを目的として、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍

している第５学年次生を対象として、統合後の兵庫

医科大学大学院の薬学研究科医療薬学専攻博士課程

における受験意向及び進学意向に関するアンケート

調査を実施した（【資料３】参照）。 

 その結果、大学院への進学意向については、大学

院に「ぜひ進学したいと思う」「機会があれば進学し

たいと思う」と回答した者は、有効回答者数１０８

人の約３３％にあたる３６人であった。さらに、有

効回答者数の約２１％にあたる２３人が、兵庫医科

大学大学院薬学研究科を「受験してみたい」かつ

「進学したいと思う」と回答した（【資料４】参

照）。 

 上記のように、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍

している第５学年次生に限定した調査においても、

ウ 在学生に対する進学需要調査結果 

兵庫医科大学大学院薬学研究科の設置計画において、学

生確保の見通しを数値的側面から検証することを目的と

して、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍している第５学

年次生を対象として、統合後の兵庫医科大学大学院の薬

学研究科医療薬学専攻博士課程における受験意向及び進

学意向に関するアンケート調査を実施した（【資料２】参

照）。 

その結果、大学院への進学意向については、大学院に

「ぜひ進学したいと思う」「機会があれば進学したいと思

う」と回答した者は、有効回答者数１０８人の約３３％

にあたる３６人であった。さらに、有効回答者数の約２

１％にあたる２３人が、兵庫医科大学大学院薬学研究科

を「受験してみたい」かつ「進学したいと思う」と回答

した。 

 

上記のように、現行の兵庫医療大学薬学部に在籍して

いる第５学年次生に限定した調査においても、統合後の

- 意見対応（６月）本文 ― 6 -



統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科への進学意

向が伺えるが、上記イで述べたように過去の大学院

入学者が卒後一定年数の実務経験を経て進学してい

ることから、より早期に進学を促す個々への対応を

含めて取り組むことで学生確保の見通しが立つと考

える。 

兵庫医科大学大学院薬学研究科への進学意向が伺えるこ

とから、学生確保においては十分な見通しがあると考え

られる（【資料３】参照）。 

３～４ ③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関や企業、

学部卒業者などの進学を想定し、近隣他大学の状況

も踏まえ、現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科の

入学金２０万円を１０万円に、授業料４０万円は据

え置き、教育充実費２０万円を１０万円に改定し

（４年間の総額で ２１０万円）、改定前から５０万

円減額により学生の経済的負担の軽減を図る。 

なお、近隣の私立７大学院の入学金の平均は２０

万円、授業料等は約７１万円となっている（【資料

５】参照）。 

また、自大学出身者及び本法人の教職員で通算５

年以上の勤務実績ある者には、入学金 免除の制度

も設けている。 

③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関や企業、学部

卒業者などの進学を想定し学生の経済的負担の軽減を鑑

みたうえで、近隣他大学の状況も踏まえ、入学金１０万

円、授業料４０万円、教育充実費１０万円とした。近隣

の私立６大学院の入学金の平均は約２０万円、授業料は

約６８．５万円となっている（【資料４】参照）。 

４ （２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、大学

院案内パンフレットやホームページ、オープンキャ

ンパス、教員による個別相談会等において、研究科

の特色や育成する人材像等の情報を提供し、学生募

集活動を行ってきた。統合後の兵庫医科大学大学院

薬学研究科となっても、同様にこれらの広報活動を

実施し、学生確保に努める。 

また、兵庫医科大学には特定機能病院として指定

されている附属病院があり、各関係学会の研修施設

認定を受けていることから、高い専門性と豊富な臨

床経験を有する専門、認定指導の各薬剤師が多数在

籍している。本研究科の臨床経験と研究能力を併せ

持つ人材育成という目的を踏まえ、このような薬剤

師に向けた大学院進学の案内についてもより強化す

る。 

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科では、大学院案

内パンフレットやホームページ、オープンキャンパス、

教員による個別相談会等において、研究科の特色や育成

する人材像等の情報を提供し、学生募集活動を行ってき

た。統合後の兵庫医科大学大学院薬学研究科となって

も、同様にこれらの広報活動を実施し、学生確保に努め

ることする。 

また、兵庫医科大学には特定機能病院として指定され

ている附属病院があり、各関係学会の研修施設認定を受

けていることから、高い専門性と豊富な臨床経験を有す

る専門、認定指導の各薬剤師が多数在籍している。本研

究科の、臨床経験と研究能力を併せ持つ人材育成という

目的を踏まえ、このような薬剤師に向けた大学院進学の

案内についてもより強化する。 
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さらに、薬学部生の就職活動で協力を得ている

「学校法人兵庫医科大学 連携病院の会」会員の１２

４病院に在籍する薬剤師等の医療従事者に対しても

積極的に広報していく。 

学内的には、薬学部在学生について、４年次から

の研究室配属の期間に大学院進学の意義、研究テー

マへの興味、将来の教育者又は研究者への進路等へ

の理解を深めるよう進学説明会等を開催する。 

６～７ ② 現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科における

状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科において

は、現職の病院薬剤師が臨床における研究能力向上

を目的として入学した事例が複数名存在している。

個々の勤務状況などに応じて、カリキュラム及び教

員の研究指導を夜間や土日に対応する（大学院設置

基準第１４条特例）などの取り組みを行ってきた。

兵庫医科大学大学院薬学研究科においても、社会人

学生が学びやすい環境を構築することで、より柔軟

な学生確保が期待できる。 

具体的な取組みとして、「ティーチング・アシスタ

ント制度」、「長期履修制度」があり、社会人学生の

経済面でバックアップする。 

② 現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科における状況 

現行の兵庫医療大学大学院薬学研究科においては、現

職の病院薬剤師が臨床における研究能力向上を目的とし

て入学した事例が複数名存在している。個々の勤務状況

などに応じて、カリキュラム及び教員の研究指導を夜間

や土日に対応するなどの取り組みを行ってきた。兵庫医

科大学大学院薬学研究科においても、社会人学生が学び

やすい環境を構築することで、より柔軟な学生確保が期

待できる。 

 

（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（資料） 

新 旧 

【資料１】「兵庫県内の薬学系大学・大学院の設置状況並びに

定員充足状況」の以下の箇所を修正 

 

1.兵庫県内の薬学系大学の設置状況（６年制） 

〇武庫川女子大学 入学定員 210 

〇合計 980 

 

2.兵庫県内の薬学系大学院の設置状況・定員充足状況（博士課

程） 

〇武庫川女子大学大学院 H31 年度 

入学者数 0  定員充足率 0 

【資料１】「兵庫県内の薬学系大学・大学院の設置状況並びに

定員充足状況」 

 

1.兵庫県内の薬学系大学の設置状況 

〇武庫川女子大学 入学定員 165 

〇合計 935 

 

2.兵庫県内の薬学系大学院の設置状況・定員充足状況 

 

〇武庫川女子大学大学院 H31 年度 

入学者数 2  定員充足率 100 
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〇武庫川女子大学大学院 R2 年度 

入学者数 0  定員充足率 0 

〇合計 H30 年度 

定員充足率 63.6 

〇合計 H31 年度 

定員充足率 63.6 

〇合計 R2 年度 

定員充足率 118.2 

〇武庫川女子大学大学院 R2 年度 

入学者数 4  定員充足率 200 

〇合計 H30 年度 

定員充足率 58.3 

〇合計 H31 年度 

定員充足率 83.3 

〇合計 R2 年度 

定員充足率 158.3 

【資料２】「兵庫医療大学大学院薬学研究科入学状況表」を追

加 

- 

【資料５】「近隣大学院学費比較一覧表」の以下の箇所を修

正、追加 

〇神戸学院大学 その他（削除） 

        施設設備費（１年分） 154，000 

4 年間合計 2，840，000 

〇武庫川女子大学 その他（削除） 

4 年間合計 3，568，000 

〇大阪医科薬科大学 その他（削除） 

4 年間合計 2，100，000 

〇大阪大谷大学 薬学研究科 ※追加 

入学金 200，000 

授業料（1 年分）600，000 

施設設備費（1 年分）100，000 

2 年次以降学費（3 年分）2，100，000 

4 年間合計 3，000，000 

〇入学金（平均額）200，000 ※追加 

〇授業料等（平均額）711，714 ※追加 

【資料４】「近隣大学院学費比較一覧表」 

 

〇神戸学院大学 その他 59，300 

                教育充実費（１年分） 154，000 

合計 2，899，300 

〇武庫川女子大学 その他 2，000   

合計 3，570，000 

〇大阪医科薬科大学 その他 72，000  

合計 2，600，000 
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
野口
ノグチ

　光一
コウイチ

＜令和4年4月＞

医学博士
兵庫医科大学　学長

（平成28.4～令和5.3）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

- 名簿（学長）長 1 -



別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.3 1

青木　俊二
アオキ　シュンジ 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.8 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.8 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.3 1

天野
アマノ

　学
マナブ 応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.1 1

上田　晴康
ウエダ　ハルヤス

免疫病態制御学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 免疫病態制御学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.3 1

大河原　知水
オオカワラ　トモミ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.1 1

桂木　聡子
カツラギ　サトコ

応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

木下
キノシタ

　淳
アツシ 先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.1 1

＜令和7年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

木下
キノシタ

　淳
アツシ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

甲
コウ

谷
タニ

　繁
シゲル 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

清水
シミズ

　忠
タダシ 先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

＜令和6年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

清水
シミズ

　忠
タダシ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.1 1

戴　毅
ダイ　ツヨシ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ 1通 1.1 1

＜令和4年4月＞ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ 2通 1.1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

田中　明人
タナカ　アキト 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.3 1

田中　稔之
タナカ　トシユキ 免疫病態制御学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 免疫病態制御学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.1 1

田端
タバタ

　千春
チハル 呼吸器疾患病態治療学演習Ⅰ 1通 2 1

＜令和4年4月＞ 呼吸器疾患病態治療学演習Ⅱ 2通 2 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

5日

教授

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平31.4)

教授

准教授

教授

教 員 の 氏 名 等

（薬学研究科医療薬学専攻）

専任等
区分

職位 年齢

博士（医学）

調書
番号

1 専

 保有学位等

博士（薬学）

博士（薬学）

月額
基本給
（千円）

5 修士（薬科学）

准教授

4

2

教授

専

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

7 専 教授 博士（理学）

専

担当授業科目の名称

5日
兵庫医療大学
薬学部 教授
(平20.4)

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

配 当
年 次

担 当
単 位 数

教授

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平25.4)

5日

教授
（研究科長）

9

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平20.4)

5日

専

3 専 教授 博士（薬学）

教授

11 専

10

8 専

博士（薬学）

専 教授

専 教授

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

12 専 教授 博士（医学）

専 博士（薬学）
兵庫医療大学
薬学部 准教授

(令2.1)
5日

博士（薬学）

博士（医学）

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

博士（理学）
兵庫医療大学
薬学部 准教授

(平20.4)
5日

6

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平22.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平20.4)

5日
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別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（薬学研究科医療薬学専攻）

専任等
区分

職位 年齢
調書
番号

 保有学位等
月額
基本給
（千円）

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

配 当
年 次

担 当
単 位 数

先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.1 1

微生物学演習Ⅰ（基盤的微生物学演習） 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

南
ノウ

畝
ネン

　晋平
シンペイ

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.1 1

＜令和7年4月＞ 医薬品適正治療科学演習Ⅰ（分子薬物動態学演習） 1通 2 1

南
ノウ

畝
ネン

　晋平
シンペイ

医薬品適正治療科学演習Ⅱ（臨床ゲノム薬理学演習） 2通 2 1

＜令和4年4月＞ 医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.1 1

藤野
フジノ

　秀樹
ヒデキ

応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.3 1

前田　拓也
マエダ　タクヤ 微生物学演習Ⅰ（基盤的微生物学演習） 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

三浦　大作
ミウラ　ダイサク

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.1 1

＜令和6年4月＞ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ 1通 0.5 1

三浦　大作
ミウラ　ダイサク

分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ 2通 0.5 1

＜令和4年4月＞ 医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.3 1

宮部　豪人
ミヤベ　ヒデト 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.2 1

山本　悟史
ヤマモト　サトシ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ 1通 1.1 1

＜令和4年4月＞ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ 2通 1.1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

芝崎　誠司
シバサキ　セイジ 免疫病態制御学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 免疫病態制御学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅲ※ 1後 0.1 1

岩岡　恵実子
イワオカ　エミコ

医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

上田
ウエダ

　寛
ヒロ

樹
キ

応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅱ※ 1前 0.1 1

大野
オオノ

　喜
ヨシ

也
ヤ

免疫病態制御学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 免疫病態制御学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

教授

教授

長野
ナガノ

　基子
モトコ

教授

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 教授
(平19.10)

5日

博士（薬学）

博士（工学）

准教授

専 教授

17 専

准教授 博士（工学）

准教授

教授

教授

5日

博士（医学）

14 専 博士（薬学）

13 専

兵庫医療大学
薬学部 准教授

(平20.4)

5日

兵庫医療大学
共通教育セン
ター 准教授
(平19.4)

5日

5日

兵庫医療大学
薬学部 准教授

(平20.4)

兵庫医療大学
薬学部 准教授

(平21.10)

16 専

専

18 専 教授

20

19

5日

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平19.4)

5日

5日

兵庫医療大学
薬学部 准教授

(平20.4)

15 専

21 専 講師

講師 博士（薬学）

専 講師 博士（医学）

5日

22

23 専

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平20.4)

博士（医学）

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平20.4)

博士（医学）

博士（工学）

博士（薬学）
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別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（薬学研究科医療薬学専攻）

専任等
区分

職位 年齢
調書
番号

 保有学位等
月額
基本給
（千円）

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

配 当
年 次

担 当
単 位 数

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.1 1

小渕
コブチ

　修平
シュウヘイ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ 2通 1 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅳ※ 1後 0.1 1

田中
タナカ

　康一
コウイチ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ 2通 0.6 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

塚本
ツカモト

　効
コウ

司
ジ 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞
医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

村上
ムラカミ

　雅裕
マサヒロ 応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

先端医薬学特論Ⅰ※ 1前 0.1 1

吉岡　英斗
ヨシオカ　エイト

医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

医療薬学特別研究 1～4通 － 1

伊藤
イトウ

　都
サト

裕
ヤス 呼吸器疾患病態治療学演習Ⅰ 1通 2 1

＜令和4年4月＞ 呼吸器疾患病態治療学演習Ⅱ 2通 2 1

大森
オオモリ

（西田
ニシダ

）　志保
シホ 微生物学演習Ⅰ（基盤的微生物学演習） 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） 2通 1 1

川島
カワシマ

　祥
アキラ 医薬品創製科学演習Ⅰ 1通 0.4 1

＜令和4年4月＞ 医薬品創製科学演習Ⅱ 2通 0.4 1

神田
カンダ

　浩
ヒロ

里
サト 神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ 2通 0.6 1

小暮
コグレ

　洋子
ヨウコ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 神経薬理・薬物治療学演習Ⅱ 2通 0.6 1

是
コレ

金
カネ

　敦子
アツコ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ 2通 1 1

杉野
スギノ

　佑太
ユウタ 医薬品適正治療科学演習Ⅰ（分子薬物動態学演習） 1通 2 1

＜令和4年4月＞ 医薬品適正治療科学演習Ⅱ（臨床ゲノム薬理学演習） 2通 2 1

中尾
ナカオ

　周平
シュウヘイ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅰ 1通 0.5 1

＜令和4年4月＞ 分子毒性学・レドックス生物学演習Ⅱ 2通 0.5 1

萩原
ハギワラ

　加奈子
カナコ 微生物学演習Ⅰ（基盤的微生物学演習） 1通 1 1

＜令和4年4月＞ 微生物学演習Ⅱ（先進的微生物学演習） 2通 1 1

安田
ヤスダ

（津田賀
ツダカ

）　恵
メグミ 応用医療薬学演習Ⅰ 1通 0.6 1

＜令和4年4月＞ 応用医療薬学演習Ⅱ 2通 0.6 1

5日

34 専

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平27.9)

5日

兵庫医療大学
薬学部 助教

(令2.4)
5日

修士（薬学）

博士（医学）

38 専 助教

助教

博士（薬学）

24 専 講師 博士（医学）

25 専 講師 博士（歯学）

博士（薬学）

27 専 講師 博士（薬科学）

28 専 講師

26 専 講師

31

博士（医学）

専 助教

29 専 助教

35

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平26.7)

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平31.1)

5日

33 専 助教

30

専 助教

博士（薬学）

5日

専 助教 5日

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平28.1)

5日

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平21.4)

5日

5日

5日

5日

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平20.4)

5日

5日

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平19.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平21.4)

5日

兵庫医療大学
薬学部 講師
(平19.10)

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平27.7)

博士（医学）

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平21.4)

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平28.4)

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平19.4)

兵庫医療大学
薬学部 助教
(平30.4)

36 専 助教

37 専 助教

博士（薬学）

博士（工学）

32 専 助教 博士（医学）

博士（医学）

博士（薬学）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 2人 7人 8人 1人 人 18人

修 士 人 人 人 人 人 1人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6人 2人 人 人 人 8人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3人 4人 2人 人 人 人 9人

修 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3人 12人 12人 8人 1人 人 36人

修 士 人 人 1人 人 人 1人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

- 教員年齢構成 ― 1 -


	基本計画書
	基本計画書
	教育課程等の概要
	基礎となる学部等の教育課程等の概要
	補足資料（組織の移行表）

	校地校舎等の図面
	都道府県内における位置関係・最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面
	校舎・運動場等の配置図

	学則
	兵庫医科大学大学院学則
	変更事項を記載した書類
	兵庫医科大学大学院学則新旧対照表
	兵庫医科大学大学運営会議規程
	兵庫医科大学研究科教授会規程

	設置の趣旨等を記載した書類
	目次
	設置の趣旨及び必要性
	研究科、専攻等の名称及び学位の名称
	教育課程の編成の考え方及び特色
	教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件
	基礎となる学部との関係
	「大学院設置基準」第２条の２項又は第１４条による教育方法の実施
	入学者選抜の概要
	教員組織の編成の考え方及び特色
	施設・設備等の整備計画
	管理運営
	自己点検・評価
	情報の公表
	教育内容等の改善のための組織的な研修等
	転入学する学生への措置について
	資料目次
	【資料1】履修モデル
	【資料2】薬学研究科に関するアンケート
	【資料3】薬学研究科進学意向調査（薬学部第5学年次生）集計表
	【資料4】薬学研究科カリキュラムマップ
	【資料5】兵庫医療大学倫理審査委員会規程
	【資料6】兵庫医療大学におけるヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規程
	【資料7】修了までのスケジュール表
	【資料8】時間割
	【資料9】電子リソースリスト
	【資料10】大学院学生研究室等整備状況
	【資料11】兵庫医科大学内部質保証会議規程
	【資料12】兵庫医科大学内部質保証評価会議に関する規程
	【資料13】兵庫医療大学の内部質保証に関する規程
	【資料14】「学校教育法施行規則第１７２条の２」等に規定する教育情報の公表について
	【資料15】兵庫医療大学教育支援室規程及び同部門内規
	【資料16】2019年度FD・SD研修会等実施一覧
	【資料17】令和元年度FDセミナー案内
	【資料18】令和２年度FDセミナー案内
	【資料19】大学院研究セミナー案内

	学生確保の見通し等を記載いた書類
	目次
	学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況
	人材需要の動向等社会の要請
	資料目次
	【資料１　兵庫県内の薬学系大学・大学院の設置状況並びに定員充足状況】
	【資料２　兵庫医療大学大学院薬学研究科入学状況表】
	【資料３　兵庫医科大学大学院「薬学研究科」に関するアンケート】
	【資料４　薬学研究科進学意向調査（薬学部第5学年次生）集計表】
	【資料５　近隣大学院学費比較一覧表】
	【資料６　薬学研究科進学意向調査（社会人）集計表】

	審査意見への対応を記載した書類
	目次
	審査意見１への対応
	審査意見２への対応

	教員名簿
	学長の氏名等
	教員の氏名等
	専任教員の年齢構成・学位保有状況




